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5所 務 日誌 188
1沿 革 と 概 要
1.沿 革
我が国の国際地球観測年(IGY)参 加の一環として,昭 和31年 に予備観測隊(隊 長は現所長の永田東大教授)が
南極に向かって出発 して以来,南 極地域観測隊は,一 時期の中断期間を除いて,毎 年派遣され,極 地研究は着実に
発展 してきた。その結果,南 極地域観測隊その他の極地研究の中核となる機関を設置する必要が南極地域観測統合
推進本部,日 本学術会議その他の関係者から強く指摘された。昭和37年4月 国立科学博物館に極地関係の資料室兼
事務室が設置されたのを皮切りに,順 次これが極地学課,極 地部,極 地研究部,極 地研究センターと発展的に改組
されてきた。 しか し,そ の規模の拡大と責任の増大に伴い,極 地研究の中核機関としては国立科学博物館の附属機
関としての立場が必ず しも最適ではなくなったことや,大 学 との連携を強化することが望ましいこと等の理由のた



























員の教官によるもののほか,国 立大学共同利用機関の機能として,所 外の研究者との共同研究も行 う。
イ)南 極観測事業
南極地域観測の中核機関として,観 測事業の実施及び観測隊の編成の準備その他の協力業務を行い,並 びに観測
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殊 職 員(観 測隊員)
営 第 一 係
(50.10新 設、54.4改 組)
設 営 第 二 係








※極 地 気 象 学 研 究 部 門
(53.4改 組)
雪 永 学 研 究 部 門




生 理 生 態 学 研 究 部 門
寒 冷 生 物学 第一研 究部門
(50.4新 設、53.4改 組)
※寒 冷生 物学 第二 研究 部門
※極 地 設 営 工 学 研 究 部 門
(49.4新 設、54.4改 称)
生 物 系 資 料 部 門
非 生 物 系 資 料 部 門
限 石 資 料 部 門
(56.4新 設)
デ ー タ 解 折 資 料 部 門
(49.4新 設)
低 温 資 料 部 門
(50.4新 設)
情 報 処 理 セ ン タ ー
昭 和 基 地















合 計 1 1 7(5) 10(5) 15 26 17 31 108UO)
所 長 1 1
企 画 調 整 官 1 1
研 究 系 6(5) 6(5) 12 3 27qo)
資 料 系 1 4 3 4 12
図 書 室 2 2
管 理 部 18 2 20
事 業 部 6 8 31 45
(注)()内 は客員教官の定員で外数である。
〈定員の変遷〉
訳 所 長 企 画 調整 官 教 授 助 教 授 助 手 事 務 系職 員 技 術 系職 員 特殊職員 計
48 1 1 3(1) 1(1) 2 17 3 29 57(2)















































































56 1 1 7(5) 1
10(5〕
15 26 17△1 31 108(10)
57 1 1 7(5) 10(5) 15 26 17 31 108(10)






年 度 人 件 費 物 件 費 計
48 86,934 53,153 140,087
49 156,495 131,061 287,556
50 208,149 212,942 421,091
51 237,054 343,672 580,726
52 280,699 319,798 600,497
53 319,120 438,971 758,091
54 357,517 664,008 1,021,525
55 409,983 704,596 1,114,579
56 425,947 682,199 1,108,964
57 449,116 610,345 1,059,461 ■
一般会計(項)南 極地域観測事業費
(単位千円)
年 度 人 件 費 物 件 費 計
48 5,086 213,972 219,058
49 7,672 297,247 304,919
50 10,885 538,489 549,374
51 11,024 586,504 597,528
52 14,781 738,423 753,204
53 15,480 851,814 867,294
54 15,333 873,736 889,069
55 19,105 940,567 959,672
56 18,793 848,082 866,875
57 18,435 919,185 937,620
(5)施 設
敷 地 面 積










H研 究 活 動
研究系及び資料系の教官はそれぞれ部門に属 しているが,研 究活動の推進 ・まとめのためと,南 極観測活動への
対応をよくするたあにすべての教官を5つ の研究グループに分けて研究を進めている。すなわち超高層物理学研究
グループ,気 水圏研究グループ,地 学研究 グループ,生 物学研究グループ,極 地設営工学研究グループ,で ある。
この中で極地設営工学グループは楠教授を主任とし,隊 長経験のある教授が兼任で参加している。またすべてのグ
ループに客員教授,助 教授があり極地科学の研究等に貢献 している。
極地研究所として次の五項目の特別共同研究を決め,外 部の研究者も加え重点研究を行 っている。(1南 極観測ロ
ケット搭載機器の研究開発,② 南極大気のエネルギー収支の解析,(3)南 極隅石の総合研究,(4)南 極における地殻構
造の研究,〔5)南極沿岸生態系と沖合い生態系との相互関係の解析。その他一般共同研究78件 を採択 し,研 究小集会
11件,観 測研究小集会1件 を開催 し,所 内外の協力を得つつ,共 同利用機関としての機能を果 しつつある。
教官全体 として月2回 程度の研究談話会を開き,全 教官の研究発表を行い,分 野を超えて討論し,知 識の交流,
評価がなされている。一方各グループではそれぞれに談話会あるいはコロキュームをもち,内 外の研究者を招いて
専門分野内の討論を行 っている。また客員教官を入れて助教授以上が年2回 集る教授懇談会を機会に,全 教官で研
究討論を開き,研 究上の共通の問題(57年 度は 「南極環境を考える」)について半 日間の有意義な討論を行 っている。
その教授懇談会においては各分野毎にその研究経過を レビューし,将 来への展望をしつつ,次 の計画について報告
討議 している。
昭和57年 に極地に派遣された研究者は全教官33名 中20名(南 極17,北 極3)に 達 した。研究所に残 っていた教官
と所外の大学及び研究機関等か ら応募 して くる共同研究員363名(研 究ノ」＼集会等 も含む)が 極地科学の研究に参加
した。又極地研の主催 したシンポジウムとして,　BIOMASS国 際研究集会1982　(SCOR/SCARワ ークショップ,
BIOMASSコ ロキューム,　BIOMASSミ ーティングを含む)と 超高層,気 水圏,地 学,阻 石の4つ のシンポジウ
ムがあり,参 加 した研究者は総員452名(内,外 人44名)多 くの研究発表が行われた。
以上の研究活動の一部は国内外の専門誌に掲載発表されることは勿論であるが,極 地研究所としてはその研究成
果をMemoirs　 (シンポジウムの　Proceedings　 を含む),南 極資料,　Catalog　 ,　Geological　 Map　 Series　,
Data　Report等 として刊行し,総 頁は3000頁 を超 している(図 書室の項参照)。
〔A研 究 〕
1.超 高 層研 究 グル ー プ
川 一般研究
オ ー ロ ラ オ パ ー ル の 形 態 学 的 特 性 の 研 究 助 教 授 鮎 川 勝,教 授 平沢 威 男
研 究 所 に 設 置 され たWDC-C2　 for　Auroraが 収 集 した 南 極 点 基 地(South　 Pole　 Station,SPS)の 全 天 カ メ ラ
デ ー タを 用 い て,オ ー ロ ラ オパ ール のMagnetic　 Local　 Time　 (MLT)の 違 い に よ るAuroral　 morphology
の 統 計 的 調 査 を 行 った 。　 SPSは,地 球 の 自転 に 伴 って 平 均 的 なAuroral　 oval(Bond　 &　Thomas　 1971　,　Feldst
eineta11974)の 近 傍 をMLTと 共 に移 動 す る。 即 ちSPSは,①Auroral　ovalの 平 均 的 位 置 を 概 ねcoverし て
観 測 し う る。 ② 冬期 に 太 陽光 の影 響 を受 け る こ とな く24時 間 連 続 観 測 が 可 能(　 Dayside　 Auroraの 観 測 が 可 能)
③ 極 冠 高 気圧 の 中 に位 置 す るた め比 較 的 晴 天 日が 多 い 。 等 の オ ー ロ ラ光 学 観 測上 の 有 利 な条 件 を有 す る位 置 に あ る。
初 期 調 査結 果 か らAuroral　 ovalのMLTの 違 い に よ る形 態 学 的特 徴 と して 次 下 の 知 見 を 得 た 。 図 に そ の 特徴
的 オ ー ロ ラ形 態 の例 を 示す 。
Day-side(10～14MLT)　 :　Coronal　 auroraが 卓 越 し,　ray構 造 が 顕 著 で,旦 つ 長 時 間 同形 態 の オ ー ロ ラが
持 続 して観 測 さ れ る こ と が 多 い。　 activeなauroraも 多 く観 測 され る が,夜 側 のactive　 auroraに 比 べて,そ の
arcの 巾 は若 干 細 く,輝 度 もや や 弱 い 傾 向 に あ る。
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Afternoon-side(14～16MLT)　 :他 の時間帯に比 してSPSで 観測されるオーロラが少な く,そ の特徴的な形
態を述べるには未だ調査が不十分である。
Earlyevening-side(16～20MLT)　:比 較 的 輝 度 強 く,巾 広 いarcが,　 SPSの や や 高緯 度 側 に卓 越 して 観 測
され る傾 向 にあ る。
Late　 evening-side(20～22MLT)　:　Auroral　 break　 up現 象 が 比 較 的 多 く観 測 され,全 天 にactive　 aurora
が 良 く存 在 す る。
Night-side(22～02MLT)　 :　SPSよ り低 緯 度側 に輝 度 の 強 いarc　 typeのauroraが 観 測 さ れ る こ とが 多 い。
SPSの 天頂 付 近 で 観 測 され る場 合 に は,　 Lateevening-sideと 同 様break　 up的 様 相 の オ ー ロ ラ現 象 と して 見 ら
れ る。
Early　 morning-side(02～05MLT)　:　Late　 evening及 びNight-sideに 観 測 され るオ ー ロ ラ に比 して,非 常
に輝 度 弱 く,巾 の狭 いarc　 type　auroraが 良 く見 られ る,　 arcの 長 手 方 向 は,や やs皿aligned　 directionを と
る こ とが 多 い。
Late　 morning-side(05～10MLT)　:　coronal　 auroraが 卓 越 し,　SPSがova1をcrossするこ と を 示 唆す る。
Day-sideに 見 られ るcoronalauroraと は 詳細 な構 造 上 の 差 が あ る様 に 思 え る。
祥 ウ笏
蓼灘 鷺　　　　　ts
極地中層大気 の レーザ レーダの開発 客員助教授 岩坂泰信,教 授 平沢威男 助教授 福西浩 ・佐
藤夏雄 助手 藤井良一 ・宮岡宏
南極MAPの 一環として,成 層圏エアロゾルを観測する為に56年度から2年 間にわたりレーザ レーダの開発及
び製作を行い完成させた。今回の レーダは,ル ビーレーザーの基本波及び第2高 調波を用い,観 測器の制御は内蔵
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の マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ8085-2が,デ ー タ の プ ロセ ス,収 録 は ミニ コ ン ピュ ー タ(MELCOM70/10)が行 う。
レーザ レー ダの 諸 元 を 表1に,カ マ ッ クを 用 い た信 号処 理 の 流 れ を図1に 示 す 。 又24次 観 測 用 に 完 成 した シ ス テ ム
の 概 要 を 図2に 示 す 。
Table　 1.
表1レ ーザ レー ダ の主 要 諸 元
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図1レ ー ザ レー ダ信号 処 理 部 の 構 成 、規 格 はCAMACで 統 一 さ れて お り,
コ ン トロ ール は マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ8085-2で 行 わ れ る。
図2レ ー ザ レ ー ダシ ス テ ム全 体 の外 観 写 真




完成 したシステムはル ビーレーザーの基本波(0.6943μm)と 第2高 調波(0.3471μm)の 光子計測法による計
測の他にアナログ法による計測も同時に出来る。このシステムの特徴としては通常のエアロゾルの密度の高度分布
の測定の他に,散 乱光の偏光特性を調べることも出来る為,エ アロゾルの形状及び粒径を測定することも出来るの
が特色となっている。又 レーザーの発振部を取りかえることにより,色 素 レーザー等も使用出来る等将来の拡張性
も十分あるシステムとなっている。
完成 したシステムは日本国内で十分試験を行い,シ ステムの機能のチェックを行った。結果の一例を図3に 示す。
図3は 基本波(0.6943μm)の 距離補正を行った100シ ョットのパルスを積算 して得 られた散乱光受信強度の図で,
縦軸は高度,横 軸は散乱強度である。高度30㎞ 付近からの散乱光が観測されていることが分る。尚,こ の レーザー
レーダシステムは昭和58年 度から昭和基地において運用に入る。







PMニ205V　 D-LEVEL=4　 G=10km　 D=5km
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 AEROSOL　 DtSTRIBUTION　 IOO　 SHOTS
O.6943μmに ついての距離補正 したレーザレーダの受信電力値(相 対スケール)
の高度分布






3)厳 しい環境条件(真 空,低 温,太 陽光を直接受けた面と受けない面での大きな温度差等)の もとで安定 して動
作する。
4)高 い周波数レスポンスと広いダイナミックレンジ(測 定範囲)を もつ。
5)セ ンサー部はロケットや衛星本体か らブームやマストによって伸展される機構をもつ。
4)の 条件は,た とえ地球磁場が一定であってもロケットや衛星のスピンや飛翔運動によって大きな変動磁場が
つ くり出されるので必要 となって くる。例えばスピン周期1秒 のSBIO型 ロケットでは,1秒 間に約+50000nT
の磁場変動が起こることになる。これに対 し,電 離層電流や沿磁力線電流によって起こされる変動磁場の大きさは
10-1000nTで ある。従 って,高 い周波数 レスポンスと広いダイナ ミックレンジが必要となる。















エ レク トロニ ク ス部 外 形 ・重 量
伸 展 ブ ー ム
ま た1989年 に宇 宙 科 学 研 究 所 よ り打 上 げ が 予定 さ れ て い る オ ー ロ ラ観 測 衛 星EXOS　 -　D用 と して,以 下 の仕 様
を満 たす 磁 力計 の開 発 を 行 って い る。
測 定 範 囲 ±65536nT,+16384nT,±4096nT,±1024nTの4階
測 定 分 解 能2nT,0.5nT,0.125nT,0.031nTの4段 階
励 振 周 波 数　 15kHz
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の研究では,中 層大気国際協同観測MAP期 間中の昭和基地における観測の一環として,成 層圏二酸化窒素(NO
2)を 地上および大気球をプラットフォームとして観測 し,極 域成層圏NO2の 動態についての知見を得ることを
目的とする。
成層圏NO2は 太陽可視光の吸光分光法によって測定する。波長430～450nm域 の太陽スペク トルを約1分 間で
取得し,NO2の 吸光スペクトルを抽出することによってNO2全 量を定量する。太陽高度の変化を利用してNO2
の高度分布を求めることは,日 出 ・日没時の観測によって可能である。
第23次 隊では,大 気球をプラットフォームとして約15時 間の観測を行ない,日 没 ・日出時の測定に成功 し,初 め
て極域上空NO2に っいての知見を得ることができた。予備的なデータ解折結果では,中 低緯度よりかなり高濃度
のNO2密 度が得られたが,こ れは,す でに全日照に近い季節の高緯度という観測条件から考えれば不自然ではな
い。この観測では,同 時にオゾンおよび電離率 も測定されているので,極 域の電離作用とNO2と の関係,さ らに
オゾンへ及ぼす影響についての分析 も行なう予定である。
第24次 隊では大気球および地上観測を実施する計画でこのための準備をした。大気球観測用としては,測 器を小
型に改良し,地 上観測では夜間月光を光源としてNO2だ けでな くNO3も 測定すべく,光 電分光計を改良 しテス
トを行なった。
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オー ロラとプ ラズマ波動発 生領域 の対 応関係 の研究 助教授 福西浩
昭和基地では1976年 より人工衛星ISIS-1,2観 測データのテレメ トリイ受信を行 っている。ISIS-1,
2に は広帯域(50Hz-30KHz)のVLF波動観測器が搭載されており,こ の周波数帯に出現する各種 のプ ラズ
マ波動の観測が可能となる。　ISIS-1は,遠 地点3258km,近 地点578km,ISIS-2は,高 度1400㎞ の円軌道で,
両衛星とも軌道傾斜角は8S°の極軌道衛星である。そこでISIS-1,2衛 星は,昭 和基地の上空付近ばか りでな
く,地 理的な極点にあるサウスポール基地上空付近も通過することになる。両基地ともオーロラ観測用の全天カメ
ラが設置されている。これらのデータと衛星で観測されたVLFデ ータを比較することにより,VLF帯 のプラズ
マ波動発生領域とオーロラ出現領域 との位置関係を明 らかにすることができる。ただしオーロラは高度100㎞ 付近
で発生しているのに対 し,　ISIS衛 星は高度1000-3000㎞ を飛行するので,そ の位置関係を比較するには衛星の位
置をオーロラ発光高度に射影 して比較することが必要となる。オーロラを発光させる荷電粒子は磁力線に沿って上
層大気に入射することを利用 し,地 球磁場に対するIGRFモ デルを用い,　ISIS衛 星を通る磁力線がオーロラ発光
高度(100kmと 仮定)と 交わる点(こ れをmagnetic　 foot　pointと いう)を 計算で求めた。サウスポール基地は磁
気緯度7ず に位置することから,昼 間側のオーロラの観測が可能となる。一方昭和基地は磁気緯度66° に位置する
ことか ら夜間のオーロラを観測するのに適している。これ らのデータ比較より以下のことが明らかになった。
玉)夜 側では,バ ンドやアーク状のディスクリー トオーロラ領域とその周辺で ヒスが発生 している。ヒスの下限
周波数はアークの位置でもっとも低くなり,ア ークか ら離れるに従い周波数が上昇する。
2)昼 間側の12時 付近には放射状のオーロラが出現することが多いが,こ のオーロラ領域とその周辺にヒスが出




3)夜 側も昼間側もVLFソ ーサーはアーク状オーロラ出現領域には出現せず,そ の周辺に出現する。
?
図1
周期的VLF放 射 に伴 う地磁気脈動 の研究 助教授 佐藤夏雄
VLF自 然電波のなかで,周 期が5秒 ～10秒 で安定に観測される現象が周期的VLF放 射と呼ばれている。22次
隊で観測した昭和基地データのなかに,こ の周期的VLF放 射の周期と地磁気脈動の周期とが1対1に 対応する例
一10一
を見出すことができた。さらに,こ の現象が受信されているときに,昭 和基地上空をISIS-2衛 星が通過 し,地
上のVLF放 射と衛星のVLF放 射とが1対1に 対応 して観測された。この興味深い現象を詳しく解折した結果,
以下のことが明らかになった。
1)周 期的VLF放 射の周期 と地磁気脈動の周期とが完全に一致する。
2)地 磁気脈動の振幅はH成 分(南 北成分)がD成 分(東 西成分)よ り5倍 大きい。
3)み ずほ基地で同時に観測された地磁気脈動の強度は,昭 和基地の4分 の1以 下であった。
4)地 磁気脈動の周波数一時間のスペクトル解折を行なうと,"線 状スペク トル構造"を 示した。
5)こ の現象は,地 磁気活動の静穏時の午後～夕方側に観測される。
上記の結果から以下の結論を得ることができた。周期的VLF放 射の発生に伴 う高エネルギー電子が周期的に電
離層に降下 し,電 離層内の電気伝導度を周期的に変化させる。 この電気伝導度が周期的に変化することにより,電
離層電流であるS号 電流強度 も周期的に変化する。 したがって,地 上では周期的VLF放 射に伴 って周期的な磁場
変化(地 磁気脈動)が 観測される。
気球観測 によるX線 とVLF放 射の相互 関係 の研究 助手 山岸久雄
昼間側磁気圏内でのサイクロトロン型波動粒子相互作用として知 られているポーラーコーラス放射と降下電子マ
イクロバーストの関係を明らかにするため,国 立極地研究所は1982年3月19日0630UT,ノ ルウェー国スタムス
ンドよりVLF観 測器と制動輻射X線 観測器を搭載 した観測気球を放球 した。気球は,ノ ルウェーよりフィンラン
ド中央部まで4時 間にわたり,L値5.7～4.8の 範囲で観測を行った(図1)。 飛翔中,X線 観測器は周期約20秒
のX線 脈動現象を観測 し,こ れは同時に地上(Andφya,L=6.1)のVLF放射観測器により観測されたrising
tone　typeのVLF放 射脈動と非常に良い相関を持つことが明らかとなった(図2)。
このことは,放 射線帯高エネルギー電子が磁気赤道付近でのVLF放 射との波動一粒子相互作用によりピッチ角
散乱され電離層へ降り込み,制 動輻射X線 を放射 したものと理解される。更に,両 者の脈動分の相互相関を調べた
結果,X線 脈動と同相で変化するVLF放 射脈動は高緯度側(L=5.4)で 低周波(1kHz),低 緯度側(L=
5.0)で 高周波(2.2kHz)と なることがわかった。これは,磁 気圏内のVLF放 射の周波数は赤道面における
電子ジャイロ周波数にほぼ比例 しており,L値 が少さくなるほど高い周波数 となることを反映 しているものと思わ
れる。
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飛翔体搭載用オ ーロラテ レビカメラシステムの開発 助教授 江尻全機,助 手 小野高幸









解明と改修に成功 して2回 目の飛翔では正常な動作が確認された。飛翔中はオーロラ活動が弱く,オ ーロラの画像
取得はできなかったが,地 上におけるテス ト観測の結果 も含めて,大 気球搭載用としてのシステムの確立を確認す
る事ができた。
オーロラテレビカメラを南極ロケットに搭載する際に克服 しなければならない新たな問題としては,Dカ メラ
システムをさらに小型化すること,ii)ロ ケットのスピンの影響による画面のぶれを無 くすること,の2点 がある。
特にii)の 点は地上あるいは大気球観測には無く,ロ ケットが約0.5Hzの スピンをすることにより,ロ ケットに
固定 したテレビカメラで撮像 した場合,オ ーロラの画像がぶれて しまうことによる。従って計画されたオーロラテ
レビカメラの外観は第1図 の様になる。即ち,カ メラヘッド部とロケットの横側に突出 し,カ メラをロケットのス
ピンと逆方向に回転させる事によりスピンの影響を無くする方式が採用された。デスピン部分には,カ メラレンズ,
イメージ増倍管,　CCDセ ンサー,　CCDプ リアンプ゜ ,及びイメージ増倍管用高圧電源を収納しなければな らず,





デ ス ピ ン部(カ メ ラヘ ッ ド)
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オーロラ粒子 エネルギー分析 器の開発 助教授 江尻全機 助手 宮岡 宏,山 岸久雄
MAP期 間に予定されてる南極ロケット実験に備え,オ ーロラ現象の直接的要因であるオーロラ降下粒子(電
子)の エネルギー分布を計測する粒子観測器の開発を昨年度より行なっている。今年度は特に,(1)半 球型静電分析
器のチェンバー実験,　(2)　MCP(Micro　 Channel　 Plate)を 用いた磁界偏向型二次元分析器の設計 ・製作,な らび
に(3)第25次隊ロケット観測用粒子観測器の設計,を 重点的に実施 した。
昨年度製作 した半球型静電分析器は,内 球半径45㎜,外 球半径50mで 静電偏向感度はE/eV≒10,コ リメータを
交換することにより,　GeometricalFactorを 変えられるよう設計されている。 チェンバー実験は,二 軸制御可
能な回転台(ジ ンバル)上 に置かれた分析器に対 しコリメータより約5cmの 位置に設置した電子銃のヒータ電位を
負に沈めることにより電子 ビームを発生させ行なった。ビームエネルギーを固定 し,内 外球への印加電圧を掃引す




なり,一 般には高時間分解能の観測は難しい。このため,二 次元センサーであるMCPを 用いてオーロラ電子のエ
ネルギーな らびにピッチ角を同時に測定できる磁界偏向型分析器の設計 ・製作を行なった。この分析器では,コ リ
メータより入射 した電子はその入射角およびエネルギーに応 じて磁界偏向を受けMCP面 上の一点に衝突する。そ




以上の静電偏向型,な らびに磁界偏向型分析器の試作 ・実験の成果を基に,第25次 隊で持込む南極 ロケッ ト
(S-310型)に 搭載するオーロラ粒子観測器の設計を行なった。今回の観測では,オ ーロラ粒子のエネルギーお
よびピッチ角分布を高分解能で測定すると同時に,粒 子フラックスの変動を時間分解能を上げて観測す るため,
1/4球 型静電偏向型分析器(エ ネルギー掃引)と 磁界偏向型分析器(エ ネルギー固定)の2つ のタイプを搭載す
る予定でそのための詳細設計を行なった。前者は,20eV～16keVの エネルギー範囲を約0.6秒 間で掃 引し,同
時に ピッチ角の異なる3方 向の入射粒子の計測を行なう。また,後 者の観測器は,エ ネルギーの異なる4つ のチ
ャンネル(1,2,4お よび8　keV)で 同時に高時間分解能(100msec)に て粒子フラックスの計測が可能とな
っている。これ らは,来 年度製作され,較 正実験装置を用いた性能確認試験を行なう予定である。
(2)共 同研究 ※印研究代表者 印以下極地研究所担当教官
ア)一 般共同研究
オー ロラ観測 のた めのLLL・TVカ メラの開発 ※小 口高(東 京大学理学部 教授),林 幹治(東 京
大学理学部 助手),佐 々木造(宇 宙科学研究所 助手):平 澤威男(教 授),江 尻全機(助 教授),小 野高幸
(助手).
固体影像素子CCDを 用いた超高感度テレビカメラの開発を前年度に引続き実施 した。本年度は特に,テ レビカ
メラの信号処理部の製作,並 びに大気球搭載用テレビカメラシステムの設計 ・製作を行い,1982年11～12月 のスウ




今回製作 したテレビカメラ信号処理部の大きな特徴として,撮 像がディジタル論理回路で制御 される事により,
CCD素 子の蓄積時間の制御が容易で,デ ータもそれに同期してディジタル処理され,コ ンピュータ画像処理に適
したものとなっている。制御可能な項 目としては,a)モ ード(カ メラモー ド/再 生モー ド),b)デ ータサ ンプ
む む くレ
リング周期,c)露 出時間(33msec～8.533sec:8段 階),d)フ ィルター(4278A,5577A,6300A,並びに
NDフ ィルター),お よび,　e)　 CCD温 度(-40℃,-20℃,並 びに0℃)の5項 目である。
2)大 気球搭載用テレビカメラの製作
飛翔体搭載用オーロラテレビカメラ開発の一環として,前 年度製作した地上観測用テレビカメラを基に,大 気球
搭載用モデルを設計 ・製作した。大気球実験においては,飛 翔に伴う加速度 ・振動等の環境条件が比較的緩やかな
ため,特 別な構造設計等は行なわず,大 部分地上観測用カメラと同一仕様とした。ただし,CCD素 子の冷却方法
としてペルチエ素子の代りにヒー トパイプを用いた。また画像信号を地上ヘテ レメ一夕伝送する関係上,デ ータ形
式を一部変更 している。
3)エ スレンジにおける観測 ・性能試験
昭和57年11月11日 より12月19日 までの期間,ス ウェーデン・エスレンジにて実施された北極圏大気球観測におい
て,今 回開発 した地上観測用および大気球搭載用高感度テレビカメラによるオーロラ観測および性能試験を行なっ
た。地上観測用テレビカメラによって合計21時 間分のオーロラ観測を実施し,デ ィスク リートアークやパルセーテ
ィングオーロラのパ ッチ構造等,良 質な画像を得ることができた。また性能試験としては,フ ィルターの種類と露
出時間を変化させることにより,実 際のオーロラを撮像するのに必要な露出限界値について詳 しく調べた。
また大気球B15-4Nに 搭載されたテレビカメラによる飛翔観測は計2回 行なわれた。共に飛翔経路の制約から,




気球搭載 用オー ロラX線 撮像装置の開発 ※小玉正弘(山 梨医科大学 教授),西 村 純(宇 宙科学研究
所 教授),山 上隆正(宇 宙科学研究所 助手),藤 井正美(宇 宙科学研究所 助手),奥 平清昭(立 教大学理学
部 助教授),平 島 洋(立 教大学理学部 講師),村 上浩之(立 教大学理学部 助手):平 澤威男(教 授),
江尻全機(助 教授),小 野高幸(助 手)
オーロラX線 を発生させる親の高エネルギー電子の発生場所や加速機構を知る目的のため,大 気球を利用 したX
線の空間分布撮像装置の開発を行なった。オーロラX線 源は宇宙X線 のような点源ではなくてある程度の空間的広
がりを持ち,し かも全天の各所に点在して激 しく時間的空間的に変動するのが普通である。時間変動は極めて早く,
1秒 以下のマイクロバーストから,数10秒 程度のpulsationま であるので,空 間分布撮像を時間変化 と独立 に行
なうには,宇 宙X線 の撮像法とは別の方法が必要である。そこで当面の目標を空間分解能でIO°　以下,す なわちオ
ーロラX線 発生高度を100㎞ と仮定 して12㎞ 以下,時 間分解能で1秒 以下に置き次の2っ の方法で開発を進めた。
1)マ ルチテレスコープ方式
狭い視野角を持つ複数個のX線 検出器を異なる方位角と天頂角に向けて固定 し,気 球のゴンドラの一様回転を利
用 して全天探査する方式である。視野角と天頂角の両者を一定にした方式はこれまでにも報告例があるが,わ れわ
れはそれぞれ異なる視野角と天頂角を持つ4本 のNa　 Iシ ンチレ一夕検出器を組合せた。
この装置を搭載 した気球は1982年11月 スウェーデンのEsrangeか ら放球され,約4分 間にわたりバックグラウ





光学カメラと同 じ方式をX線 撮像に応用したもので,入 射X線 のNaI面 上での位置認識にはマイクロチャネル
プレー ト(MCP)を 使用 した。これとNaIシ ンチレ一夕とを,光 ロスをできるだけ少なくするため細いライ トガ
イ ドの束で直結 した。　MCPは 浜松テ レビのR1224で 直径1'の 光電面を持つ16陽 極のものを利用した。 これによ
り検出器視野を縦横4×4=16の セグメントに分割 したそれぞれからの光子数を別々に記録する。
検出可能なX線 の最小エネルギーは約30keVと なる。
試作された撮像装置は直径10.2cmのNaIを 用いた10.8φ ×55cmの 大きさの暗箱で,上 部に0.8cmφ のX線 入射
窓を持つ。それ以外の部分は厚さ1mの 鉛板と厚さ2mの 揚板で シール ドされた。この装置は1982年11月 スウェー
デンのEsrangeか ら打上げられた気球に搭載された。浮遊時間が短かったこともありオーロラ現象に遭遇 しなか
ったので,オ ーロラX線 は観測されなかった。しかし各電気回路系は正常に動作 したことが確認された。
極域 におけるVLFhiss帯 の地 上への伝搬機構 のモデル化 ※長野 勇(金 沢大学工学部 助教授):




地球磁場による方向依存性を調べるため,さ らに一般的な3次 元的に有限な広がりをもつVLF波 を電離層上方か











を示しており,そ のピーク点は南へ数㎞程度移動する事が分かった。又,ピ ーク点からの空間減衰率は,最 も大き
い値をとる方向で8～10dB/100㎞ であり,こ れは鶴田らによる実験結果 と一致 している。
(2)方 位角特性に関する計算の結果,　NPE法 は,電 離層出口位置直下から約100㎞ 以内の領域で方位角誤差が
10度以内となり正確な方向を指 しているが,こ の領域外ではその指す方向は不正確である。これに対して,　T-DF
法は出口位置直下か ら約250㎞ 以内の領域で一応は出口方向を指しているが,そ の方位角誤差は数10度 と大きい。
又,ゴ ニオメーター法は,　T-DF法 とかなり類似 した方位角特性を示しており,出 口位置直下か ら約250㎞ 以内
の領域で出口方向を指すことが明らかとなった。
人工衛星 テ レメ トリによる極域超高層の研究 ※相京和弘(電 波研究所 室長),奥 藤忠典(電 波研




1,2号 のテレメトリ信号を受信し,取 得データの解析を通 じ南極域上空電離層の構造とVLF～MF帯 電波雑音
の特性の研究を進めてきた。57年度は第3期 の共同研究の初年度であり,こ れまでに取得したデータテープの編集,
複製,イ オノグラムの作成等の諸作業及びデータの解析 もテレメントリ受信と同様,順 調に実施することができた。
2)テ レメトリ受信及びデータ処理状況
昭和57年 度もカナダ通信研究センター(CRC)はISISの 運用を継続し,昭 和基地でもほぼ順調に観測データを
取得することができた。
データ処理に関 しては第22次 隊が取得した1981年12月 までのデータのテープ複製及びイオノグラム作成が終了し
ている。




前年に引き続きサウンダAGCデ ータとイオノグラムを利用 して南極域上空におけるLF/MF帯 電波雑音スペ
ク トルの特性,と くに低電子密度領域(fn<<fh)に おけるZモ ード放射に注目し,そ の特性を詳細に調査 した。
この放射はGurnett等(1983年)がDE(Dynamic　Explorer)　 -　1の 観測で最近見つけたものであるが,　ISIS
-1の ような低高度(R～1.5RE,RE地 球半径)で は初めてである。観測頻度は極めて低 く,ほ ぼ4年 分のデ
ータ中から6パ ス分のデータに認められただけで,こ れはこの放射の伝搬条件であるが低高度ほど厳 しいことによ
るものである。
このスペクトルの特徴は空間的変化が極めて少ないことであり,Zモ ード波の特性であ る電子ジャイロ周波数
(すなわち,高 域混成共鳴周波数)付 近で明確な遮断特性を示す。その他,0モ ード放射 と思われるものも観測さ
れている。
一方,　ISIS-2の イオノグラムから電子密度の高度分布を求める作業も始まり,今 までに,1977年 のデータの





さらに,広 帯域データを中心周波数300Hz,1.5kHz,5kHz,8kHz,16kHz及び20kHzの 狭帯域 フィ
ルタに入れ,こ の6周 波数における強度対時間(場 所)の2年 間のデータをRADIO　 AND　 SPACE　 DATA　 Nα13
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に出版する作業を進めた。
極域 電離層 の物理過程 ※大家 寛(東 北大学理学部 教授),高 橋忠利(東 北大学理学部 助手):福
西 浩(助 教授),小 野高幸(助 手),宮 岡 宏(助 手)
本年度は主として,以 下の三つの内容に沿う研究を行 った。
1)オ ーロラ ・キロメータ電波(AKR)の 研究
JIKIKEN衛 星による観測結果に基き,こ れ迄に得 られたAKR発 生域の構造とダイナミックスの基本的特徴
に加え,更 に多様なAKR発 生に関する諸相を明 らかにす ることが出来た。すなわち,　Multi　-　Banded
Kilometric　 Radiations　 (MBKR)やAKR発 生域が多重構造を示す等の発見である。　MBKRは 基本的にはZ
モード波の変換によるとされているContinuum　 Radiationや(n+ユ/2)　fc　Emissionsと 同様の発生機構
を持つものと考えられるが,低 域ハイブリッド(LHR)波 との相互作用を含む非線型効果が含まれていることが明
らかにされた。　AKRの 発生域は時に多重構造をもち,そ れぞれの発生域は独立に高度変化,強 度変動を示 し,
オーロラの多重アーク構造に対応していることを示唆している。
2)極 域と関連する赤道域上部F層 の観測
HINOTORI衛 星によるデータに基いて赤道域F層 擾乱とプラズマ ・バブルの形成に及ぼす極域擾乱の効果 を
示す現象が発見された。これは高いKpの 場合,磁 気圏擾乱の条件下で,低 緯度上部F層 の限られた領域内で電離
レベルの増大が生 じ,こ の領域内にプラズマバブルが形成される現象が見出されたもので,こ うした一連の現象は
古 くから知 られている赤道域での電離層嵐の一断面を示す ものと考えられるが,密 度増大域,バ ブル発生域で空間
的にこれらの擾乱が持つ構造,そ の時間的な変化,現 象の経度,地 方時依存性等をより明確に示すことが出来た。
また,プ ラズマ ・バブルの形成とその消長は明け方の電離層嵐の重要な特徴を示すのであることが判明した。
理論面からも,プ ラズマ ・バブルの形成に関 して電離層不規則構造について究明を進め赤道域における電場変動
及び中性大気の風が単なる,レ ーリー ・テーラー不安定にとどまらず,相 乗的に作用 して,プ ラズマ ・バブル等不
規則構造の成長率にかかわっていることが明らかになった。
3)　 EXOS-C衛 星による極域電離層観測への予備的研究
現在その準備が進められているEXOS　 -　C衛 星は,昭 和基地,　ESRANGE等 極域での受信も計画されており,
これまでに我々が南極ロケット等で明らかにしてきた極域電離層における各種のプラズマ波動現象,極 域電離層の
構造等にっいて新たな発展が期待出来る。
飛翔体での電磁 界多成分解析 によるオーロラヒスのmulti-raysの 分離 ※田中義人(名 古屋大
学空電研究所 助教授),早 川正士(名 古屋大学 空電研究所 助教授),鷲 見治一(名 古屋大学 空電研究所
助教授),荻 野竜樹(名 古屋大学 空電研究所 助手),倉 橋克典(名 古屋大学 空電研究所 助手):福 西
浩(助 教授),山 岸久雄(助 手)
オーロラヒスの如き電磁波を飛翔体上にて観測する場合,観 測される波が単一の平面波であると考える事はかな
りの問題がある。特にヒスの如き電磁波は複数の波が重畳 している可能性が極めて高い。近年,電 磁界多成分(最
大磁界三成分,電 界三成分)測 定がいろいろな衛星によって行なわれ,ス ペクトルマ トリックスを測定する事が可




a)定 常的(Stationary)な ランダム過程(即 ち,測 定された多成分電磁界がStationaryだ と考え られ る)
に対しては,ス ペクトルマ トリックスSij　 (ω)を 作る事が出来る。但し,Sij(ω)は 界成分での平均(Stationary
と考えられる時間にわたっての),　auto　-　powar　 spectra　 ,　Sij　(ω)は 界成分i,　 jの 平均cross　 -　power
spectraを 示す。この観測されたSij　 (ω)の 固有値解析から,一 方向モデルか二方向モデルかを決定する。 この
モデル決定における判別条件の定量的評価を行なった。
一 ユ7一
b)次 に,モ デ ル が決 定 さ れ ると,モ ー ドが既 知 の 時 に は,観 測 され た ス ペ ク トル マ ト リッ クス と理 論 的 に予
測 され るス ペ ク トル マ ト リック ス と が ど の 程 度 合 うの か の 程 度 を 示 す 量　(objective　 function　 と い う)と して,
likelihood　 functionを 採 用 し,こ の1ikelihood　 functionを 最 大 に す る 様 に して(maximum　 likelihood
estimator),伝 搬 方 向 を決 定 す る。 この 際,理 論 ス ペ ク トル マ トリ ック ス に加 え るべ き"雑 音"の 大 き さが 大 き
な 問 題 で あ る。 この 点 に 関 し,多 くの シ ミュ レー シ ョ ンか ら妥 当 と思 わ れ る"雑 音"値 を 測 定 ス ペ ク トル マ トリ ッ
クス の 固 有 値 を 考 慮 して採 用す る方 法 を 導 出 した。
iii)　 従 来 は,f>fH(H+)の ホ イ ス ラー モ ー ド領 域 の み を 取 り扱 って 来 た が,こ れ をf<fH(H+)の
如 き イオ ン領 域 に ま で 拡 張 した 。 即 ち,ホ イ ス ラー領 域 で は単 一 の モ ー ドの み で,問 題 は 極 め て 簡単 で あ る が,イ
オ ン領 域 で は二 つ の モ ー ド(R,L)が 混 在す る た め,モ ー ドの 判 別 が 最 重 要 課 題 とな る。
2)実 際 の デ ー タへ の 適 用
a)以 上 の 改 良 した ア ル ゴ リズ ム を,　 GEOS　 2衛 星 で 観 測 され た コ ー ラス に対 して 適 用 し,地 球 物 理 的 に 興 味
あ る方 位 測 定 結 果 を 得 て い る。 即 ち,f>fH/2の コ ー ラス上 バ ン ドに 対 して は,波 は θ∠ θRes(ホ イ ス ラ の
obliqueresonanceangle)にて発 生 して い る。 他 方,f〈fH/2の 下 バ ン ドに 対 して は,θ は数1()° のオ ー ダ
の 角 度 にて 発 生 して い る。
以 上 の結 果 は コ ー ラス の 発 生機 構 の 解 明 に 貢献 す る所 大 で あ る。
b)更 に,　 GECS　 1衛 星 のplasmaspheric　 ELF　 hissに 対 して も,同 様 の 方 位 測 定 を 行 な って い る。
LF～HF帯 広帯域高感度電磁放射観測装置の開発 ※鎌田哲夫(名 古屋大学空電研究所 助教授)
平澤威男(教 授),小 野高幸(助 手),宮 岡 宏(助 手)
1)目 的
極域電離層上部に生成されている沿磁力線電場域ではVLFか らHFに わたる広範囲に電磁波動を作 り出してい
る。これまでの研究はVLF帯 領域の波動に主力がおかれていたが,最 近ロケ ット並びに人工衛星観測によって極
域電離層上部にオーロラキロメトリック放射をはじめとする高周波帯の強いプラズマ波動の存在が確認されており,




57年度の機器開発としては,ま ずVLFよ りLF帯 を観測するシステムの試作を行なった。観測は,100Hzよ
り10KHzま でを広帯域受信し,広 帯域のまま記録するVLF受 信部,並 びに,20kHzよ り90　kHzま でを掃引
受信するLF受 信部よりなる。
3)試 験観測
開発試作された受信機は,ス ウェーデンエスレンジにおいて行なわれた海外学術調査(予 備調査)時 に,実 際に
野外観測を行なって性能の確認を行なった。この観測は,本 調査に備えて,エ ス レンジの周囲25kmの 範囲内におい
て人工雑音の様子を調査するものであり,空 中線も簡便なものが使用された。観測の結果から,大 きな電力消費地
であるエスレンジ付近ではVLF帯 に強い電源ノイズが存在するが,エ スレンジより7㎞ 離れた人間の活動の少な
いLuonaで は電源ノイズは激減することがわかった。一方LF帯 においては,2地 点間のノイズの様相はほとん







KeVレ ンジの マイ クロバース トに関する研究 ※松本治弥(神 戸大学コニ学部 教授),賀 谷信幸(神
戸大学工学部 助手):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授)
第19次 南極ロケットS-310JA-5号 機で初めて観測されたkeVレ ンジの降 下電子束のマイクロ・バ ース ト
を解明するために,我 々のグループでは磁界型マルチ ・チャンネル ・エネルギー分析器を開発(第5回 極域 シンポ
ジウム)し,第25次 南極 ロケットに搭載する事が計画され,そ の成果が期待される。特にフリッカリング ・オーロ
ラとの対応,発 生場所の同定,更 に1984年2月 に打上げ予定のEXOS　 -C衛 星との共同観測による発生原因の解
明が期待される。




E〃B型 分析器を試作検討 した。E〃B型 分析器は入射 した粒子の質量に応 じ,電 場方向に ドリフトさせ,エ ネル
ギーと質量から決定されるラーマン半径だけ磁場に垂直に偏向させる。故に電場 ・磁場方向に質量分布,垂 直方向
にエネルギー分布の二次元像が出来る。試作 しテス ト粒子による較正実験を行なった結果,設 計通りの特性を有す
る事が明らかとなった。しかしながら低エネルギーでのエネルギー分解能,高 エネルギーでの質量分解能に不十分
な点があり,今 後の課題である。この点が改良されれば,南 極ロケットに最適な観測器であると考える。
現在新たに,ロ ケット機上のデータ処理(FFT,オ ート・コリレーション)に よる降下電子束の脈動の検出が
提案されている。この方法を用いることにより,マ イクロ ・バーストの数Hzか らMHzま での降下電子束の脈動
検出が可能となり,波 動 ・粒子相互作用の研究に有効な手段になりうるものである。今後 このデータ処理のハー ド,
ソフト面での可能性を検討する予定である。又,マ イクロ ・バース トの理論的検討も行なう予定である。
極域及び磁気圏 におけるプラズマ波 一粒子の非線形相互作用の研究 ※松本 紘(京 都大学超高層
電波研究センター 助教授),大 村善治(京 都大学大学院学生):江 尻全機(助 教授),宮 岡 宏(助 手)




ギー粒子の軌道追跡,② 計算機シミュレーションによる波動一粒子相互作用の ミクロ過程の定量化,(3南 極ロケッ
ト実験の波動実験のデータ解析を行なうことを予定 しているが,昭 和57年度は京都でISSS　(International　School
for　Space　Simulation)が 開催されたことも相侯って,(2}の 項目に重点をおいて研究を進めた。我 々は様々な非
線形プラズマ波動を計算機シミュレーションによって定量的に考察する為に,過 去3年 間に亘り,汎 用性のある2
次元電磁波コー ド(EM2)の 開発を進めて来た。ここで,2次 元というのは,空 間変動として誇,蕊 をとること
を意味 し粒子の速度については ひx・Oy・u、 の3次 元になっている。EM2コ ードは粒子の運動方程式 とマ
ックスウェル方程式を差分法で解き進めるもので,原 理的にあらゆるモードのプラズマ波動を扱 うことが出来る。
昭和57年 秋に基本的なプラズマ波動の分散関係の確認と波動の伝搬テストに成功し,EM2コ ー ドは実用段階










オメガ信号 の磁気圏 内伝搬特性及 び トリガー放射のISIS衛 星観測 データの解析 ※木村盤根(京
都大学工学部 教授),橋 本弘蔵(京 都大学工学部 助手),松 尾敏郎(京 都大学工学部 技官):平 澤威男(教
授),山 岸久雄(助 手)
昭和基地で受信されたISIS衛 星のVLFデ ータの中にはノルウェーのAldra　 (L==5)か ら送信されたオメガ
が信号によりトリガーされたASEと 呼ばれるエ ミッションが観測されており,す でにオメガ信号そのものの統計




作 り調べたところ,こ れ らの全てのパスに正負両方の ドップラーシフ ト現象が観測されたところか ら,こ の83パ ス
の殆どに ドップラー現象があるものと考え られる。この数は総解析データ量の1/8に 相当する。上記の15パ スの例
をもとに大まかな ドップラーシフトの緯度特性(L値)を 調べると
(1)L値 が約2.7以 下ではお互いに反対方向に動 くISIS-1と9の △fの 極性はそれぞれ正と負であった。
(2)L>2.7に なると1とllの 両方とも正と負の両方の△fを 有する信号が観測された。
(3)△fの 絶対値が最大となるのはLが2.7の 近傍で起こり,衛 星が高緯度に行 くにつれて減少する。
(4)　Aldraの 磁気共役点(L=5)に 衛星が近づ くとドップラーシフトはなくなる。
などの特徴があることがわか った。これらか ら正負の ドップラーシフトを受けたオメガ信号は比較的広い緯度範囲
にわたって観測されていたことになる。 これらはISISの 位置(緯 度)に よっては反対向きのWave　 Norma1の 方
向を有するオメガ信号が同時に存在する緯度がかなり広範囲にわたっていることを示している。
更にこれらのうち正に ドップラーシフトしたオメガ信号からはASEが 見られることか らWave　 Norma1の 方
向,及 び伝搬通路,伝 搬モー ドを決定することはASEと の関係において重要と考えられる。今後は適当な電子密
度モデルを導入 し,ド ップラーシフト周波数を計算 して上記のデータとfitす れば観測時の磁気圏の電子密度構造
が再現できるので,こ の時のRay　 Tracing結 果をもとにASEが 発生すると考えられる磁気赤道でのオメガ信号
のWave　 Norma1等 を決定する予定である。
高 緯 度 に お け るSCとSCに 伴 うULF波 動 の 特 性 ※ 荒木 徹(京 都 大 学 理 学 部 助 教 授),家 森 俊
彦(京 都 大 学 理 学 部 助 手),永 野 宏(岐 阜 歯科 大 学 助 教 授):福 西 浩(助 教 授),佐 藤夏 雄(助 教 授)
1).静 止 衛 星 高 度 に お け るPscの 統 計 的性 質
1974-1979年 のATS-6,　 SMS/GOES静 止 衛 星 の 磁 場 デ ー タを 用 い,　 Pscの 統 計 的 性 質 を 調 べ た 。 全 衛 星
に よ るScの 観 測 数 は153で あ った 。 変動 磁 場 の静 磁 場 に平 行(δbL),垂直(δbll)な 成分 の大 小 関 係 に よ
り,　Pscをtransverse型(δb⊥〉 δbll)　 ,とcompressional型(δbL　<Sbl1)　 とに 分 け て解 析 し ・下
記 の結 果 を得 た 。
① 　 Pscは 全 て のLTで 起 って い るが 夜 側 で は起 らぬ 場 合 もあ る。 ② 全 体 と して はtransverseの 方 が 多 い 。
③ 　 compressional型 は09-241.Tに 起 り0-09LTで は ほ とん どtransverse型 で あ る。 ④ 磁気 緯 度5°N付
近 で はcompressiona1型 が 半 分 近 くな るの に対 し,1(9～13°Nで はそ の 比 率 は1割 位 に な る。 ⑤ 周 期1～2
分(Psc4),3～5分(Psc5)の もの が 多 く,7分 以 上 の もの は きわ め て 少 い 。　 compressiona1型 の比 率 は
長周 期 ほ ど大 き くな る。 ⑥　 Psc5にPsc4が 重畳 して い る場 合 も あ る。 ⑦ 純 粋 なcompressional型 は き わ
めて 少 な い。 ⑧ 同 期 のLT依 存 性 は,　 transverse型 に は明 瞭 に見 られ る(昼 間 に 短 い)がcompressional型
に は 見 られな い。 ⑨ 周 期 性 の は っ き り しな い もの が12h-15hLT,21h-24hLTに 多 くな る。
以 上 よ り,　transverse型 がfield　 line　resonanceの 解 釈 と矛 盾 しな い性 質 を示 す の に 対 し,　 compressiona1
型 は 磁気 赤 道 を 中心 とす るせ まい 緯 度 範 囲 に 限 定 され て お り,そ こで の ▽n,▽B等 に 関 係 して い るの で は な い か
と推 定 され る。
2).上 部 電 離 層 に お け るScの 検 出
磁 場 精 密観 測衛 星MAGSATは,1979年11月 一1980年5月 の 間 に高 度300-500㎞ のdawn-dusk軌道 上 で15
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ケのScを 検出した。主な解析結果は次の通りである。
① 地上の△H(柿 岡,ホ ノルル,サ ンファンの平均)が10nT以 上の時,衛 星が低緯度(40° 以下)に あればほ
ぼ確実に検出できる。② 高緯度では検出しにくくなるが,地 上△H>6nTのScの うち約半数が検 出された。
③ 低緯度Scは 主にHに 現われ,そ の振巾は地上△Hよ り大きい(平 均倍率1.3)。 ④ 高緯度Scは 偏波 して
いる。
地磁気脈動Pc1の 到来 方向観 測の研究 ※西野正徳(名 古屋大学空電研究所 助 手),柏 木瑞夫
(名古屋大学空電研究所 助 手),岡 田敏美(名 古屋大学空電研究所 助 手):平 澤威男(教 授),小 野高幸
(助 手)
1).ま えがき
我々は,こ れまで高緯度(南 極昭和基地),低 緯度(北 海道母子里,フ ランス,デ ンマーク)に おけるVLF地
上DF観 測を通して,磁 気圏,電 離層内のVLF波 伝搬を議論 してきた。さらに,こ の研究を進展させ,将 来,高




プラズマポーズの赤道領域で発生 したPc　1波 は磁力線に沿って伝搬し,電 離内で トラップされた後,F2層 の
ダクト内を高緯度側あるいは低緯度側に伝搬する。このPc　 1波 のDFは,磁 気圏から電離層への降下位置(source
location)を 探 り,プ ラズマポーズのダイナ ミックスを解明するために重要である。
Pc　1のDF法 とは,一 観測点によるゴニオメータ法,二 観測点以上を用いた到来時間差測定法がある。我々は,
後者のDF法 の可能性を検討するために,南 極昭和基地とみずほ基地で得 られたPc　1波 形の相互相関解析によっ
て到来時間差を求 った。両観測点間(距 離約270㎞)の 時間同期は,各 観測点のULF-VLF同 時観測で得 られ
たオメガ電波(10.2,11.3,13.6kHz)を参照に,50ms以 内の精度で較正された。
3).測 定結果
1977年9月2日 の例について解析を行った。解析された相関係数は高く,こ の ことか らsource　 locationは 局
所化されていることがわかった。また,相 関波形のピー7の 位置から,昭 和のPc　 1の 方が,み ずほのそれより
約0.6秒 遅れていることがわかった。つまり,こ のeventのsourceは みずほ基地の高緯度側にあると推定される。
4).む すび
相互相関解析法によるDFに よって,Pc1のsourceは 局所化された領域を示 し,それが時間 とともに移動す
ることが見出された。今後,強 度,偏 波の解析も含めて議論したい。また,マ ラジョージナや基地の観測データを
含あた三点波形の解析を行う了定である。
磁気 圏嵐 の発達 とそれ に伴 うULF活 動 ※國分 征(東 京大学理学部 助教授),飯 島 健(東 京大
学理学部 助教授),:平 澤威男(教 授)
1)静 止衛星高度での圧縮性Pc5脈 動
ATS　 6衛 星(主 として96°W,35°Eに 位置した時),GOES-2(主 として～108°Wに 位置した時),　 GOES
-3(主 として135°Wに 位置 した時)が 計測 した磁場データを解析 して圧縮性Pc　 5脈 動(Storm　 time　Pc5)の
特性として次の結果を得た。
・圧縮性Pc5計 出現率は著しく緯度に依存する。例えば～11°に位置するATS6で は半年間に2例 しか発見さ
れなかったのに対 し,～5°に位置するGOES　 3で は2年 間に80例発見された。～10°のGOES　 2で はGOES　 3の
同一期間のデータに比べ,出 現率は数分の1程 度に減少 している。圧縮性Pc　 5に 関する従来の報告は,高 エネル





(A　-　class)と 圧縮性Pc　 5　(storm　time　Pc　5)の 出現の緯度特性を調べ次の結果を得た。
・　A-　 classのPc4～5は 緯度～11.4°では地上と良 く対応 して観測されるが,～4.7° では殆んど検 出できな
い(δB⊥<5nTと なる)。出現の最大は～6-7MLTで ～15-16MLTに も小さなPeakが 見 られる。
・ 圧縮性Pc　 5は ～4.7°での方が他の2っ の緯度に比べて2倍 以上の出現頻度を示す。
・ この圧縮性Pc5は 地上では殆んど検出できない。
以上の結果はA-　 class　Pc　4-5は 基本モードの磁力線共鳴脈動であるとする従来の考えと矛盾 しない。特に
ここでの解析から圧縮性Pc　 5は 赤道付近に局在するモードの振動と考えられる。
3)　 MAGSAT衛 星で観測される沿磁力線電流
惑星間空間磁場が北向きで大きく(5-20nT)か つ長時間安定 している特異日(1980年5月10日)に ついて
MAGSATで の磁場変動(△B⊥,△Bl1,△F)と北半球高緯度地上観測所での磁場変動(△H,△D,△Z)
を解析 し次の結果を得た。
・ 北向きIMF時 でもRegion1,2沿 磁力線電流は高緯度領域に出現するが,こ れらよりずっと顕著な磁場
変動が極冠域に見られる。これは午后側で電離層に流入 し午前側で電離層から流出する新 しい沿磁力線電流であり,
強度はRegion　 1電 流の約1.7倍 である。同時に観測される△Bllのprofileか ら極領域の中心で反太陽向きの流
れを示す双渦電流系が卓越 していることも判った。
・ 同時の地上データから求めた等価電流系 も上の結果と一致する。北向きIMF時 の現象を沿磁力線電流,等
価電流系,△Bl1(又 は△F,△Z)全 部を用いてその電流系を把握したのはこれが始めてである。
lmpulsive　 disturbanceに 伴 う磁気流体波動 の発生 ・伝播機構の研究 ※河村 議(気 象庁地磁
気観測所 所 長),桑 島正幸(気 象庁地磁気観測所 主任研究官),藤 田 茂(気 象庁地磁気観測所 研究官),外
谷 健(気 象庁地磁気観測所 技 官):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授)
1)は じめに
太陽面爆発に起因する高エネルギー粒子雲の地球磁気圏前面への到来や,磁 気圏尾部に蓄積される磁場エネルギ
ーの爆発的な解放に起因 して生ずる 「　1mpulsive　 disturbance　 」に伴い,磁 気圏および地上の広い領域にわた っ
て磁気流体波動が発生する。 これらの磁気流体波動はそれぞれPsc型 磁気脈動,　Pi型 磁気脈動と呼ばれる。これ
らの脈動は,地 上においては高緯度から中低緯度に至る広い領域でほぼ同時に出現することが知 られており,又 磁
気圏においても広い領域で出現 していることが人工衛星の観測によって確められている。 このことは,こ の種の脈
動の発生伝搬機構を明らかにしていくことが,磁 気圏の物理的状態を把握することに通ずることを意味 している。
2)今 年度において得 られた成果
今年度はPsc型 磁気脈動に焦点をしぼって研究を進めた。　IMS期 間から(1976～)の 南極昭和基地で得 られた
地磁気資料をもとに,極 光帯でのPscの 出現の様子を明らかにした。一方昭和基地(L～6.1)を 通る磁力線が磁
気圏内で赤道面を通過すると推定される領域は,静 止衛星軌道(～6.5RE)に 対応すると考えることができるが,
静止衛星による地磁気資料による解析 もあわせて行った。
「SSC」 に伴い,昭 和基地では昼の時間帯ばか りでなく,夜 の時間帯においてもPscの 出現がみ られる。 しか
も,出 現の確率が最 も低い夜間においても,50%以 上の確率でPscが 出現 していることは,他 の脈動現象には見
られないことで注目に値する。　Pscの 周期をみると,昼 側ではPsc2-3帯(周 期数10秒)の ものが,卓 越す る
が,朝 側および夕方側になるとPsc4-5帯(同 期100～ 数100秒)の ものが卓越する傾向が見い出された 。さら
に真夜中になると超長周期(数 分)のPsc　 6帯 に属するものも,い くつか確認され九 極光帯においては,「SSC」 に
伴い,Psc2-3か らPsc　6ま での現象が同時に出現することを意味している。
地上の極光帯で見 られた,前 述のようなPscの 出現特性が,磁 気圏において も見 られることが,静 止衛星によ
る記録の解析から明らかになった。現象論的には,磁 気圏(～6.5RE)と 地上(L～6.1)で,対 応す る出現特性
の存在が確認されたことを意味する。ただし,典 型的なPscで は,静 止衛星高度では東西成分の振動が卓越する
のに対し,地 上では南北 ・東西両方の成分に振動がみられる。 これは,磁 気圏か ら地上に伝播する途中で,電 離層
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の効果が無視できないことを示唆するものと考えられ,注 目に値する。
人工衛 星による極域 の超高層及 び中層大気圏 の物理現象の研究 ※芳野赴夫(電 気通信大学 教授),
柴田 喬(電 気通信大学 助手),富 沢一朗(電 気通信大学菅平宇宙電波観測所 助手),瀬 尾洋一(電 気通信大






領域は,大 凡オーロラオーバルより低緯度側,　50°　SINV　 -　LATよ り昼間側78°Sに かけての プラズマポーズ領
域で発生が見られた。
b)　 ELFヒ スの消失領域のKp依 存性
ISIS-1・2号 で観測されるELFヒ スは,午 前側現象で,INV-LAT70° ～80°の地点で急に消滅す ること
が多い。この消失点を全軌道につにてプロットしたところ,ほ ぼ昼間のオーロラオーバルに近い領域であった。ま
たKpに 対 して,　Kpが 低い時に高緯度側,　Kpが 高くなると低緯度側に,消 滅地点が移動し,　Kpの 高い時は消
失領域が分散することが発見できた。
c)南 極点上空におけるオーロラヒス観測
南極点の全天写真と昭和基地のISISのVLFデ ータの比較を行 った。極点基地は不変緯度74.1°Sに 位置するの
で,昼 間側はオーバル内に入る。1977年 と1978年 のデータによる解析結果から,(1)夕方側に出現するオーロラに伴
って衛星で ヒスが観測される。衛星がアークと直角に通過すると,　V-shapeヒ スが観測される。1(2)昼間側では
放射状のオーロラが発生 し,こ れに伴って,　durationの 短いバース ト状のヒスが発生 して,可 成 り広い範囲に拡
がる。㈲昼間側のソーサーは夜間と同様に,オ ーロラ出現領域の周辺で発生する。
2.)NOAA-6号 観測関連の研究







82年春及び秋のバルーン実験のELF,　 VI.F放 射実験では,電 力線の50HzがSCと ともに消滅し,代 って150
Hz　 (第3高 調波)の 急上昇があり,こ れによるPLRの 極域電離層における透過特性等の解明の手掛 りを得た。
磁気圏内における電磁流体波動の発生 ・伝播
－ATS～ 昭和基地両親測点での電磁流体波の特性と比較一 ※桜井 亨(東 海大学工学部 助教
授):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授)
本研究は磁気圏内で観測される電磁流体波,主 として昼側の現象であるPsc3-5帯 の磁気圏内での伝播 ・共








から,明 瞭なハーモニック構造が見 られ,Pc4/5を 基本モードとし,Pc3は 第3～6次 の高調波成分より
なっている事が明らかとなった。一方,圧 縮波は主として,Pc4帯 で第2次 高調波を示 し,こ の東西成分にやは




この位置では単一周波数成分のPc　 4型 圧縮波動が第2次 高調波として振動し,こ の東西成分は更に高次の高




トルバンドが存在する。1つ はPc3,他 はPc4/5で 両バンドはPc4/5を 基本モー ドとす る高調波の関
係にある。
2-2.東 西,南 北及び共役点観測に基づ く位相解析結果
昭和－Molodezhnayaの 位相差から方位角波数mを 決定 した。Pc4/5帯 はmき5～10,Pc3帯 はm∠
8で ある事が判明した。またPc4/5帯 の波数ベクトルは正午を境に逆転し,午 前側では西向き,午 後側 では
東向きの傾向を示した。この傾向はPc　3帯 では見 られず両バンドの伝播特性の相違が明らかとなった。
昭和－Husafel1共 役点間の位相解析より,ダ イナミックスベクトルで見られたハーモニック構造が位相の面か




か ら地心 と衛星を結ぶ方向(kx)の 波数を推定するとPc　3帯 ではkx雪kyきkz,Pc4/5帯ではky》
kzと なりkx2《0と なる。この結果Pc3,Pc4/5両バ ンドの伝播機構は大きく異なり,磁 気圏ではPc　 3
はPropagation　 modeで,ま たPc4/5はevanescent　 modeで 磁気圏に侵入 し,磁 力線沿いの定在shear　Alf
ve'n波 との共鳴結合により地上へ伝播することが明らかとなった。
極域及び低緯度ULFの 波動特性 ※斉藤尚生(東 北大学理学部 助教授),湯 元清文(東 北大学理学部
助手),田 村忠義(東 北大学理学部 技官),瀬 戸正弘(東 北工業大学 助教授),北 村保夫(東 北工業大学 助
手):平 澤威男(教 授)




最近,我 々の研究groupに よって開発された小型軽量の高感度のRulfmeter　 (Ring　-　core　ULF　 magneto
-　meter)を 用いて,1981年 に北太平洋を囲む極域と低緯度の4地 点(　College;Alaska　 ,　San　Gabriel　 Canyo
n;California,　 Ewabeach;Hawaii,　 Onagawa;Japan)に おけるULF磁 波の6成 分(H・D・Z・H・D・Z)の同時
観測が行なわれた。その結果,　IMFのcone　 angユeが 時間変化をすると昼側磁気圏の極域か ら低緯度の殆ど全域
にわたってその影響が同時に波及し,経 度差100°の2地 点(女 川 ・SGC)で もPc　3が 同時に息づいていることが
明らかにされた。そこで,こ の様な経度的なcoherenceと いう知識に基づいて,外 部磁気圏から磁気圏深部の低




(L-1.29,A=220'.63)と磁気線の定在振動の国有周期が丁度計算上Pc　 3帯 になるBeveridge　 (L=2.12,
A・-22プ.28)が 選ばれた。現在まで入手された地磁気dataの 波動解析から,以 ドの様なことが明 らかに され
た。
1)低 緯度におけるPc　3の 卓越modeは3つ のgroupに 分類される。(i)特 徴波長這IREの 磁気音波;明
け方前に発生するPc　3で,南 北両半球の3地 点で観測される波形がほぼ一致 し　,　in　phaseの 関係 を保ちつつ
concurrentな 磁場変化をする。(ii)L-2.1付 近の磁力線の定在振動;地 方時6時 ～11時 に発生す るPc　 3
で,H-D平 面内の変化vectorが 北半球で(NW-SE),南 半球で(NE-SW)の 磁力線の定在振動の偏波特性
を示す。(iii)特 徴波長∠1REの 磁気音波;日 中から午後に多発するPc　3で 南北両半球において5～10分 程
度のactivityは 一致するがwave　 packetは 一致しない。
2)H-D平 面内の変化vectorの 主軸の地方時依存性が南北両半球で異なる。北半球の女川では6時 頃,南 半
球では10時 から12時にかけて主軸が(NE-SW)か ら(NW-SE)に 変化 している。この低緯度Pc　 3の 偏波特
性の南北非対称性は,地 下の誘導や電離層の伝導度の問題よりも,Pc3の 発生及び伝播機構に深 く関与 している
ものと思われる。
今後の課題として,こ れらの低緯度共役点同時観測dataに 加えて極域の地磁気dataの 波動解析も行ない,Pc
3型 地磁気脈動をgloba1な 観点から解明していく予定である。
ISIS-1.2衛 星による極域超 高層 プラズマ中の自然電波放射の観測研究 ※前沢 潔(山 形大
学理学部 教授),渋 谷仙吉(山 形大学理学部 講師),佐 藤正彦(山 形大学大学院 研究生):福 西 浩(助 教
授),佐 藤夏雄(助 教授),山 岸久雄(助 手)
コーラス,　QPエ ミッション等,い わゆるELF　 -　VLFエ ミッションは磁気圏内の赤道面付近が主要な発生領
域と考えられている。赤道面付近で発生したエ ミッションは,南 北両半球へ同 じ磁力線に沿ってダクト伝搬 し,高
度1500～3000㎞ 付近で磁力線か ら離れて,電 離層を透過 し,直 接波として,あ るいは,地 上一電離層の間を反射
伝搬 して地上の観測点で受信される。そのために,一 般には,　ELF-VLFエ ミッションは共役性が良いと考え
られている。 しか し,今 回の解析によれば無条件に共役性が良いのではなく,夏 半球(北 半球)と 冬半球(南 半球)

















ョンを受信できる可能性が高く,ま た,夏 半球の特に午後側でエ ミッションの周波数スペク トルの幅が広り,強 度
が強くなる傾向になると考えられる。
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磁気圏の大局的力学 の計算機 実験 ※井上雄二(京 都産業大学計算科学研究所 所長):江 尻全機(助 教
授),藤 井良一(助 手),小 野高幸(助 手)
磁気圏のSubstormの 成長期の磁場 ・電場の構造変化及び荷電粒子の赤道面上の大局的な運動について,そ れ
らの準定常的過程であると仮定 し,計 算機実験を行い,　Substormの 直接の原動力として二つの有望な発電源が
存在することが判明した。
一つは真夜中付近の約15Reの 近尾部にあり,磁 場強度Bの 減少に伴い強い▽Bが 出現 し,地 球側へのE×B－
漂流が急激に内側に向って減速する結果夕方から朝方へ強い分極電流が発生し,電 流遮断型の電流源を形成する:
他の一つは真夜中付近約6Reに 位置する部分赤道環電流型である。即ち,主 としてE×B－ 漂流によって尾部か
ら輸送されて,こ の領域に蓄積された新 しい荷電粒子群の▽B－ 漂流に起因する電流源である。これ らは成長期の
間に準定常的に発達 して,各 々の始端,終 端領域を貫く4本 の磁力管は,夕 方側の高緯度管は一に,低 緯度管は+
に,一 方,朝 夕側の高緯度管は+に,低 緯度管は一になる。上記の二つの電流源は協力的に作動 し,電 流遮断型が
強調されると,部 分赤道環電流型も強められる。その結果,低 緯度管の分極は急激に成長 し,遂 に電離層E領 域上
部に,互 いに反対に分極 している高緯度管と低緯度管の間で放電が磁力線を横切って開始する。この放電開始と部
分赤道環電流型の電流源の急速な発達がSubstormの 開始と同定する。
このように,　Substorm開 始前に磁気圏の真夜中付近に,4本 の分極 した磁力管によって構成され る二重構造
の大きな伝送線系が形成される。伝送線系モデルは今迄に提案された集中定数回路モデルと異なり,分 布定数回路
である。伝送線方程式:δ1/δs=-CδV/δt,δV/δs・-Lδ1/δt,こ こで1は 磁力管全断面に
亘って積分された電流,Vは 対になっている伝送線の中心間の電圧差,sは 伝送線に沿って電離層端か ら測定され
た距離,tは 時間,CとLは 伝送路線単位長あたりの容量及びInductanceで ある。上記伝送線方程式からは,次
に列記する事項により,　Substormの 複雑な様相に関連する性質が導かれる。(1)媒 体の不均質性が強いこと,
(2)長 短二重構造の伝送線,(3)電 離層のPedersen電 気伝導度を介 して両伝送線が結合 していること,(4)電 離
層の不整合による波動の反射と透過,(5}部 分赤道環電流型の電流源,⑥ 近尾部における電流遮断型の電流源及
び不整合による波動の反射,等 。今回は特にPoynting定 理を満足するように,波 動方程式の数値解を工夫 し,
計算機実験を行 った。その結果は,地 上観測の地磁気変化,脈 動を再現する。又多重開始型Substormの 発生の
機構は上記の波動の近尾部の電流源領域の不整合による反射波の電離層によって説明される。
南極超高層探 査 ライダーの基礎研究 ※広野求和(九 州大学理学部 教 授),藤 原玄夫(九 州大学理
学部 助 手):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授),岩 坂泰信(助 教授)
南極においては,未 だライダーによるナ トリウム層観測は行なわれていないが,極 地で行う前に,環 境条件の良
い所で観測を行い,極 地で起 りうるトラブルを予想 し,色 素 ライダーの改良を行なう必要がある。我々の使用して
いるフラッシュ ・ランプは,九大で改良 ・設計したもので,発 光効率の良さとshock　 waveの 吸収機構を併せ持 っ
ている。現在,こ のフラッシュ ・ランプを使い,ナ トリウム層の観測を行っているが,以 下観測事実の経過報告を
する。我々は,観 測事実として,大 別 して2つ の現象を見い出した。
1)流 星雨時の増加
ペルセウス座流星群(毎 年8月13日 頃ピークになる)の ピークの日のナトリウム層の観測を行 っているが,主 な
現象として次の様なものがある。
i)1979年 の場合
日の出約1時 間前に層の ピーク高度における密度が約10倍 に急増 した。
ii)1981年 の場合
通常のナ トリウム層と比べ,層 のピーク高度における密度は約3借 位だが,日 の出前の急増はなかった。また,
密度の変化 も,ゆ るやかであった。この日は,真 夜中から夜明けまで観測 したが,ピ ーク高度は3　km　Fwaし たにす
ぎず,通 常見 られるwave　 structureは 見 られなかった。
2)通 常時のナ トリウム層のwavestructure
ナ トリウム層は大体wave　 structureを 示 しているが,こ のwave　 structureは 静穏な時と揺いでいる時がある。
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ナ トリウム層の垂直分布で,ガ ウス型の トレンドを取 り除いて見ると,層 の存在する80～110㎞ の間では波が伝播
している様に見える。　FFT処 理をしてみると,特 定の波長が卓越 していることがあり,静 穏でない時は,下 降 し
ている事が多い。典型的な例をあげれば,1981年5月18日 の場合,垂 直波長5㎞,周 期約5時 間,位 相速度約0.3
m/sで 下降する波が卓越していた。
以上が,主 な観測事実であるが,今 後も観測を続けるので,次 第に様々な現象が見い出されるであろう。
フラッシュ・ランプの他にも,レ ーザに関する改良を行ってきたが,今 後 も必要であると思われる。
地球磁気圏 と電離層 の電磁気 的相互 作用 ※安原文彦(中 京大学教養部 助教授),上 出洋介(京 都産
業大学理学部 教 授):平 澤威男(教 授),鮎 川 勝(助 教授),藤 井良一(助 手)
極冠帯のポテンシャル分布は,北 半球では0-12M.L.T経 度より時計回りに15～4♂ 傾いている事が知 られて
いる。このポテンシャル ・パターンの回転を説明するためにこれまで,太 陽風一磁気圏相互作用に係わる要因であ
る1.)　 IMF-By成 分の正負,2.)磁 気圏尾軸と太陽一地球線のずれや,磁 気圏一電離圏起源である3.)Re
-　gion　I,　Hの 沿磁力線電流(Jll)強 度の比の効果等が調べられて来たがいずれも現象を十分には説明できて
いない。磁気圏一電離圏起源のもう一つの可能性としてHa11伝 導度(ΣH)の 影響が指摘されている。今年度は,
簡単なモデル計算によりこの回転に対するオーロラ帯伝導度 Σ(Hall伝 導度EHとpedersen伝 導度2P)の 役割
を調べた。
使用したモデルを略述すると,J11は 二つの緯度(A=6♂,7()°)上 に分布 してい る。　Region　 IのJ11は
6L.T.と18LT.で 各々下向き,上 向きのピークを持ちそこから0,12L.T.の0値 まで直線的に減少する。Re
gion　llのJ11は3L.T.と21L.T.に それぞれ上,下 向きのピークを持つ ・RegionIとllのJ11の 全強度比は
2:1に 設定 した。電離層は二つのJ!1　Sheetに より極冠,オ ーロラ帯,中 低緯度領域の三領域に分けられる。
極冠 と中低緯度は,等 しく一様なΣを持ち,そ こでのEH/Σpは2と する。オーロラ帯の2p,ΣHを 増減させ
るが三領域ともΣは経度方向には一様とした。実際のJ11や Σの分布はより複雑であるが2の 基本的な影響が顕著
に現われるよう,大 巾に簡単化 されたモデルを使用 した。
計算の結果をまとめると,
1.)オ ーロラ帯のΣの高まりがなく他の二領域と同じ値を持つ場合には極冠ポテンシャル ・パタrン の回転は起
らない。
2.)Σhが 三領域で一様の時には,オ ーロラ帯のEPだ けが他の領域に比して高くても回転は起らない。
3・)一 方・ΣPが 一様であってもオーロラ帯のEHの 高まりがあればパターンは北極冠で時計方向に回転する。
以上か らオーロラ帯に沿う高電気伝導度帯の存在は極冠ポテンシャル ・パターンの回転をコントロールする基本
的要素であることが判明した。
極域成層圏大気 の観測 ※高木増美(名 古屋大学空電研究所 教授),近 藤 豊(名 古屋大学空電研究所








結果については23次 隊の帰国を待って,解 析の準備をする予定である。また引き続いて,24次 隊においても,23次
隊とほぼ同 じ項目からなる大気球用観測器が準備され既に南極に向けて輸送された。24次 隊ではこの他地上からの
リモートセンシングによる,大 気中のNO等 を測定するための測定器が準備され,長 期間の微量成分の観測を行
なう予定である。大気球は微量成分の垂直分布が精度よく測定できるという利点をもつ反面,デ ータ量が限定され
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るという欠点を持っている。これを補うための地上観測は重要である。この他56年 度か ら開発 して いるNO測 定
器の開発も進み,58年 度にはフライ トモデルの製作に入る。 これまでの問題点は,光 電子増培管のハウジングの真




VHFレ ーダーによる超高層大気運動の研究 ※大瀬正美(電 波研究所 主任研究官),小 川忠彦(電
波研究所 主任研究官),田 中高史(電 波研究所 主任研究官),五 十嵐喜良(電 波研究所 研究官):平 澤威男
(教 授),藤 井良一(助 手),宮 岡 宏(助 手)
1)は じめに
MAP期 間中における南極中層大気の総合観測の一環として,　VHFド ップラーレーダ実験が昭和57年3月 か




第23次 隊による夏期オペ レーションにより,新 たに開発されたコリニアァンテナの建設,レ ーダシステム及び ミ
ニコンの設置を行った。アンテナは地磁気南方向(GMS)及 び地理南方向(GGS)の2方 向があり,そ れらを交互
に切替え使用できる。3月 か ら観測を始め,ス ペク トルモード66巻,ダ ブルパルスモー ド11巻,メ テオールモー ド
8巻 のデータを取得 した。
3)初 期結果
クイックルックの結果か ら明らかになった3つ の観測モー ドの特徴的な結果を以下に述べる。スペク トルモー ド
では,夕 方や朝か ら昼にかけてのエコーはスペクトルの幅が広いのに対 して,真 夜中前後は狭く,発 生原因の異な
る現象であることがはっきりした。ダブルパルスモー ドでは,夕 方の東向きのエ レクトロジェット電流に伴うエコ
ーがはっきりとらえられた。2つ のアンテナを交互切換えして求めた ドップラー速度をベクトル合成 して導いた ド
リフト方向から,こ のジェット電流を定性的に説明できる。メテオールモードによる流星観測は,1分 毎にアンテ
ナをGGSとGMS方 向に切換えてベクトル風速を求めることを試みた。一方向のアンテナによる結果から,数10
m/sか ら100m/s前 後の風が80～120㎞ 高度にふいていることが明 らかになった。
11月から12月にかけ3個 の大気球を打ち上げ,こ のうち2個 は電場センサーが搭載されていた。大気球の飛翔時
には,電 波オーロラエコーが受信された。そこで,　VHFド ップラーレーダーで求めた ドップラー速度から導かれ
る電場 と大気球による直接測定結果を比較することにより,電 離層内電場と高度約30㎞ における電場の比較研究を
行うことができる。
また,一 年間の連続観測の結果,　SSCやPc　 5等 の地磁気脈動と同期 した電波オーロラ現象がとらえられた。
冬の期間は,極 光と電波オーロラとの関係を調べるため,ス ペクトルモードによる観測を重点的に行った。今後,
昭和基地の地磁気をはじめとする超高層モニタリングデータ,全 天カメラ ・オールスカイTVデ ータに加えみず
ほ基地の地磁気データ等を活用 して,総 合的解析を進める計画である。
撮像観測 によるオー ロラ及び電離層 ダイナ ミックスの研究 ※金田栄祐(東 京大学理学部 助手),
鈴木 勝久(東 京大学理学部 助手):平 澤威男(教 授),福 西 浩(助 教授)
人工衛星よるオーロラ撮像観測データ及び単色全天テレビカメラによる夜間大気光の画像データの画像解析に基





の内容が制御される為,予 め作成して置いた様々な色メニューを随時読出 し,着 色の変更を行う事が可能である。
又,独 立2画 面表示である為,同 一画像を異なる色メニューによって比較解析を行う事が可能である。この様な表
示方式を活用する事によって,従 来よりも精細な解析が可能となり,研 究の展開に大きく寄与して居る。 この様な
成果は,本 年2月 に開催された国立極地研究所のシンポジウムを始めとし,学 会等に於いて発表された。
光子計測法単色撮像装置は,東 京天文台木曽観測所での予備観測を終 了して居り,昭 和58年 度にはTVカ メラ
方式の単色撮像装置と共に,フ ィール ドに於いてデータの取得に当る予定である。
磁気嵐 の発達 と太陽風の三次元構造 ※袴田和幸(中 部工業大学工学部 講師),前 沢 洌(名 古屋大
学理学部 助手):鮎 川 勝(助 教授),佐 藤夏雄(助 教授)




り,太 陽風のエネルギーの一部が地球磁気圏内へと流入 し,磁 気嵐を発生させる。
太陽フレアー等による,太 陽近傍での太陽風擾乱の発生に始まり,惑 星間空間内の伝播,磁 気嵐の発生で終る一
連の現象を統一的に理解するため,次 に示すような研究の進め方により,結 果を得てきている。





3)上 述の三次元構造を持つ太陽風の中に,太 陽フレアー等による太陽風擾乱を導入し,惑 星間空間を伝播する
様子を追跡 した。今後は,
4)上 述の太陽風擾乱が,地 球近傍を通過する際の,太 陽風パ ラメータの時間変化を調べる。
5)4)で 求めた太陽風パ ラメータの時間変化か ら,地 磁気擾乱の様子を推定する。という方向に研究を進める予
定である。
飛翔体 による電場 の観測的研究 ※小川俊雄(京 都大学理学部 助教授):福 西 浩(助 教授),山 岸
久雄(助 手)
オ一白ラ発生時の上層大気の総合的観測を目的として,1982年3月20日19時09分UTに,ノル ウェーのStams
und(6ぎ08'N,13°50'E;L=6.0)から大気球(B15-IN)を 飛翔 し,　VLF,オ メガ電波,電 力線放射,
オーロラX線(20keV-100keV)ともに静電場のベクトル成分を観測した。気球はスウェーデンを横切って
東南東方向に飛翔 し,フ ィンランドのRovaniemi付 近に落下した。 この間高度32㎞ において,　MLT　 O時 を中心
として約2時 間観測を行 った。観測時間中にサブストームが2回 発生した。
主な観測結果は:
1)垂 直電場 と空地電流は,気 球がスカンジナビア半島西岸の山岳地帯の上を飛翔 しているとき,気 球高度で期
待される値より2～3倍 大きい値を示 した。いま,山 岳の平均高度をZoと し,そ れより下層大気の電気伝導度の
スケールハイ トをH1,上 層大気の電気伝導度のスケールハイ トをH2と したとき,山 岳上に流れる空地電流密度Im
と海面上へ流れる空地電流密度Isと の比は次式で与えられる。
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ここで,Zo=2㎞,H1=3km,H2・=6kmとすると,Im/ls=2.3と なり,今 回観測 した結果とほぼ一致する。
すなわち,今 回観測 した垂直電場と電流には,気 球航跡下の山岳の影響が強 く現われた。
2)垂 直電流 ・電場の比か ら求めた電気伝導度は2×10-11S/mで あった。1972年 に昭和基地で観測 した結果
から,高 度32㎞ で期待される値は,1.0×10-11～1.3×10-11S/mで あるが,太 陽活動度は1972年 より1980年 の方
が大きいので,こ の差は,降 下オーロラ粒子の制動輻射オーロラX線 による,成 層圏における電離作用の結果であ
ると考えられる。
3)水 平電場の値は30～20mV/mで,電 場の方向は,　Kirunaで 観測された磁場変化とよく対応 して変化した。
すなわち,サ ブス トームの発達時の電場は西南西向き,回 復時には北北東向きとなって,　Harang不 連続線が,
サブス トームの発達時には赤道向きに,回 復時には極向きに移動することに対応 している。
HFド ップ ラー船上 観測 ※北村泰一(九 州大学理学部 助教授),坂 翁介(九 州大学理学部 助手),:
福西 浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 教授),藤 井良一(助 手)
中性大気波動中の重力波の観測は,バ ルーン等による温度や風の直接観測,ま たは,ト ップサイドサウンディン
グやHFド ップラー等による電離圏の電子密度変化の観測等の手段によってなされているが,こ れらの中で も,
短波 ドップラー法は連続観測ができるという点で,唯 一無二の技術である。
毎年11月 頃から,突 然短波 ドップラーの記録が大きく乱れだす現象が見 られる。これは,電 離圏高度(200～400
㎞)で,周 期5～60分 の大気波動の活動が活発に行われていることを示している。この活動は,3月 になると自然
に減退する。この冬期大気波動の性質を知る上で第一に必要なことは波動のスペクトル(ω,k)知 ることである。
このkを 知る方法の一つとして,フ ジによる移動観測がある。
原理は次の通りである。今 ・固定点(福 岡)に おける観測周波数をωQ・ 移動観測点(フ ジ)の それをωFと す
ると・福岡とフジで同一現象を観測 しているとみなしている場合にはωF=ωQ+k・vと いう関係が成立する。
但し・vは 移動体(フ ジ)の 速度である・これよりk=(ωF－ ωQ)/vと してkが 求められる。この方法では,
kはvの 視線方向のものしか求められないが,三 点観測によるkの 求め方とは異るので,kの 値をこの2つ の方法
で比較するという点で意味がある。
1980年11月25日 に出航 したフジにより,第 一回観測を実施した。第二回は,1982年11月25日 に出航したフジによ
りおこなわれたが,こ こでは第一回の観測(1980.11.25)の 結果のみを述べる。
11月27日 には,フ ジと福岡とはJJYか らほぼ等距離にあり,両 者を比較するのに好都合な位置関係にあった。
フジと福岡で観測されたスペクトラムには各々顕著な周波数のシフトのピークが見 られた。それらを低い周波数の
ものからω(1},ω(2),ω(3)と すると,ω(1)==to(1)=2.8×10-4Hzと なり,フジの移動速度程度では,そ の差が検出
できない程の波長をもつことがわかる。Vを20ノ ット(～10nrz(s)と して波長を求めると・ωQ－ ωF=1・4×10-4
Hzで ω(2)に対応する波長 λ(2)は,2(2)=70kmと なる。 この値は,他 の数例においてもほぼ同様な値をとる。いず
れにせよ,冬 期大気波動の波長はユ00㎞程度のものであると求まるので,こ れは従来知られている波長数100㎞ ～
数1000㎞ といわれ(中 ～大規模)　TIDや,か なり様相を異にするものである。
結論として,今 回の船上実験で,冬 期大気波動の波長が,た かだか100kmの 程度の,い わば小親機TIDに 分類す
べき波動であるとがわかったこと以外に,船 上でのHFド ップラー観測が,当 初心配されていた通信障害や,船
のゆれによる障害を受けることな く,正 常におこないうることが明白となった。
イ)特 別共同研究
南極観測 ロケ ッ ト搭 載機器の研究開発 ※平澤威男(国 立極地研究所教授),松 本治弥(神 戸大学工学
部教授)石 堂正弘(神 戸大学工学部助教授),賀 谷信幸(神 戸大学工学部助手),木 村磐根(京 都大学工学部教授),
小川俊雄(京 都大学理学部助教授),松 本 紘(京 都大学工学部超高層電波研究 センター助教授),筒 井 稔
(京都大学工学部超高層電波研究センター助手),鎌 田哲夫(名 古屋大学空電研究所助教授),近 藤 豊(名 古屋
大学空電研究所助手),長 野 勇(金 沢大学工学部助教授),小 玉正弘(山 梨医科大学教授),青 山 巌(東 海大
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学工学部教授),桜 井 亨(東 海大学工学部助教授),遠 山文雄(東 海大学工学部助教授),大 家 寛(東 北大学
理学部教授),伊 藤富造(宇 宙科学研究所教授),中 村良治(宇 宙科学研究所助教授),鶴 田浩一郎(宇 宙科学研
究所助教授),小 山孝一郎(宇 宙科学研究所助手),向 井利典(宇 宙科学研究所助手),小 口 高(東 京大学理学
部教授),國 分 征(東 京大学理学部助教授),林 幹治(東 京大学理学部助手),今 井 喬(理 化学研究所技師),
宮崎 茂(電 波研究所室長),森 弘隆(電 波研究所主任研究官),蔵 本 巌(電 波研究所室長),佐 川永一一(電
波研究所主任研究官),:福 西 浩(助 教授),江 尻全機(助 教授),鮎 川 勝(助 教授),小 川利紘(助 教授),
佐藤夏雄(助 教授),山 岸久雄(助 手),小 野高幸(助 手),宮 岡 宏(助 手)
昭和57年 度の南極ロケット搭載機器の開発は,前 年度に引続き,(1)オ ーロラ粒子分析器,(2)磁 力計,(3}周 波数発
振部の標準化,(4)電 子密度計について行った。
まずオーロラ粒子分析器については,初 年度に製作 した半球型粒子エネルギー分析器を,パ ーティクルチェンバ
ー内で,電 子ビームを用いて性能試験を行った。静電偏向感度0.09で,エ ネルギー分解能5%と,ほ ぼ設計値通 り
の性能が得られ,今 後は実験室用標準分析器として用いられることになった。
オーロラ粒子の質量(イ オンの場合),エ ネルギー,ピ ッチ角の内,二 つを同時分析する二次元粒子分析器の開
発研究を行 っているが,そ の検出部として,今 後主流を占めると思われる二次電子増倍板(Micro　 Channel　 Plat
eMCPと 略)に ついて,初 年度で,信 号処理回路を作成 したが,今 年度は,ガ リレオ社カーブドチャネルMCP
モデル6025を パーティクルチェンバーに入れ,イ オンビームをMCP上 に照射 し,ビ ームの二次元表示像を得る実
験を行 った。その結果は良好で,128×128画 素,空 間分解能約0.2㎜ の二次元画像空間上に,ビ ーム径約4㎜ のイ
オンビーム像が得 られ,　MCPの 二次元センサーとしての有効性が確められた。併せて,　MCPの 出力パルスの波
高分布を調べたが,チ ャネル トロンに見られるような,き れいな単峰特性は得られず,波 高弁別器のいき値設定が
難 しいと思われる。
また,　MCPを 用いた二次元粒子分析器の具体例として,オ ーロラ電子のエネルギー,ピ ッチ角を同時測定する
分析器の設計を行い,エ ネルギー範囲10keV～30keV,ピ ッチ角範囲40°をカバーするものを製作 した。上記開
発 したセンサーの内,第25次 ロケット実験では電子に関 し詳細な計測を行 う事になり,そ の具体的設計を行った。
磁力計としては,ロ ケット搭載計器としての リングコア型フラックスゲー ト磁力計の開発研究を行った。 リング
コアはアメ リカのインフェニテックス社より以下の二種類を輸入しテス トした。
S1000-C31-JC-2239-Dは81.3-6モリブデンパーマロイ(厚 さ0.005イ ンチ,幅0.0625イ ンチ)をIncone
1×750の ボビンに7回 巻いた構造を しており,　NASAの 低ノイズ磁力作用としてDr.M.Acunaが 製作したコア
と性能,構 造とも同一規格である。
S1000-C31-JC-2231-Dはパーマロイ箔の巻数を12回 にした他は上記と同一規格である。2239Dを 使用し
た場合,0.1nT以 下のノイズレベルが得られ搭載用磁力計のコアに非常に適 していることがわかった。この リン
グコアを用いフラックスゲート磁力計の製作を行った。エレク トロニクス部はパルスドライブ方式を用い,ま た8
ビットのオフセットジェネレータと16ビ ットのA/D変 換器を用い0.03nTの 分解能で±65000nTの ダイナ ミッ




電子密度計としては,周 波数掃引型インピーダンス ・プローブを取 りあげ,そ のプリアンプの設計,製 作を行っ




極域電離圏および磁気圏における高周波プラズマ波動粒子相互作用の研究 宮岡 宏(助 手)
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カナダの人工衛星ISIS-1,2号 により北極域ならびに南極域の上部電離圏において観測された高周波プ ラズ
マ波動スペクトルと電子密度データの解析を実施 し,こ れまで不明瞭であった周波数100kHz～ 数MHz帯 域の自
然プラズマ波動の様相を明らかにすると共に,オ ーロラ現象との関連について解析を行った。
ISIS衛 星観測データの解析として具体的には,サ ウンダー観測のパスについて,① イオノグラムか ら特性周波
数の読取り,②AGCレ ベルデータの解析,③ 同時観測された全天オーロラ写真(昭 和基地,南 極点基地)の 解析
等を実施 した。その結果,極 域電離圏領域において発生 ・伝搬する高周波プラズマ波動の特性について以下の結果
を得た。
1)基 本的には3種 類のプラズマ波動(ホ イスラーモード,Zモ ード,お よびL-0モ ー ド)が 存在する。
2)ホ イスラーモード波(オ ーロラヒス)は オーロラ粒子降下域(オ ーロラオパール)上 空を中心に観測される
のに対し,Zモ ードおよびL-Oモ ー ド波は,極 冠域や トラフ領域など電子密度が不均一となる領域で頻繁に観測
される。
3)オ ーロラアークに対応して,そ の上空において顕著な沿磁力線電子密度上昇があり,そ の周辺でL-0モ ー
ド波が観測される。
これ らの観測結果に対して,そ の発生機構を探るため,プ ラズマ波動の励起とモード変換過程について理論的 ・
定量的検討 も併せて行なった。その結果,観 測された高周波プラズマ波動は,基 本的に全てオーロラ降下電子によ
るビーム型波動粒子相互作用の結果励起されたものであること,但 しL-0モ ード波については,ビ ーム型相互作
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題 目 発表者(所 属) 発表した学会等の名称 発表年月
Polar　 Cusp　 Structure　 Observed　 by
Greenland　 Rocket　 Experiment

































昭和基地のCNA観 測に現われる脈動 野崎 憲明(電 波研)
平沢 威男(極 地研)
〃 〃













岩上 直幹(東 大 ・理)
小川 利紘(〃)














成 層 圏 エ ア ロ ゾル の レーザ レーダ 観 測
ユ980～ ユ982





題 目 発表者(所 属) 発表した学会等の名称 発表年月
中間紫外大気散乱光とオゾン密度分布 鈴木 勝久(東 大 ・理)第71回 日本地球電気 57.5
磁気学会
小川 利紘(〃) 〃 〃
吸光スペク トル法による大気オゾン 柴崎 和夫(東 大 ・理) 〃 〃
小川 利紘(〃)
江尻 全機(極 地研)
桜井 治男(〃) 〃 〃











極域VLFエ ミッションの季節変化 山岸 久雄(極 地研) 〃 〃
地上と衛星高度での対比 小田嶋 充(日 本IBM'ノ
江尻 全機(極 地研)
極域電離圏における高周波 宮岡 宏(極 地研) 〃 〃
プラズマ波動の励起と伝搬 小野 高幸(〃)
ELFと 又 、 コ ー ラス のGEOS－ 地 上 山岸 久雄(極 地研) 〃 〃
同時観測 福西 浩(〃)
佐藤 正彦(山 形大)
The　 Japanese　 Balloon　 Campaign　 at山岸 久雄(極 地研) 〃 〃
Andφya　 and　 Stamsund　 in　 March　 1982
小野 高幸(〃)
福西 浩(〃)
ISIS衛 星により観測された極域高周波プラズ宮岡 宏(極 地研) 第72回 日本地球電気 57.10
マ波動 小野 高幸(〃) 磁気学会
ISIS-1,2衛 星 で 観 測 され た 静 電 イオ ンサ イ福西 浩(極 地研) !ノ 〃
クロトロン波の特性 鈴木 光義(電 通大)
芳野 赴夫(〃)









題 目 発表者(所 属) 発表した学会等の名称 発表 年月
SSCに 伴 うAuroral　 sukstorm 鮎川 勝(極 地研) 第72回 日本地球電気 57.10
平沢 威男(〃) 磁気学会





Particle　 precipitations,　 field-aligned江尻 全機(〃) 〃 〃
currents,　 and　 electron　 density　 and
temperature　 increases　 observed　 ln　 the
内 田 邦 夫(〃)
J.K.Olesen(TUD)
F.Prmdahl(DSRI)
high-1atitude　 cusp　 region B.Moehlum(NDRE)
多点観測からみたSub　stomの 南北共役性鮎川 勝(極 地研)
〃 〃
平沢 威男(〃)
Auroval　 Roar　 Emission 佐藤 夏雄(極 地研) 〃 〃
林 幹治(東 大 ・理)
北極域気球高度におけるX線 マイクロバース 山岸 久雄(極 地研) 〃 〃















Periodic　 emissionの 発 生 、 伝播 特 性河村(地 磁気観) 〃 〃
桑島 正幸(〃)
福西 浩(極 地研)
沿磁力線電流とそれに随卒す る電離層電流の 飯島 健(東 大 ・理) 〃 〃
構造 福島 直(〃)
藤井 良一(極 地研)





題 目 発表者(所 属)
,
発表した学会等の名称 発表年月






静止衛星で観測されたSSCに 伴う長周期地 永野 宏(岐 阜歯大) 〃 〃
磁気脈動の特性について 荒木 徹(京 大 ・理)
福西 浩(極 地研)
佐藤 夏雄(〃)
磁気圏内におけるULF帯 プラズマ不安定 小野 高幸(極 地研) 〃 〃
平沢 威男(〃)
南極昭和基地における中性大気徴通成分 柴崎 和夫(極 地研) 〃 〃









藤原 玄夫(九 大 ・理)
藤井 良一(極 地研)
宮岡 宏(〃)






Norway　 南極昭和基地で同時観測された 山岸 久雄(極 地研) 〃 〃
周期的VLF放 射の特性にっいて 福西 浩(〃)
小島 年春(電 通大)
芳野 赴夫(〃)
South　 Pole　 Station上 空 で 観 測 され た鈴木 光義(電 通大) 〃 〃
オ ー ロ ラ ヒス 現 象 芳野 赴夫(〃)
■ 福西 浩(極 地研)
ISIS衛 星で観測されたOmega信 号の伝搬松尾 敏郎(京 大 ・工) 〃 〃
特性 木村 磐根(〃)
山岸 久雄(極 地研)
CNA　 pulstionと 関 連現 象 渋谷 仙吉(山 形大) 〃 〃
佐藤 夏雄(極 地研)
サブストーム時のCNAに 現われるULF周 野崎 憲明(電 波研) 〃 〃
期の振動 平沢 威男(極 地研)
福西 浩(〃)
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宮岡 宏(極 地研) ノ! 〃
極 域Plas加a・ 　Cavityと オ ー ロ ラ現 象 との
対 応 関係
宮岡 宏(極 地研) 〃 〃
昭和基地におけるオーロラ現象総合観測 シス
テムの奨来像
福西 浩(極 地研) !ノ 〃
昭和基地における人工衛星観測将来計画 芳野 赴夫(電 通大)
福西 浩(極 地研) 二 二
地磁気共役点における地上多点観測 佐藤 夏雄(極 地研) 〃 〃
降F粒 子脈動の空間変動観測システム 山岸 久雄(極 地研) 〃 /ノ
SCとSIに 伴 う超高層現象 平沢 威男(極 地研) ノ 〃
全世界的な地上ステーション網で観測された
PSC脈 動の特性





























































オ ー ロラテ レビの 開 発 江尻 全機(極 地研)
小野 高幸(〃)
宮岡 宏(〃)
小口 高(東 大 ・理)
〃 〃
オ ー ロ ラテ レビ に よ る観 測 小野 高幸(極 地研)
江尻 全機(〃)
宮岡 宏(〃)
小口 高(東 大 ・理)
〃 〃






























題 目 発表者(所 属) 発表した学会等の名称 発表年月
斎藤 尚生
(東北大 ・理)
湯元 清 文(・ ・)
瀬戸 正弘(東 北工大)
西田 篤弘(宇 宙研)
EXOS-　 D粒 子観測 江尻 全機 磁気圏、電離圏 57.ユ0
シ ン ポ ジウ ム










飯島 健(東 大 ・理)









2.気 水 圏研 究 グル ー プ
(1)一 般 研究
総観規模 じょう乱 とみず ほ基地 の気象 教授 川口貞男
POLEX-Southで は,斜 面下降風領域の熱収支を見積る事を目的とし,み ずほ基地を中心に,放 射収支,大 気
一氷床の熱交換 ,大 気循環の観測を進めて来た。この結果,前2者 については,多 くの知見を得,そ の様相を明ら
かにする事が出来た。又,放 射冷却によって形成される接地逆転層,及 びその結果生ずる斜面下降風についても,
多くの知見を得る事が出来た。 しかしながら,ま た未解決のいくつかの問題が残った。その中の一つは,沿 岸低緯
度との熱交換過程である。斜面下降風による冷気の沿岸への流出,そ の補償流の流入は確かに1つ の交換過程であ
り,こ の機構は明 らかになって来たが,う ず(eddy)に よる内陸部への輸送についての見積もりが重要である事が
明らかになって来た。即ち総観規模 じょう乱(Synoptic　 Scale　Disturbance)に よるものであり,こ のため,ま ず
この様なじょう乱がみずほ基地の気象にどの様な影響を与えているかについて研究を進めた。
総観規模 じょう乱の挙動の把握には一般には気象衛星画像が有力な手段となる。 しか し南極氷床では,日 射の反
射率,接 地現象の気温逆転などのため,衛 星画像上での雲 と雪面の識別が難 しく,じ ょう乱を追跡する事は非常に
難しい。衛星を使っての解析方法は今後の課題として残されている。今年は,昭 和基地とみずほ基地の気象観測資
料を対比させながら,衛 星画像を参考にして調査した。
250㎞離れた両基地は,シ ノブティック ・スケールでは同一空間と見なされるが,両 基地の気象現象 は一般 に大
きく異なる。高 ・低気圧の通過に伴なう気圧の変動傾向は,ほ ぼ同じであり両基地が,シ ノブティック・スケール
では同一空間にある事を示す。気温については,接 地逆転の発達す るみずほ基地と沿岸の昭和基地ではかなり異な
る。又,接 地逆転と大陸斜面傾度によって左右される斜面下降風域にあるみずほ基地と,シ ノブティックな気圧配
置によってきまる風が卓越する昭和基地では,矢 張り全く異なるのが通常である。 しか し,じ ょう乱がみずほ基地
の逆転層を破壊 した場合,気 温 も風も両基地は同傾向の変化をする。みずほ基地の積雪機構の研究は,氷 床の維持
機構,氷 床コアによる古気候の再構築などの研究を進める上で,極 めて重要であるが,み ずほ基地の地上気象デー
ターから降雪 としてとられている場合の大部分は昭和基地附近のじょう乱の通過に関係するものである事が明らか
になった。又,じ ょう乱は必 らず しも気圧の低下を伴なわず,暖 気の流入はむ しろ気圧上昇を起 しながらなおかつ
降雪をもたらす。又,じ ょう乱がみずほ基地に降雪をもたらす場合,じ ょう乱が内部へ進入する必要は必らず しも
なく,沿 岸を通過する場合もある事が明らかになった。
みずほ基地 とハ レー基地の積雪のpHに 関する研究 助教授 藤井理行
南極氷床には,地 球規模の大気汚染物質や大陸周辺の海洋からの物質などが,大 気を通 じて輸送される。このう
ち,火 山噴火によって放出されるガス(硫 化物)や,人 工汚染物質のチッ素酸化物などは,と くに南極の積雪の




図1に 測定結果を示す。この結果は,3月 はじめか ら11月上旬までの間にはPHは5.4～5.7の 間にあって変動
が小さく,1977年 の2月 と,11月 下旬以降の夏期間に,PHは4,8～5,3と 大きく下がるという明瞭な季節変動が
あることを示 している。PH値 が最も小さくなっているのは,1月 中旬で,最 暖期後の時期に相当する。PH5.6
前後の値は,空 気中の炭素ガスと平衡した水,す なわち炭酸となった水のPH値 なので,こ の値を基準にしてPH
値が小さくなった場合は,酸 あるいは酸性物質が混入したことを意味する。
②ハ レー基地の積雪のpH
図2は,ハ レー基地における1.7mの 積雪断面観測結果のうち,層 構造,PHと δ180の それぞれプロファイル
を示す。層構造の図で,夏 期の融雪の根跡を示す氷板あるいは線状氷が,10～25cm深 ・65cm深 ・110cm深}こ あり,
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δ180の プロファイルとの対応から,そ れぞれ,1981/82の 夏の最暖期,1980/81の 夏の終わり・同夏の最暖期に
形成された氷の層であることがわかる。一方,PH値 は,最 表層部と90～110cm深 で小 さくなっているが,こ うし
た層は,層 構造を δ180プ ロファイルとから,1981/82と1980/81の 夏,し かも最暖期からその後の時期に対応し
ている。すなわち,み ずほ基地の ドリフトのPH値 の季節変化と同じ傾向が,ハ レー基地の雪についてもいえる。
③夏の雪のPHが 小さくなる理由の考察
図1,2か ら示されるpHの1年 周期は,成 層圏の循環の周期と一致する。昭和基地上空200rbの 成層圏におけ
る風速の季節変化は,風 速が弱い時期が図1の みずほ基地での ドリフ トのPHが 小さく,酸 性度を増す時期とよく
一致 している。
このことは,気 候の異なるみずほ基地とハ レー基地の積雪が示す夏の比較的強い酸性度は,成 層圏にある物質が
何 らかの機構により地表まで輸送されてきた結果であることを強 く示唆 している。
図1み ずほ基地で採取 した ドリフトサンプル
のPH値 の季節変化
昭和基地付近の雲の特徴 についての研究 助手 和田 誠
本年度は,大 気の状態と雲のタイプとの関係について解析をおこなった。大気状態については500mbと900mb
の気温を指標とし,4つ の状態に分類 した。WW:上,下 とも暖かい状態,MW:下 層が暖かい状態,WC:上
が暖か く下が冷たい状態,CC:上,下 とも冷たい状態,に 分類 した。解析は1979年1月,7月 と1980年7月 の高
層ゾンデデータを用いた。天気図との比較により,　WW,　 MWの ときは低気圧または前線の接近により下層に暖い
空気が入ったときに対応し,CCは 大陸の高気圧におおわれた時に対応している。一方雲のタイプについては次の
4つ に分類 した。　TypeI:雲 居内の状態曲線がほぼ湿潤断熱になっているタイプ,TypeH:ほ ぼ等温になって
いる層内にできた雲,　Type皿:雪 面による冷却により強い接地逆転ができるが,そ こに出来る雲,TypeIV:中
層で等温または逆転層付近にできる雲。　TypeIの 雲は中低緯度で擾乱な どに伴 う,普 通に見 られ る雲である。
Type皿 の雲は空気の上下運動によって起こる雲ではなく,放 射冷却の影響を受けてできたと考えられる雲である。
今回の解析でもType皿 の雲は冬7月 にはしばしば見 られるのであるが,1月 にはほとんど見い出す ことができな
い。
一方 ,　Type皿 の雲は,　WW,　 MWの 状態ときとWCの 状態のときに見られるが,　WW,　 MWの 状態で等温層が
できるときはほとんどType皿 の雲ができている。一方WCの 状態では,等 温層はしばしば見られるが雲が見 られ
ることは少ない。またType皿 の雲は,等 温層は接地面まで伸びている時でも,900mbよ り上に雲底があることが
多い。これらの結果は放射冷却により発達する雲の発生を示唆しているものと考えられる。またType皿 の雲の中
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では,　WW,　 MWの 状態のときには強い北東風が吹いていることが多いのであるが,WCの 状態のときには,風 は
弱 く,ま た風向も北東風以外のことが多い。 これらはType　 fiの形成に関係 しているものと思われる。
Type皿 の雲は,　POLEX-Northの 北極域に比べ昭和基地付近では形成されにくいよ うである。非常に強い
接地逆転があまり観測されない。特に1980年 は非常に少ない。昭和基地が沿岸基地であること,ま た1980年 は,夏
に海氷面が非常に大きく開いたために気温が上昇したことなどによるものと思われる。
南極みずほ基地 の地表面 における放射特性 に関す る研究 助手 山内 恭
南極みずほ基地における地表面の放射収支については,　POLEX-South　 (極域気水圏観測)の 結果から,何 が
どのように作用 しているかについて,雪 面の高反射率,雲,地 吹雪,水 蒸気,逆 転層,… …と多くの議論がなされ
てきた。今年は,そ の中で特に接地逆転と放射収支との関係について解析を進めた。
接地逆転と放射収支の関係ということは,あ る大気構造の下で,地 表面温度がいかなる値をとるかということに
換言される。即ち,晴 天の場合,下 向放射L↓ は上層の温度分布および水蒸気量で主に決る。短波の正味放射量
Snは 太陽入射角やアルベードといった外的条件でほぼ決る。よって入射放射L↓+Sn=σTa4　 (Snを 含む
事が一般の定義と異る)が 与えられる。もし地表面で放射平衡なら表面温度がTaと 等しくなるはずである。実際
にはカタバ風が吹き,顕 熱輸送があって放射平衡にはならず,　Ts>Taで(放 射冷却の場所では)熱 平衡が保た
れる。この差Ts-Taに 対応 した分が全体の正味放射Rnで あり,Rn=σTs4一 σTa4と 表わされる。 この
(Ts-Ta)とRnの 関係は,観 測値から一つの曲線で近似されることが明らかになった。
一方 ,正 味放射Rnを 補償 して表面での熱平衡を保つものに顕熱(H),潜 熱,雪 中の熱伝導等があるが,大 陸
内の雪面上では顕熱が卓越 している。顕熱は表面近 くの大気の温度匂配および風速に依存し,各 々は接地逆転の強
度△Tに 関係する。詳細な議論を省略すると,補 償される熱は逆転強度△Tの 関数として表わされる。 この関係を
観測値から見ると,相 関係数0.92と 高い相関で,直 線関係で近似された。
以上のことから,大 気構造が与えられ,最 大逆転強度△Tc(逆 転層上の最高温度Txと 上記Taの 差)が 決る
と,上 記2つ の関係が成 り立つよう表面温度TSが,そ して逆転強度△Tが 決る。実際には上記後者の関係に若干
のバラツキがあり,こ れは補償する熱が必ずしも△Tの みでは表現 し切れないことを示しており,こ の違いを説明
するには雪中の熱伝導,上 層の温度分布の違いなど,詳 細な議論が必要になる。これ等は今後の課題である。
成層圏突然昇温の力学 助手 神沢 博
Eliassen-Palm　 (E-P)フ ラックスー その向きが子午面内のプラネタリー波の伝播の向きとみな しうる
量である一 と平均東西流の子午面内のプロファイルで決まる波の屈折率という2ツ の量を使 って実際に起 こった




昇温前に対流圏の平均東西流が2ツ の極大を持つ(ダ ブル ・ジェットの存在)と いうことである。
上部成層圏全球平均温度垂直勾配の季節変化 助手 神沢 博
Nimbas　 5　Selective　Chopper　 Radiometer　 (S　C　R)の データを使い,上 部成層圏における全球平均温度 の
垂直勾配の季節変化を調べた。その量は,し ばしば数値モデルで時間的に一定と仮定される静的安定度を決める量
であり,静 的安定度は実際どの程度時間変動 しているのだろうかというのが問題意識にある。解析 した結果,半 年
に近い周期の変動が見出され,そ の振幅は時間平均値の10%程 度であることがわかった。







気候 モデル にお ける極域の熱的役割に関する研究 助手 山内 恭
在外研究員として約2か 月,米 国大気科学研究セ ンター　(National　 Center　for　Atmospheric　 Research=
NCAR)に 滞在 した。その間,研 究題目の下で,二 つの小テーマについて共同研究を行った。一つは 「気候モデ
ルにおける日射吸収加熱の再評価」,も う一つは 「衛星及び地上観測による南極大気放射収支の評価」である。
1)気 候モデルにおける日射吸収加熱の再評価




帯による日射吸収加熱の再評価をい,全 球的な影響,極 域における影響を解明 した。
酸素0.76μm帯 の吸収については,過 去Yamamoto　 (1962)の 計算があるが,こ れは極めて古い資料に基い
ているため信頼性に乏し。今回は,最 近出された吸収帯にっいての新 しい評価(Nakazawa,　 Yamanouchi&
Tanaka,1982)に 基いて計算を行 った。計算方式はRamanathanに よる広幅バ ンドモデルで,こ れが上述デ
ータに合うようパラメータを決定した。この結果,酸 素吸収帯についても二酸化炭素15μm帯 について考えられた
このバ ンドがモデルで,吸 収率の変化がうまく説明できることが確認できた。
この日射吸収式(バ ンドモデル)を さらに一次元の放射一対流平衡気候モデルに組み入れ,実 際の地球大気中で
いかなる日射吸収があり,そ れが大気の加熱にどう作用するかを計算 した。 、
全球平均,か っ年平均値として,地 表での日射フラックスを3～4W/㎡ 減少させるという結果になった。酸素
吸収をとり入れることによる加熱率の違いで,最 終的な温度分布の違いとしては,対 流圏では0.1℃ 以下と無視 し
得る値だが,成 層圏特に圏界面近 く10～20㎞ 高度で0.8℃ 高いという値が得られた。これらは,気 候の定量的議論
には無視 し得ぬ値である。緯度分布を見ると,特 に極域では太陽高度低いものの逆に大気中の光路が長いという効
果から,成 層圏の広い高度範囲にわたって全球平均よりも大きい温度差が得られた。
二酸化炭素近赤外吸収帯についても,吸 収式の再検討を行い,よ り精密な表式を与え,モ デルの計算を行った。




Nimbus　 7衛 星による観測と,南 極みずほ基地,地 上におけるPOLEX　 (極域気水圏)観 測が同時に行われてお
り,時 期良 くNCARにNimbusの データが入ったので,両 者の比較か ら仕事を始めた。
衛星による反射率(ア ルベー ド)は,65～75%と,地 上での値80%～ に比べ約10%低 い値であった。この違いは
大気中の吸収によるもので,理 論計算から類推される値に近い。衛星による短波長の放射収支は,地 上での値の約
2倍 で,差 し引き大気の吸収は地表での吸収 とほぼ等 しい結果となった。
一方 ,長 波長放射では,衛 星による大気上端での値は地表での上向放射より若干小さく,又,日 々の変動の幅も
小さい。 しか し地表の値に対応して同様に変化する期間があり,広 域の雲域の変化に対応するものと考えられる。
放射収支は大気上端で夏200W/㎡ から冬140W/㎡ まで変化 し,地 表の値を差 し引くと,大 気による放射冷却と
して140～110W/㎡ が得られる。短波 ・長波合せた全体では130～50W/㎡ の冷却である。
この研究は未完成であり,さ らに興味ある結果を得 られる可能性があるので,今 後さらに共同研究 として継続さ
せていく予定である。
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(2!共 同研究 ※印研究代表者:印 以下極地研担当者教官
ア)一 般共同研究
南極成層圏循環 の研究 ※廣田 勇(京 都大学理学部教授),三 角幸夫(京 都大学院生):川 口貞男(教 授),
神沢 博(助 手)
惑星間空間磁場境界通過に対する南極大気の応答を調べた。すでに北極域の冬季に明確な応答を見い出している
ので,そ の応答に対応する現象が南極域に存在するか否かを解析 した。使用 したデータは南極域高層気象データと




北極域との共通点があり,そ れは,対 流圏内に限られ,垂 直構造 も類似 していること,冬 に限られること,経 年変
化が類似 していることである。このように,変 動の傾向は異なるが,南 極域でも磁場境界通過に対して明確な応答
をしていることを示 した。変動の傾向の違いは,南 北両半球の定常場の相違によって解釈 しうる可能性があり,こ
の点に関 し更なる解析を必要とする。
大気中微量成分の赤外 分光器 による検 出 ※村松久史(気 象研究所研究室長),牧 野行雄(気 象研究所主
任研究官),広 田道夫(気 象研究所研究官),佐 々木徹(気 象研究所研究官):川 口貞男(教 授),山 内 恭(助 手)
太陽赤外スペク トルか ら大気中の微量気体成分の積分量を求める場合に,光 路中の水蒸気,二 酸化炭素等の吸収
が影響を与えるため,観 測されたスペクトルに対して水蒸気 ・二酸化炭素の吸収の補正を行う必要がある。本年度
は微量気体成分を求めるための太陽赤外スペクトルから水蒸気 も同時に求めることを検討 した。
スペクトルの範囲は,孤 立 した吸収線があることを条件に5700～5900cm-1を 選び,そ の中の5809.8及 び5878.9
cm-1の2本 の吸収線を利用して水蒸気量の導出を試みた。既知の吸収線パ ラメータ(AFGL-Compilation)か ら
光路中の水蒸気量に対する透過率の関係を求めておき,赤 外分光計(FTIR)に よる透過率か ら逆 に水蒸気量 を求
めた。
筑波における測定結果はラジオゾンデの値と比べたが,ス ペクトルから求める値の方が大きい事が多 く,特 に
5849cm-iで は差が大きかった。これは,透 過率に分能率とアポダイゼイションの影響が大きく効 くので,そ れを厳
密に取り入れられないため生 じている可能性がある。
今後の課題として,吸 収線 ピークの透過率のかわりに,　equivalentwidth　 (全吸収量)を 使 うこと,透 過率計
算に,水 蒸気,気 温の高度分布を考慮 した不均質大気モデルを取り入れること,が あげられる。
放射観測 に基 く南極大気 の リモー トセ ンシング ※川口貞男(教 授):中 澤高清(東 北大学理学部助手),
中島映至(東 北大学理学部助手):田 中正之(客 員教授),山 内 恭(助 手)
前年度に引続き混濁度の小さい大気柱のダス ト量を測定する方法を吟味した。一次散乱で近似 していた散乱光強
度を,理 論計算により多重散乱を正しく取り入れ,多 重散乱によって生 じる検定誤差を補正した。散乱光量の測定
値か ら時間変化を知り従来のラングレー法を補正する方法 一 逐次近似法と取りつ くし法 一 をラングレー法と共
に比較検討 した。この検定法は,従 来のラングレー法に比べ検定値のバ ラツキが小さく,検 定に不向きな場所にお
いて も1%以 下の精度で検定値を求めることができることが分った。
今後残された課題として,(1)波 長が369㎜ と短くなると多重散乱が著 しく大きくなり精度が下る,(2)τ500が0.0
2程度になると今回の検定法でも信頼度が下る,と いう問題がある。大気が清澄な高山や航空機による高々度での
検定を実際に試 し,南 極域で使用する日射計の検定限界を調べる予定である。




年間,昭 和基地において実施 した,サ ンフォトメーターによる直達日射光の減衰観測か ら,南 極大気の混濁度の現
状 ・節変動について研究 し,以 下の事が明らかになった。
混濁度は極めて小さく,北 極圏のBarrowの 値より更に小さい。又Barrowで 見 られるように大きな季節変動
(夏に大きい)は ない。 しか し波長別のスペクトルに着目すると,お おむね3つ の型に分ける事が出来,こ れか ら
求められるエアロゾルの粒径分布は,　power-low,　 power-10wに 小粒径減の寄与が大きくはみ出したもの,
Bimoda1分 布となる。この3タ イプの分布は季節により粒径分布の違いがある事を示す もので,南 極域のエアロ
ゾルの起源が季節によって異なる事を示唆 している。
極域 中層大気 中のエアロゾル量の変化 とオゾ ン量の変化 ※岩坂泰信(客 員助教授),内 野 修(九 州
大学工学部助手),林 田佐智子(名 古屋大学大学院生):川 口貞男(教 授),山 内 恭(助 手)




られるエアロゾルの急増が観測された。エアロゾルは2重 構造をなし,上 層が著 しく発達,散 乱比で最大44に 達 し
た。2重 構造は成層圏の風系と密接に関連 していることが明らかになり,上 層は東風,下 層は西風の領域に対応 し
た。又,偏 光度が10%を 越える領域が2層 の境界付近に見られ,鉱 物質のエアロゾルが含まれていた可能性を示唆
している。
太陽放射強度が,成 層圏エアロゾルによる散乱 ・吸収を受け光解離率が変化し,そ の結果微量成分の変化の可能
性がある。放射伝達の式と一次元モデルを組み合せた数値計算を行い,オ ゾンの増減を考察した。大気分子による
Rayleigh散 乱だけの場合に比べ,通 常の(Elterman)エ アロゾル分布の場合,上 層で03量 を減 らし下層で増す
傾向である。さらに上記エル・チチョンの影響下のエアロゾル分布の場合は,高 度20㎞ 付近で3%,35㎞ 付近で2
%の03量 の減少が見 られた。
南極 中層大気 エアロゾルの総合的研究 ※小野 晃(名 古屋大学水圏科学研究所教授),石 坂 隆(名 古
屋大学水圏科学研究所助手),森 田恭弘(名 古屋大学空電研究所助教授),伊 藤朋之(気 象研究所主任研究官),金




Mie粒 子測定器は,エ アロゾルによる光散乱を検出して,直 径0.3μmお よび0.5μm以 上の粒子の総散を直
接計数する方式で,RSll-78ゾ ンデに割り込ませて地上にデータを送信する。重量12kgで3kgゴ ム気球2個 で放
球,成 層圏までの計数が可能である。
Aitken粒 子測定器は,霧 箱方式を原理とし,エ アロゾル粒子を核として発生 した霧に光を当て,散 乱光強度を
測ってエアロゾル粒子の総数を求めるものである。総重量9kg。
測定器は国内でのテストを繰り返 し,精 度の高いものとして仕上げ,第24次 観測隊により昭和基地に搬入するこ
とができた。これは,同 隊から開始されるレーザーレーダーによる中層大気エアロゾル探査のバックアップとなる
もので,南 極中層大気エアロゾルの観測研究に貴重なデータを提供することが期待される。
本年度はその他,南 極エアロゾル,特 にsulfate粒 子の分子状態を直接同定する手段としてCa薄 膜法を確立す
ることができた。これは第25次 隊により野外観測に適用 し,南 極大気エアロゾルの性状を明 らかにする予定である。
南極地域における大気中微量成分濃度の精密測定 ※富永 健(東 京大学理学部教授),巻 出義紘(東
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京大学理学部助手):川 口貞男(教 授),福 西 浩(助 教授)
人間活動により大気中に放出される化学物質のうち,特 に安定で大気中寿命の長いハ ロカーボンの全地球的規模
での汚染を調べるため,放 出源か ら遠い南極域の測定を行っている。
従来から行 っている地上でのサンプリング(1981,1982年)の ほかに,本 年は共同研究の第1年 次として航空機
による上空大気の採取方法を開発 ・検討 し,地 上及び飛行テス トを行なった。
ハロカーボン類の大気中濃度は非常に低いものであり,又,採 取し,日 本に持帰 り分析するまでの期間が長い事
などを考慮 し,採 取保存容器の作成に工夫をこらした。内容積22の 全ステンレススチール製容器(ベ ローズバル
ブ付き)を 採用し,予 め250℃ で高真空に排気 したのち,内 面をシラン不活性化処理を施 し,さ らに高真空排気 し
て南極に持ち込んだ。又航空機による採取については,更 にエンジン排気の影響を避けるための工夫を行なった。
テス トは実際に南極で使 うピラタスPC-6型 機により調布一仙台間で実施 し,採 取 した試料を分析 し,装 置がほ
ぼ満足すべきものである事を確認 した。本装置は第24次 観測隊(1982年11月 出発)に より現地に持込まれ,現 在試
料採取がなされている。
極域の雲の性質 と形成 に関す る研究 ※武田喬男(名 古屋大学水圏科学研究所教授):川 口貞男(教 授),
岩坂泰信(客 員助教授),和 田 誠(助 手),山 内 恭(助 手)
極域は大気の条件が中低緯度とはかなり異なるため,極 域の雲の性質,形 成機構は中低緯度のものとはかなり異
なることが予想される。　POLEX-Northの 観測 ・解析の結果 もまた,北 極域では中低緯度の ものとは性質の異
なる雲がかなりの頻度で形成され,降 水形成効率が良いことを示している。本研究では,1979年1月 および7月,
1980年7月 の昭和基地の高層気象観測と地上気象観測のデータを用いて,南 極域の雲のタイプ ・性質と大気の状態
との関係を調べた。
解析から,雲 居内で気温が高さとともにほとんど変らない,タ イプIIと分類 した雲が,1979年,1980年 共に冬の
7月 にはしばしば観測されたにもかかわらず,夏 の1月 には一度 も見 られなかったと言う結果が得 られた。この雲
が発達するには,雲 自身の放射冷却が必要である。当然冬の7月 は放射冷却が効率よく行われるはずであり,そ の
ために7月 にはしばしば現われたとも考えることができる。このタイプの雲の存在高度を調べると,等 温層は度々
地表近 くまでのびているにもかかわらず,雲 底は地表近 くにも存在することがあるものの,し ば しば900mb高 度
より上にある。北極域の冬の場合,タ イプllの雲は,下 層の空気と冷たい地表との熱の交換により形成されはじめ
たと推測された。南極域の場合,雲 がしばしば900mb高 度以上の中層で見出されたことはタイプHの 雲が形成さ
れはじめる過程を示唆 している。このタイプの雲の形成過程は今後の興味ある課題である。,
極地の雪結晶の研究 ※山下 晃(大 阪教育大学教育部教授),権 田武彦(東 京理科大学理工学部助教授)
高橋忠司(埼 玉大学教育学部助手):和 田 誠(助 手),神 沢 博(助 手)
本研究の目的は,雲 物理学と結晶成長学の二つの観点から極地に降る雪結晶の特徴を可能なかぎり明らかにする
ことである。今年度は昨年度の実験を更にすすめ次の実験をおこなった。
(1)-40～-140℃ の温度範囲で,自 由落下法で氷晶を成長させる実験を行い,60μm以 下の氷晶の成長特性に
ついて次の結果を得た。-50℃ で成長する角板結晶は,成 長とともに晶癖は変化 しないが,同 じ温度で成長する角
柱結晶は,成 長とともに細長い角柱へと変化する。後者はKikuchi　 and　Hogan　 (1979)が 南極点で観測 した角
柱状のダイヤモンドダス トの特性とほぼ一致する。
(2)氷 晶核と生ずる氷晶の関係を一15℃と一20°C付近で実験により研究し,次 の結果を得た。氷晶板が昇華核と
して作用 し,核 の結晶性が直接氷晶の結晶性を決定するという結論を導き出すことは難 しいが,少 なくとも多結晶
性の核についてはこの結論があてはまることを示 している。
(3)自 然循環型クラウドチェンバーを用いて,比 較的低温領域で,壁 面あるいは糸の上に結晶を成長させ,自 由
落下中に結晶を成長させた人工雪実験 と比較 した。特に一20°C前後で成長する針状多結晶の成長速度,尖 端の形状
などについてい くっかの結果が得 られた。
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氷単結晶の屈折率の研究 ※尾中龍猛(筑 波大学物理工学系教授):前 晋爾(教 授),和 田 誠(助 手)




氷単結晶(Ih)は 六方晶系に属し,一軸性結晶であるので,屈 折率は常光線,異 常光線それぞれについて求め
　
られた。2537Aの 紫外部まで測定できたので,分 散関係はかなり正確に決定された。1/(n2-1)対 ω2の関係
か ら単一振動子モデルにおける振動子エネルギーが求められ,常,異 常光線に対 して共に12.3eVで あった。直線
か らのわずかなずれは,単 一振動子モデルが十分には正 しくないことを示 している。又屈折率の温度変化を測定 し
た。低温で結晶プ リズムが破壊するので低温側は一27.5℃ までであるが変化は殆んど直線的である。その温度勾配
は異常光線の方がわずかに大きく,又 波長が短い程大きい。屈折率の変化は,結 晶格子の膨張,収 縮によるものと,
電子偏極率によるものに分けられるが,偏 極率の温度変化が,格 子の温度変化に比べて小さいことは,氷 がよい近
似で分子結晶であることを示 している。
極地雪氷の構造と物性に関する研究 ※前野紀一(北 海道大学低温科学研究所助教授),古 川義純(北 海
道大学低温科学研究所助手),川 田邦夫(富 山大学物理学部助手):前 晋爾(教 授),西 尾文彦(助 手),和 田
誠(助 手)




その結果から,逆 に,み ずほ高原の任意の地点における10m雪 温と密度550㎞/㎡ の深さがわかれば,そ の地点の
年間堆積量を見積ることができる。本研究では,こ の方法が十分可能なことが示された。
氷の加圧焼結の実験は,人 工的に作成した直径200μmの 氷球を容器に充填 し,温 度一9～-40℃,応 力0.4～
2.OMPaの 範囲で行なわれた。試料の密度は時間とともに増加するが,増 加速度は,温 度が高いほど,ま た応力
が大きいほど大きい。
実験データの解析では,圧 縮粘性 という考え方を捨て,物 理機構に基づく速度式が用いられた。物質輸送過程と






















極地氷床氷 の力学的 ・電気的緩和現象 に関す る基礎 的研究 ※小黒 貢(北 海道教育大学旭川分校助教




現象に注目して,南 極氷床氷の力学的 ・電気的性質を調べ,人 工氷のそれと比較検討することによって,極 地氷床
氷の特異な性質の原因を究明することにした。
本研究の第一年度は,主 に北海道教育大学旭川分校において,力 学的緩和現象を重点に置き,以 下の事項に関 し
て可聴周波数領域の内部摩擦の測定を行った。
田 純粋な人工単結晶氷,多 結晶氷の内部摩擦とその時効効果







(3)不 純物の種類によって,力 学的緩和機構に対する寄与の程度が著 しく異る。又,そ れ らの時効効果 も不純物
の種類によって異る。
現在,上 記の結果の物理的機構について,様 々な角度より検討を加えているところである。
南極氷床流動 の機構一 モデル化を含む 一 ※東 晃(客 員教授),福 田明治(北 海道大学工学部助教授),
本堂武夫(北 海道大学工学部助手),中 尾正義(北 海道大学工学部助手),成 瀬康二(北 海道大学低温科学研究所助
手):楠 宏(教 授),前 晋爾(教 授),藤 井理行(助 教授),西 尾文彦(助 手),和 田 誠(助 手)
標記の研究課題の下で,我 々が具体的な問題として取上げたのは,1っ は白旗氷河流域の大氷床の流動の3次 元















定常2次 元モデルの計算 も行われ,い ずれも氷床表面近 くの流線,等 年代線が明らかにされた。
定常モデルの表面近くの流線を検証する一つの方法として,み ずほ基地ならびに周辺の浅層掘削氷の密度,含 有
空気量の測定からこの氷の氷化地点の温度 ・高度を測定することが試みられた。密度測定に浮力法を使う場合,気
泡量の多い氷試料に対しては表面積/体 積の影響が大きいことが明らかになり,そ の補正式を提案 した。 これによ
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って密度測定に3桁 の精度が確保され,氷 化密度と温度 ・高度との関係が得られた。




れ,そ の結果から氷結晶の活性化体積が計算され,水 の分子容の約3倍 という値が得られた。
南極氷床の変動 の地域特性 に関す る研究 ※樋口敬二(名 古屋大学水圏科学研究所教授),伏 見硯二(名
古屋大学水圏科学研究所助手),山 本勝弘(名 古屋大学水圏科学研究所助手),上 田 豊(山 口大学教育学部助教授):
前 晋爾(教 授),藤 井理行(助 教授)
本年度は,南 極観測計画として雪氷学的調査がスター トした、東クイーンモー ドランド氷床の流域区分と,そ の
流域特性について研究を行った。
東クイーンモードランドは,氷 が氷床表面の最大傾斜方向に流動すると仮定 し,図 のような流域に区分できる。
等高線は,高 度3,000mを 境にして内陸部は気球を用いた表面高度測定による地図(Levanon,1981),沿 岸部は
これと地上 トラバースの結果による森脇の原図(未 刊)を もとにしている。図の等高線や流域区分は今後の調査に
よって改め られるであろうが,今 のところ地上の調査による内陸部の地形情報にとぼ しい。ここでは,現 時点で想
定できる調査地域の氷床の特徴を,す でに調査されているみずほ高原の白癩,宗 谷流域と比較 してあげてみる。
図をもとに,流 出口へむかう氷の流線の傾向とMellor(1959)に よる流出タイプの分類をくみあわせ,氷 の流
動様式によって各流域の特徴を表現すると表のようになる。 ラグンヒルド流域に見 られる棚氷による氷の流出量の
調査は,日 本隊にとって未経験の課題であり,新 しい問題が生まれるであろう。
またラグンヒル ド流域は,2,000mの 等高線付近の特徴か ら,ベ ルジカ流域とセールロンダーネ流域 のふたつの
支流域に分けることもできる。図のような流域の境界線を設定すると,セ ールロンダーネ側は大山脈によるダム的
な効果で停滞気味と思われる小流域となる。一方,ベ ルジカ側はやまと,セ ールロンダーネの両山脈により等高線
が北に凸となった区域にはさまれ,広 い内陸部をもつ トラフ状の流路となり,対 照的である。いずれにせよ,こ れ




氷床表面の雪氷学的,気 象学的状態は,い ろいろな観点から各流域内での地域的特徴を検討 し,そ れ らを総合す
ることによって明らかになるだろう。このような方法によるみずほ高原での調査結果(Shimizuet.a1.,1978)
では,氷 床の地域的特性を,高 度を座標にとって分帯することができた。 しか し,1,000㎞ 近い奥行を もつ氷床流
域では,海 洋の影響の差異が明瞭に沿岸部と内陸部を分けるはずである。みずほ高原では等高線が海岸線とおおよ
そ平行に走っているため,海 岸からの距離がある程度,高 原で代用できたと思われる。 しか しラグンヒル ド流域で
は,沿 岸山脈があるため等高線がやや複雑で,内 陸部と高度は同一にあつかいにくくなろう。
また,斜 面下降風域が中心であったみずほ高原にくらべると,こ の地域では流域での内陸プラトーの しめる割合
が大きくなり,氷 床の地域的特性を表現する座標,分 帯の方法などが複雑になり,新 しい観点が必要になるであろ
































氷床における堆積の広域分布特性 ※若濱五郎(北 海道大学低温科学研究所教授):小 林大二(北 海道大
学低温科学研究所助教授),秋 田谷英次(北 海道大学低温科学研究所講師),山 田知充(北 海道大学低温科学研究所
助手),油 川英明(北 海道大学低温科学研究所助手):前 晋爾(教 授),藤 井理行(助 手)























このように,広 域での堆雪の分布特性は,降 雪量に大きく左右されると推測されるが,こ こでは,そ の再配分に
寄与する吹雪量の見積りを行う。
吹雪の飛雪の移動量の空間分布は,ほ ぼ指数関数的に,雪 面に近づく程多くなっている。吹雪量の測定は,雪 面
ごく近傍の集中 している所では,精 密な測定が困難であったことと,上 空の高い所ではデータを得るのに高い観測
搭の設置が必要な事の2つ の理由で吹雪量の総量を求めることはむずか しい。
南極での成瀬,成 田,小 林俊一,井 上等による地吹雪観測データを小林俊一がまとめたところによると,吹 雪量
の下限は零であるが,上 限は1m高 の風速が5m/S-iの 時,ほ ぼ6gm-1s-1,10ms-iの時100gm-is-1,
15mSHiの 時600gm-is-1と なっている。吹雪量の上限を経験式にあらわせば,
Q=0.01V4
但 し,Q:吹 雪量(gm-1s4),V:1m高の風速(MS-1)と なる。
北海道では,三 冬期間の吹雪量を1時 間又は3時 間毎の10分平均風速を用いて積算する場合,上 式のほぼ半分の
値を用いればよい。
氷床 コア による過去 の気候 復元 に関する研究 ※渡辺興亜(名 古屋大学水圏科学研究所助教授),北
野 康(名 古屋大学水圏科学研究所教授),山 田 穣(国 立防災科学技術 センター雪害実験研究所室長):楠
宏(教 授),前 晋爾(教 授),藤 井理行(助 教授)





積一削除の過程,変 態の過程が複雑に組み合わさったものといわれている。積雪層は確かに,降 雪量,降 雪期の気








1)に ついては,み ずほ高原で得 られた2m深 ピットの δ180プ ロファイルの特徴が(i)沿 岸,(ii)カ タバ
斜面および(iiD内 陸高原の三つの地域で異なることを示 し,ま たこうした特徴がみずほ高原各地で得 られた10m
深ボーリング ・コアのδ180プ ロファイルでどのように反映しているかを検討した。南極氷床表面層の観測では,
特にカタバ斜面域より標高の大きい地域では,堆 積時の初源的な δ180プ ロファイルが,堆 積直後よりはじまる積
雪の寒冷変態過程(霜 ざらめ化過程)に よって大きく変化することおよび,そ の変化の様相自体が地域の堆積環境
を示す可能性のあることを明らかにした(Watanabe,et.a1.,1981)。
2)については,み ずほ基地から得 られた150m深 コア(JARE-13に よって採集)に ついて,こ れまでJARE
-12の コアによって表層～60m深 の δ180分 析に加えて,60m深 ～150m深 の分析を行なった。この コアの150m
深付近は年平均の酒養量を7g/cdiと したとき,ほ ぼ1700年 前に相当する。現在JARE　 -12お よび13に よる150
m深 までの δ180プ ロファイルの解析は継続中であるが,い くつかの寒 ・暖期を反映する変動傾向が認められるよ
うである(加 藤 ・渡辺,1982)。 これらの寒冷期が全球的に認め られるNeoglaciationの 皿お よび皿とそれぞれ
の亜寒冷期とどのように対応するか興味深い。また,こ うした寒 ・暖期の変動プロファイルの特徴的なパターンは
同時期形成雪面復元の指標 となるので,氷 床の流動過程の解析にも貢献するものと期待されている。
氷床コア中の微小固体粒子の起源に関する基礎研究 ※藤井理行(助 教授),神 山孝吉(京 都大学理学
部助手),田 澤雄二(京 都大学理学部技官):岩 坂泰信(客 員助教授),和 田 誠(助 手)
宇宙塵研究にとって,極 地方の雪氷試料は,地 球物質の汚染や変成の影響が少ない,有 効な試料である。本年は




















Na-1は,　 Ni,　 Co,　 Ir等 が検出されなかったが,　wustiteが 存在する事から,地 球外である可能性が高
い。Na-2もCoを3%も 含む事から,海 底土中のスフェルールで報告されている比較的稀なマグネティックスフ
ェルールに類する物質と思われる。最後に今回最も興味をそそられたのは,No.-3,bO-4の 試料である。
XMA,中 性子放射化分析,X線 回折のいずれも,こ の物質がPerovskite(CaTiO　 3　)で ある事を示している。
希土類元素(R.E.)の 存在量も,非 常に高い。この存在パターン　(chondriteにnormalyzeし た)は,地 球




Perovskiteが 地球物質であったとしても,も ともと地表には,極 めて稀な鉱物であり,「 どこから,ど のよ う
にして南極の氷の中に入り込んだか」という問題は,大 気の大循環に関係する興味ある問題となる。
南極海氷域 の変動特性の研究 ※小野延雄(北 海道大学低温科学研究所教授),苦 土正暁(北 海道大学低
温科学研究所助手),滝 沢隆俊(北 海道大学低温科学研究所助手):楠 宏(教 授),川 口貞男(教 授),和 田
誠(助 手),山 内 恭(助 手)
南極や北極の海氷域と気候 とのかかわりを考えるためには,海 氷域の広がりと海氷域内部の水の状況(氷 野を構




西径0～25° 付近に中心をもつもので,ウ エッデル海の東にあたり,ウ エッデル氷湖(polynya)と 呼ばれ,年 に
よって位置や大きさが変化するが,7～11月 頃に現われた年が多い。
南氷洋の夏の水温鉛直分布は,水 深50～100mに 一1℃ 以下の極小,200～300mに+1℃ 以上の極大値 を持つの
が平均的な姿であるが,ア ルゼンチンの観測船によると冬に氷湖の現われるこの海況には水温の極大極小のはっき
りしない水温分布が見られた。
本研究では今年度は`ふ じ'に よるこの海域の海洋観測の資料を調べて,こ のような特異な海況がひんぱんに起
っていたかどうかを確かめることを行った。`ふ じ'が これまでにこの海域で観測を行ったのは1967,68,69,74,
75年の2月 頃に南極からの帰途においてである。測点間隔が離れているので,航 海に沿った断面図を描 くのは困難
であったが,や はりこの海域の海況には若干の特異性が見られた。極小温度が高 くまたその深さが浅いこと,極 大
温度が低いこと,さ らに極大層以浅の塩分量が高いことなどが特徴である。
このことは,水 温極小 と水温極大層との密度差が小さく,鉛 直安定度が小さいことを示している。水温極大層の
温度は1967～69年 に較べて74,75年 が低下 していることがわかり,1967～69年 に氷湖があったかどうかは不明であ
る。　NIMBUS-5号 以降の観測では1978年 以後大きな氷湖は見られなくなっている。
氷湖の結氷のような薄氷域での海水か らの塩排出の様子を,室 内実験や野外観測の結果をふまえて考察 した。排
出塩がどの位の塩分量のブラインとしてどれだけの量出るかと成長速度 との関係 として整理 した。この結果は南極
深層水との生成機構の解明に必要な知識を与えるものである。
南極周辺海域 の渦生成 について一北太平 洋亜寒 帯海域 の低温 渦と比較 して一 ※福岡二郎(北 海
道大学水産学部教授),三 宅秀男(北 海道大学水産学部助手):楠 宏(教 授)
本年は海洋資料センター(水 路部)よ り栄養塩の値も含む南極海の海洋資料を入手 した。1932～1974年 間の50°
S以 南の627点 である。このうち,太 平洋海域の東部及び西部の2海 域に分けて力学的高低図(1000dbを 基準 と し
た100db面 の高低図)を 求め,さ らに水塊分析を行 った。
東部海域(9〔)°～100°W)は 比較的高圧部に属 し,西 部の13ずW付 近は低圧部となっている。次にこの2つ の
海域のT-S図 による水塊分析を行った。東の10()°w付 近の水塊は5ずSで は著 しく水温が高く,60°S付 近で
も比較的水温が高い。一方,13ずW付 近では最も北の点でも10()°w沿 いの最南点の水温に似ており,南 の点では
水温が著 しく低い。このような水温の差に対する説明は不充分であるが,海 底地形との関連が推定される。即ち東





低温域 におけるLyman－ α線を利用 した水蒸気量計測法の開発 と応用 ※山下喜弘(気 象研究
所主任研究官):川 口貞男(教 授),岩 坂泰信(客 員助教授),和 田 誠(助 手),山 内 恭(助 手)
本研究の主目標は,極 域中層大気中の微量(数ppmV程 度)の 水蒸気の計測方法とその測器の開発である。第2
年度は,南 極MAPの 一環として,第24次 南極観測隊で使用する 「バルーン搭載用」　Lyman－ α/OH湿 度計
を開発 してきた。またこの湿度計の校正方法 ・装置を試作 した。
この湿度計の検出部の構成は,航 空機搭載用のものと基本的にかわ らないが,検 出器容器への空気送り込みは,
バルーンの上昇(下 降)を 利用して風路系を通じておこなう方式とした。バルーン搭載のためには,湿 度計全体を
小型 ・軽量化する必要がある。特に,励 起状態のOH基 か らの蛍光の光子計数処理部分を小型軽量化 した。
校正には,従 来の方法一基準湿度計,化 学的湿度測定法一が簡単に適用できない。我々は次の方法と装置を考え
た。露点温度が知れている高純度標準ガス(水 分量,約3　 ppm　 V)と,高 純度窒素ガス(水 分量,約200ppmV)
の2種 類のガスを分割器を通して混合比を変え,毎 分IO4程 度検出部容器に流入出させ,各 段階で,フ ォトンカウ
ンターか らの出力を調べ校正曲線を作成した。
マイク ロ波 と雪氷の相互作用 に関す る基礎 的研究 ※黒岩大助(北 海道工業大学教授),松 本 正(北
海道工業大学教授),鈴 木勝裕(北 海道工業大学教授),:楠 宏(教 授),前 晋爾(教 授),和 田 誠(助 手)
本研究の目的は,マ イクロ波と雪氷の相互作用を明らかにし,　Active　Microwave　 Remote　 Sensing技 術開発
への基礎的資料を得ようとするものである。本年の研究は上記の目的を昨年度の研究か ら更に進めたもので,4項
目の観測,実 験をおこなった。
(1)4月 末と5月 中旬に手稲山と大雪山旭岳で10GHzと30GH2の マイクロ波を使用 して,積 雪からの後方散乱を
測定 したところ,融 雪時に特有の現象と考えられる日変化のパターンを見いだ した。
(2)の 野外実験の理論付けを試みるために実験室内に天然のブロックを融か し,10GHzと30GHzの ア留 クロ波後
方散乱の時間変化を測定した。同時に室温 ・表面および内部における雪温,積 雪ブロックの高さ,融 水量,比 重の
変化を測定 した。
㈲ ガラスビーズを使用して模型積雪をつくり,ネ ットワークアナライザーを利用 して反射減衰量 と位相量を測
定 した。
(4)2-8GHzと8-12GHzのマイクロ波周波数帯域を使用 して,小 規模のFM-CWレ ーダーを構成 し,実 験
室内と野外で基礎的実験に着手 した。
従来,融 雪期の積雪は含水量が大きすぎてマイクロ波の減衰が大きく,マ イクロ波センシングには不向きである
というのが通説であるが,こ の(1},② の方式による融雪期のマイクロ波センシングは,融 雪の速度を精度良 く検出
できる。(3)および(4}は,今 後の更に詳細な分析が必要である。
アイ ス レーダーエ コーの解析 方法とデータ処理 に関す る研 究 ※西辻 昭(北 海道大学応用電気研究
所助教授),星 山満雄(北 海道大学応用電気研究所技官):楠 宏(教 授),前 晋爾(教 授),和 田 誠(助 手)
本研究は電波氷厚計のエコー波形を利用 して,氷 床下の状態測定が出来るか如何を検討し,新 しい測定方法の開
発を目的としたものである。本年は南極で求めた氷床からのレーダーエコー波形を基礎に,次 の四つの解析方法に
ついて検討した。
(1)氷 床モデル,温 度プロファイルを用いる解析方法。② 氷床モデルと温度プロファイル微分方程式を用いる
解析方法。(3)② と同様であるが,レ ーダビーム分割法を用いる解析方法。(4)氷 床モデル,温 度プロファイルを
仮定 しない解析方法。田の解析法から,モ デルを用いた理論値と実測エコー波形の標準のものとは良い一致を得る





極地使用地吹雪計の開発 ※竹内政夫(北 海道開発局土木試験所副室長),石 本敬志(北 海道開発局土木試
験所主任研究官),野 原他喜男(北 海道開発局土木試験所研究官):前 晋爾(教 授),和 田 誠(助 手)
極地使用地吹雪計の開発ということから,本 年度は,セ ンサー仕様が,気 温一30°C,風 速50nz(sま での環境に耐
えられ,25㎜ の投受光器間に同時に複数の雪粒子が入 らない限り,任 意の高さに設置可能である。米国林野庁森林
研究所のSchmit　 et　al.の 開発 した,ス ノーパーティクルカウンターのテス トをおこなった。これは小型軽量で雪
片個々の数や大きさを測定でき移動測定などにも便利である。
テストでは,こ の測器を雪面上に設置 し,同 時に観測 した透過率計や補雪ネットを使うタイプの飛雪量計との比
較測定を行 った。入力信号は周波数が高 く,FM変 調方式の磁気テープへの記録は無理なため,DRア ンプを経て,
磁気テープに記録 した。これ らのテストか らこのスノーパーティクルカウンターは極地で も有効に使用できるもの
と思われる。
雪氷関連諸量の人工衛星テ レメ トリーの極地 の応用 ※木村忠志(国 立防災科学技術センター雪害実験
研究所室長):楠 宏(教 授),前 晋爾(教 授),藤 井理行(助 教授)
昭和56年10月 下旬に奥只見ダムに設置 した積雪DCPは,昭 和57年5月17日 まで,ほ ぼ予定 した期間作動 し,積
雪DCPと,GMSのDCS回 線の確実性がた しかめられた。本年度は,以 上の結果にもとついて,奥 只見水系内





2月25日 の点検以来,送 ・受信は良好に維持されている。5月 中旬の動作終了時でなければ完全な評価は出来な
いが,恒 温槽を廃 した水晶時計の交渉も現段階では受信資料に現われていない。また,設 置時に施行した丸太によ
る雪囲いは,点 検時に4.6mの 積雪下で健全なことが判明した。山地への設置にあたっては,不 可欠と思われる。
今回の移設は,作 業員5名,電 工/積 雪DCP調 整要員3名 を要 し,5日 間を費や して実施された。今後極地な
ど,多 方面で利用するためには,設 置時の必要人員数と所要日数を数人程度にする必要があろう。このためには,
積雪DCP本 体の小型軽量化と,省 電力化を,更 に進める必要がある。また,現 用の属亜鉛燃料電池は,容 量/体
積比が大きく,内 部抵抗の小さい点は有利であるが,動 作中酸素の供給が必要であり,低 温特性があまり低くない
という難点 もあるので,電 池容量の小型化をはかって,リ チウム電池の使用を可能にする必要もある。
掘削孔内測定器具 の開発 ※鈴木義男(北 海道大学低温科学研究所教授),成 田英器(北 海道大学低温科学
研究所助手):藤 井理行(助 教授),和 田 誠(助 手)
1.氷 床流動モニター用傾斜計
市販の高精度加速度計を利用 した傾斜計を考えた。この加速度計は,振 子型サーボ加速度計で振子幅に垂直方向
の加速度(D.C.～ 数百HZ)を 測ることができる。振子幅と鉛直軸との角をθとすると,重 力により生ずるGs
inθ の静的加速度が測れ,し たがって θが判る。分解能は10-6G以 下であるので,θ 一〇°付近での角分解能は
10'6ラ ジアン(約02")以 下である。みずほ基地500m深 での傾角変化は,年 間1～2'と 推定されるので,1
/300～1/600年,つ まり1日 程度の経角変化の検出の可能性がある。
加速度計は,外 壁が ヒーターで加熱できるようにしたシリンダー内に入れ,シ リンダー上部に小径の水タンクを
取 り付ける。これを,ア ーマードケーブルで地表より吊し,所 定深さで水タンクのバルブを開きシリンダー外面に
水を流 し,傾 斜計を孔に凍着させる。測定終了後はヒーターに給電 して氷を融か し,傾 斜計をケーブルにより回収
する。
2.ド リル取付け用傾斜計
ドリル全長を3m,ド リル孔との隙間を3mmと れば,孔 軸と ドリル軸との不一致は θ=10-3=3程 度 となりうる
のでこれ以上精度をあげても無意味である。実用上は,0.1°=0.6'x2×10-3の精度で充分であろう。500ml
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振子で1mの 変位を検出すればよい。非サーボ型は測定範囲が狭いが,現 在の ドリルはかなり直進性がよいので,
この方式(村 田式もこれに入る)で よいであろう。傾斜計全長を短かくするため,振 子を気泡水準器にかえ記録は
影写真によることが考えられる。
南極大気 のエネル ギー収支 の解析 ※楠 宏(教 授):石 田 完(北 海道大学低温科学研究所教授),
小林大二(北 海道大学低温科学研究所助教授),小 林俊一(北 海道大学低温科学研究所助手),石 川信敬(北 海道大
学低温科学研究所助手),大 野武敏(北 見工業大学教授),高 橋修平(北 見工業大学助教授),中 島暢太郎(京 都大
学防災研究所教授),井 上治郎(京 都大学院災研究所助手),安 成哲三(筑 波大学地球科学系講師),千 葉 修(高
知大学理学部教授),松 野太郎(東 京大学理学部助教授),中 村 一(東 京大学理学部助手),萬 納寺 信崇(東 京
大学大学院学生),佐 藤和秀(長 岡工高等専門学校助教授),大 畑哲夫(名 古屋大学水圏科学研究所助手):川 口貞
男(教 授),田 中正之(客 員教授),前 晋爾(教 授),西 尾文彦(助 手),藤 井理行(助 教授),和 田 誠(助 手),
山内 恭(助 手),神 沢 博(助 手)
1.は じめに






は10g-1inear分 布と仮定 し,良 好なデータの中から仮定の成り立つ範囲で常数を定め,そ れを使って他の場合 も
含め最終的に顕熱を求めようというものである。





値で冬期 一〇.0051y/min(上 向き)夏 期で0.01y/励 弱 という結果である。
みずほ基地よりさらに300㎞ 以上内陸のV142,や まと山脈裸氷域等の広域における観測結果か ら,地 域毎の境界






接地逆転下にあり,さ らに風速は通常昭和基地と異なり夏期の一時期を除き10m/s以 上と強いこと,が 明 らかに
された。




以上の観測事実を説明 し,か つその物理機構をより良 く理解する一助として,モ デルによる数値シミュレーショ
ンが試みられた。未だ定量的に観測値を説明す るまでには到っていないが,地 面傾斜とカタバ風の強さ,逆 転層の
厚さ,強 さの関係,風 速の鉛直分布パターンなど,定 性的なことは議論できる結果が得られた。
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5.ま とめ
以上,2年 間にわたる特別共同研究を通 じて,み ずほ基地を中心として沿岸からカタバ風帯までの熱収支の様相
が明らかにされた。今後は,こ の成果をふまえ,東 クイーンモー ドランド計画,世 界気候変動研究計画(WCRP)




極軌道衛星 と地上で の比較観測 による雪氷面の放射 およびマイク ロ波特性 の研究 ※楠 宏(教





実験は83年 の1月 から2月 にけて約2週 間,北 海道母子里において行なわれた。実験は,密 度,水 当量,雪 質,
含水率,の4つ のパ ラメーターをそれぞれ変えることによっておこなわれた。




方が12GHzに 比べて高い温度を示す。これは,積 雪が増すにつれて,雪 の下の状態からの放射量が減 り,あ る厚さ
になるとほとんど積雪からのみの放射量だけになるためと考えられる。 しかし乾いた雪ではこの厚さが1m以 上で
もまだ下からの影響があり湿雪の場合と全 く違った結果となっている。
(3)雪 質は温度にめだった変化を与えなかったが,今 回は2種 類のみであり今後,他 のパ ラメーターをしっかり
固定 し詳 しい実験が必要と思われる。
(4)水 を含ませる実験は,水 の浸入層からの影響がはっきり示されたが,水 のまき方などむずか しい点が多 く,
今後もう少 し定量的な測定が必要である。
(奨 励研究)
南極大気 の垂直温度分布 の解析 に関す る研究 山内 恭(助 手)
TIROS/NOAA系 の極軌道衛星により,地 上観測点のまれな南極域の気温の鉛直分布,水 蒸気 ・オゾン等の物
質分布を求めるための,解 析方法を確立することを目的とした。
南極昭和基地で受信されたNOAA-6,7の うち,年 間を通じて毎月10軌道の衛星データを解析に用いた。南
極の衛星データの解析の難 しさは,雪 面の高いアルベードと低温による雲識別の困難と,2～3000mに およぶ大陸
内の地表面の高さである。そのため,鉛 直温度分布にっいては,　TOVSデ ータのうち赤外HIRS/2に よるものは,
高い層に重み関数のピークがあり,400mb高 度以下の層の影響を受けない3つ のチャンネル(668,679,691
c皿4)を 使い,上 層の温度分布を求めた。その結果は,1月 単位で係数を与えることで,温 度は平均2乗 誤差1℃
程度 と,精 度良 く決 った。マイクロ波MSUデ ータからも,同 じく温度分布を求めた。マイクロ波の場合,雲 の影
響は少いが,地 表面高度や表面の射出率が影響する。昭和基地ゾンデデータを使 って回係数を決める際には,各 表
面高度用に分けて各々係数を定める必要がある。MSUに よる対流圏の温度分布は,係 数を決めた昭和基地を含む
沿岸域では精度良 く求まったが,内 陸については,未 だ定量的議論をするには問題の残る結果となった。雪面の射
出率の違いをより詳細に考慮する必要があると考えられる。
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オゾン全量の導出については,　HIRSの チャンネル1～3,9(1028cm")こらに.,、面温度 の影響を除 くため
に8チ ャンネル(898cm-1)を 加え,昭 和基地 ドブソン観測値と合うように回帰係数を定めるという統計的 手法を
使った。通年のデータの解析だが,オ ゾン量の状況の著 しく異る時期に分け,秋 の2～4月,冬5～8月,春 先の
変動期9～11月,そ して夏のユ2～1月 の4期 で各々係数を決めた。その結果,オ ゾン全量は,昭 和基地 ドブソン値
と比べる限り,平 均2重 誤差10m・atm・cm程 度で決まり,大 陸北東部の広域の水平分布,動 きを議論できる結
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イ)口 頭 による発表
題 目 発 表 者(所 属) 発表 した学会等の名称等 発表年月
南極みずほ基地における高層気象観測 川口 貞男 日 本 気 象 学 会 57.5
気象衛星 「ひまわ り」の写真を用いた雲解析 田中 正之(東 北大 ・理) 〃 〃
中島 映至(〃)
石川 重年(〃)
波長別直達日射計による大気混濁度推定の問 山内 恭 〃 〃
題 一 南極みずほ基地における観測例一




実験室用Lymanα/OH水 蒸気計 山下 喜弘(気 象研) 〃 57.10
和田 誠
山内 恭
岩坂 泰信(名 大 ・水圏研)
ソーダによる南極 カタバ風の観測 小林 俊一(北 大 ・低温研) /ノ 〃
(Polex-South)石川 信敬(〃)
大畑 哲夫(名 大 ・水圏研)
川口 貞男
、




雨 滴,ア ラ レ,雪 片 の レー ダ ー反 射 強 度 の 計和田 誠 〃 〃
算 －Pulse　 to　Pulseに よ る
雲の長波長放射特性 川口 貞男 〃 〃
英国ハ レー基地での雪氷コア掘削と解析 藤井 理行 日 本 雪 氷 学 会 57.10
国際南極氷床観測会議出席報告 楠 宏 〃 〃
マイクロ波放射計による積雪の観測 和田 誠 〃 〃






南極海の海洋渦の問題 福岡 二郎(北 大 ・水産) 第5回 極域気水圏シンポ 57.ユ2
楠 宏 ジウ ム
三宅 秀男(北 大 ・水産)
みずほ基地とハ レー基地積雪のpHの 季節 藤井 理行 〃 〃
変化
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みずほ基地における雪の酸素同位体組成の 加藤喜久雄(名 大 ・水圏研) 第5回 極域気水圏シンポ 57.12
季節変化 藤井 理行 ジ ウム











低温での雪結晶の成長 山下 晃(大 教大) 〃 〃
和田 誠
浅野 浅春(大 教大付高)
ソーダによる南極氷床上の大気境界層の観測 小林 俊一(北 大 ・低温研) 〃 〃
石川 信敬(〃)
大畑 哲夫(名 大 ・水圏研)
川口 貞男
みずほ基地の接地気層の特性(皿) 大畑 哲夫(名 大 ・水圏研) 〃 〃
石川 信敬(北 大 ・低温研)
小林 俊一(〃)
川口 貞男
総観規模 じょう乱とみずほ基地の気象 川口 貞男 〃 〃
みずほ基地における接地逆転と放射収支 山内 恭 〃 〃
南極対流圏の放射冷却 川口 貞男 〃 n
衛星及び地上観測による南極大気の放射収支 山内 恭
G.G.Campbell(NCAR)/ノ 〃
サ ンフ ォ トメ ー タ ー法 に よ る 「ふ じ」 航 路 上 松原 廣司(高 層気象台) 〃 〃
で の 消散 係 数 の測 定 結 果(1979.11.25一 大畑 哲夫(名大 ・水圏研)
12.17,1981,2.19-3,11)川口 貞男
南極昭和基地における消散係数の測定一 松原 廣司(高 層気象台) 〃 〃
サ ン フ ォ トメ ー タ ー法 に よ る一 川口 貞男
成層圏全球平均温度の垂直勾配の変化 神沢 博 〃 〃








い た 水 蒸 気 量 測 定 法
山下 喜弘(気 象研)










refractive　 index　 diagnostics　 for
observed　 sudden　 warmlngs
神沢 博 日米セ ミナー 「中層大気
の力学」
57.11
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昭和基地周辺の地形 及び後期新 生代地質 に関す る研究 教授 吉田栄夫,助 手 森脇喜一
本年度は,第22次 観測で得られた資料の整理を中心に研究を実施した。
(1)リ ュツォ・ホルム湾沿岸露岩地域では,未 固結堆積物の分布,性 質,地 形との関連を考察 し,ラ ングホブデ
地区に卓越する融氷流水堆積物の地形か らみた氷床縮小過程や,形 成期などの推定を行った。スカルブスネス地区
では,特 徴ある堆積物をロッジメントティルと判断 し,形 成年代についての資料は得 られていないが,過 去の氷床
の特性の一部を示すものであり,こ れまでの他の堆積物再検討の手掛りを与える鍵層となる可能性あるものとして,
Osen　 Glacial　 Bedと 命名した。
アムンゼン湾沿岸 リーセルラルセン山予備調査資料か らは,不 充分ながらこの地区の地形分類を行い,地 形発達
を考察 した。この地域は沿岸近くのアルプス型地形を呈するところとして,ま た厚 く古いと推定される氷河堆積物
の分布するところとして,昭 和基地周辺と地形的特徴が異なり,比 較研究の上で注目される。
② リュツォ ・ホルム湾の海底地形について海底地形図の作成を行い,そ の地形的特徴と意義を考察 した。これ
は一般共同研究課題の一つを構成する研究であり,そ の項で報告する。
㈲ 以上のほか,20次 観測までの資料に基づき,リ ュツォ ・ホルム湾からプ リンスオラフ海岸,内 陸やまと山脈
にかけての自然地理学的特徴がまとめられた。また,南 極地域における氷河地形に関する問題について,総 説と問
題の提起を試みた。
南極プ レー トの研究 教授 神沼克伊,客 員教授 高木章雄,助 手 渋谷和雄
第20～22次 南極観測隊で得 られた地球物理学的な諸データをもとに,主 に昭和基地一みずほ基地一やまと山脈に
わたる地域の地下構造を得ることを中心に研究をす 、めた。人工地震観測の結果,昭 和基地一みずほ基地間の地震
波の速度構造が得 られた。さらに,そ の測線上で実施した重力測定,航 空磁気測量の結果も含め,こ の線を南極大
陸地下構造のひとつのモデル測線とした。
今後は,こ のモデル測線の結果にしたがい,重 力,ま たは航空磁気のデータのみからでも,地 下構造の推定が可
能となり,昭 和基地付近一帯の地下構造を面的に求めることが可能となった。
主な結果としては,リ ュツォ・ホルム湾沿岸の重力異常分布図及び磁気図,昭 和基地一みずほ基地の地震波速度
構造がまとめられた。また,昭 和基地での傾斜計による連続観測,地 温観測などのデータにより,大 陸地殻の挙動
の解明への第一歩を踏みだせた。
西南極のプレートに関する情報は,エ レバス火山の研究から得ている。東南極,西 南極のプレートの対比,さ ら
には海上重力から得られた南極プレー トの海洋域の構造との対比を行なえるようなデータが,よ うやく集まり始め
た段階である。
南極エ レバス火 山の地球物理学的研究 教授 神沼克伊,客 員教授 高木章雄,助 手 渋谷和雄




に見て2種 類あることがわかった。解析結果の一部は渋谷et　al.に より地震学会(57年10月 京都),火 山学会
(57年5月 東京,57年10月 鹿児島),地 学シンポジウム(57年10月 極地研)に おいて報告された。57-58年 度は日
本側から神沼(極 地研),植 木(東 北大),小 山(震 研)が 参加 し,テ レメーターの保守及び臨時観測を行ったほか
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山頂での重力測定,火 口の ビデオ撮影等も実施した。










東南極盾状地 の地質学的研究 助教授 矢内桂三,助 手 白石和行
第20次 から第22次 南極観測隊までの3ケ 年の地学研究計画で得られた資料を整理し解析することを中心に研究を
すすめている。地域としては,や まと山脈やベルジカ山脈を含む内陸露岩地域,リ ュツォ・ホルム湾地域,プ リン




外の産状や岩石記載学的に,両 輝石閃長岩,単 斜輝石石英モンゾ閃長岩,単 斜輝石閃長岩の3種 に分類できるが,,
個々の成因や因果関係についてはよくわかっていない。そこで,す でに公表されているデータを含め,の べ34ケ の
閃長岩質岩の主要元素とRb,　Sr,　Zr,　Th,　 Uの 微量元素を検討した。その結果,鏡 下や肉眼的特徴,鉱 物組合





② プ リンス ・オラフ海岸の構造地質学的研究
延長200㎞ 以上にわたるプリンス ・オラフ海岸の地質構造に関する知見は,第20次 観測隊より前には,少 数の露
岩での断片的なものにすぎなかったが,最 近同海岸の主な露岩地域の調査がひととおり終了したため,全 域の地質
構造の特徴をとりまとめる段階になった。とはいえ,露 出面積も少く,連 続性の悪い地域であるか ら,個 々の地域
の特徴を列挙して全体の構造を推定することになる。その結果,次 のような共通した特徴を挙げることができる。
① 顕著なフォリエーションの一般的な走向は,　NW　 -　SEで,同 方向の摺曲軸をもっ等斜－tight　 な摺出が
発達する。
② この方向の摺曲軸は,露 頭単位で も,露 岩単位でも認められる。
③ 鉱物の形態定向配列による線構造 もこの方向であることが多い。
④　 NW-SE性 の巨視的な摺曲軸はNE-SW性 の摺曲作用をうけている。同様の小摺出も観察される。
⑤ この地域に広く分布する ミグマタイ トは,ド ーム状構造や摺曲の背斜部を構成することが多い。
⑥ 典範的な裂か系は全地域に認められ,そ の方向から予想される最大圧縮応力方向は,プ リンス ・オ ラフ海岸
の海岸線と調和的になる傾向がある。
これ らの事実と,リ ュツォ・ホルム湾で認められる地質構造の特徴を詳細に比較検討し,東 経3げ ～45° の地質
構造発達史をまとめることが当面の課題である。
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昭和基地付 近産 岩石の年代学 的研究 助教授 矢内桂三,助 手 白石和行
昭和基地を中心とする地域の地質学的研究は多方面か ら進められ,地 質図の作成,地 質構造発達史,変 成相に関
する岩石化学的研究等が,精 力的に進められて来た。 しか しなが ら,先 カンプリァ代と考えられている当地域の年
代学的研究はかなり遅れており,い くつかの測定結果は公表されているもの 、当地域の地質発達史を論ずるに足 り
る十分な年代測定値は,ま だ得られていない。本年度か ら,地 質調査所地球化学研究室の協力を得て,主 に変成岩
頚のRb　 -Sr年 代の測定を進めてきた。本年度は,オ ングル島及びやまと山脈産変成岩類の測定を行 ったが,
いずれも10億年より古い値は得ていない。変成岩類の年代測定には,実 測値の解釈の問題や,サ ンプリングにも火
成岩とは違った問題が含まれている。次年度に於ては測定数を増 し,全 岩年代の他に,鉱 物年代についても測定を
進める。
南極 マクマー ドサ ウン ド地域 の古地磁気 学的研究 所長 永田 武,助 手 船木 實
1977-79年 にマクマー ドサウンド地域から採集された合計602個 の古地磁気学用岩石試料の古地磁気学的 ・岩石
磁気学的研究は今年をもって一応終了することができた。その結果は以下に記述する通りである。
(1)ロ ス島を中心に分布する第三紀末から第四紀にかけての溶岩の持つ自然残留磁気(NRM)か ら計算される,
みかけの磁極(VGP)の 位置は,半 径30度 の極域に分布する。これは南極大陸が移動したと考えるよりも,非 双出
子磁場の影響のためと考えた方が妥当である。またVGPの 分布の中心が,現 在の地球回転軸 と一致することから,
少なくともこの時期には南極は現在の位置にあったと考えられる。
(2)ロ ス島ハ ットポイント半島を構成する溶岩類のK/Ar年 代と,　NRMの 極性はよい対応を示している。
(3}マ クマー ドサウンド地域のジュラ紀のフェラー ドレライ トか ら計算されるVGPの 位置は,南 極横断山脈全
体から得られる値とほとんど一致する。その中心位置は,現 在の南太平洋である。
(4)こ の地域のビーコン累層群は,基 本的にフェラー ドレライ トの貫入によってキュー リー温度以上に焼かれ,
ジュラ紀の磁極の方向に再磁化 しているが,一 部では堆積残留磁気(DRM)を 記憶 している。
(5}ア ーラン丘のビーコン累層群は二畳紀末～三畳紀にかけてのDRMを 記憶 している。そのVGPの 値は,
ジュラ紀の値 と非常によく似ており,こ の間南極大陸はほとんど動かなかったと推定される。
(6)ラ イ ト谷底を構成する基盤岩(オ ル ドビス～カンプリア紀)は,フ ェラードレライトにより500℃ まで焼か
れた。その結果マグネタイ トは古生代末期の磁極を記憶 しているが,チ タノマグネタイトはジュラ紀の磁極を記憶
している。
(7)オ ル ドビス～カンプリア紀にかけて,南 極大陸は赤道付近に位置 しており,こ れは同時期の東南極全体の結
果と一致する。
(8)オ ル ドビス～カンプリア紀のNRMの 偏角の方向は,ウ ィルクスランドとクイーンモードランドでは15～
20度のずれがあり,ラ ンバー ト氷河に沿って東南極大陸が割れた可能性を示 している。
以上の結果に基づき,東 南極大陸のVGPの 軌跡は他のゴンドワナ大陸を構成 していた諸大陸から得られたもの
とよく一致する。またSmithand　 Halam　 (1970)の ゴンドワナ大陸のモデルにしたがい,ア フリカ,オ ース ト
ラリア,南 米,イ ンド諸大陸のジュラ紀と古生代末紀のVGPを 移動させると,お 互いよく一致する。
(2)共 同研究 ※印研究代表者:印 以下極地研担当教官
ア)一 般共同研究
リュツ ォホルム湾沿岸及び周辺の地質学的研究 ※松本径夫(山 口大学理学部教授),加 納 隆(山
口大学理学部講師),西 田民雄(佐 賀大学教育学部助教授),浅 見正雄(岡 山大学教養部助教授),杉 崎隆一(名
古屋大学理学部助教授):吉 田栄夫(教 授),矢 内桂三(助 教授),森 脇喜一(助 手),白 石和行(助 手)
本研究の主要な目的は,南 極観測隊による地質調査の一次資料を解析 して各地域の地域地質をまとめ,地 質図
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(Antarctic　Geolagical　 Map　 Series　)の 刊行を行うことである。併せて昭和基地を中心とした広地域的な地質
に関する知見をまとめ,東 南極楯状地の地質構造発達史の解明に寄与することも重要な目的である。
これ らの成果として,関 連する他の共同研究者の協力を得て,本 共同研究期間中に,5編 の2万5千 分の1地 質
図を刊行することができた。 このうち3編 はプリンスオラフ海岸,2編 は内陸山地のもので,日 本隊のこれまでの
調査範囲である東経30° ～4♂ の地域の地質の大要はほぼ判明 したことになる。
これまでの調査結果から明らかになった地質学的知見を挙げると,
1.本 地域を構成する基盤は,高 変成度の変成岩頚と,深 成岩類からなるが,リ ュツォホルム湾一プリンスオラ
フ海岸地域と内陸やまと山脈一ベルジカ山脈地域の2つ の大きな地質単元に区別 される。
2.沿 岸地域では東端の新南岩か ら西方の宗谷海岸に向けて,徐 々に変成度が上昇し,そ の広域変成作用は10億
年前頃生じたものであるらしい。
3.宗 谷海岸で知 られる重複 している変形作用と同様の性質の変形作用は,プ リンスオラフ海岸でも認められる。
4.一 方,内 陸地域では中性～酸性の深成作用が活発である。広域変成作用は角閃岩相上部程度のものが普遍的
であり,原 岩組成とあわせて,西 方のセールロンダーネ山地地域と地質学的に類似している。
5.年 代学的データによれば,内 陸地域の主要な広域変成作用,深 成作用は5～6億 年頃と推定され,沿 岸地域
の花圃岩,ペ グマタイトの活動時期に相当する。また,ア フリカのパ ンアフリカン変動時相に対応すると思われる。
なお,調 査地域の拡大や参加研究者の増大によって,こ れまで各地域で独立的に使用 していた岩石の分類や用語
の使用体系を統一する必要が生れてきた。このため南極の地質研究者間で,1978年 以降数回の討論会を開いてこの
問題を検討 し,一 応の基準をまとめて印刷に付することができた。
東南極の地質構造 と地殻形 成の研究 ※木崎甲子郎(琉 球大学理学部教授),林 大五郎(琉 球大学理学
部助手),仲 井 豊(愛 知教育大学教授),鈴 木盛久(広 島大学理学部助手),広 井美邦(金 沢大学教育学部助手):矢
内桂三(助 教授),白 石和行(助 手)
本共同研究の成果として,次 の点が挙げられよう。
1.21次 隊および22次 隊の調査した,フ リ゜ンスオラフ海岸の二番岩および新南岩について2万5千 分の1地 質図
巾,並 びに説明書を作成した。
2.第22次 隊までに採集された標本にっいて,顕 微鏡観察,　EPMA分 析,年 代測定を行い,記 載岩石的なデー
タを蓄積 した。
3.プ リンスオラフ海岸から宗谷海岸にかけて分布する基盤岩頚の変成相 ・変成相系列の検討を行い当地域にお
ける変成作用の特徴を明らかにした。特に,a),当 地域のアル ミナに富む変成岩には,珪 線石の他に藍晶石 も産
出し,こ れらの岩石が中圧型の広域変成作用を受けた。b),プ リンスオラフ海岸の東部(新 南岩から日の出岬)に
は,十 字石やカルシウムに乏 しい角閃石が産出し,西 部ではザクロ石,ア ル ミナシリケイ トの集合体と斜方輝石が
産出することから,プ リンスオラフ海岸は2っ の鉱物帯に分帯され,東 から西に向って変成度が連続的に上昇する。
c),花 商岩～ペグマタイトが多量に分布する部分では,藍 晶石,珪 線石,紅 柱石が産出し,花 商岩～ペグマタイ
トの貫入によって,局 部的に再結晶 している。上記のことや,同 位体年代測定のデータか ら,プ リンスオラフ海岸
から,少 なくともラングホブデにかけて分布する変成岩の形成 ・発達史として,次 のことが想定される。





このような変成岩の発達史は,ソ 連隊やオース トラリア隊の発表 した発達史と異なっている。すなわち,ソ 連隊




東南極地域 の変成岩 ・深成岩類の岩石化 学的研 究 ※蟹沢聰史(東 北大学教養部教授),山 岡一雄
(東北大学教養部教授),大 貫 仁(弘 前大学理学部教授),吉 倉紳一(高 知大学理学部講師),白 幡浩史(室 蘭
工業大学助教授),田 中久雄(山 形大学理学部助教授):矢 内桂三(助 教授),白 石和行(助 手)
昭和57年 度は,次 のテーマで研究を行った。
〔1〕 明るい岬,お よび二番岩の変成岩類の全岩化学組成と造岩鉱物のmineralogyを 明らかにする。 〔2〕
長石,天 文台岩,あ けぼの岩および新南岩に分布する角閃岩相～ホルンブレンド・グラニュライ ト相岩中のホルン









Longhovdeお よびPrince　 Olav　Coastに 分布する角閃岩相～ホルンブレンド・グラニュライ ト相の主 として
苦鉄質変成岩類中のホルンブレンド23個,岩 石16個について化学組成が得られた。ホルンブレンド・グラニュライ ト相
のホルンブレンドの化学組成は,角 閃岩相のそれ らに比較して,よ りパーガス閃石婦成分に近づ く傾向が認められ
る。さらに,角 閃岩相からホルンブレンド・グラニュライト相へのホルンブレンドの化学組成変化の詳細について
検討を行った。
〔3〕 西オングル島のアンチパーサイ トの発達 した岩石について
西オングル島の輝石片麻岩,斑 状変晶片麻岩,ザ クロ石黒雲母片麻岩の生成条件を解明することを目的として,
岩石と造岩鉱物の化学組成を行った。造岩鉱物の分析値から,長 石温度計,輝 石温度計,並 びにザクロ石一黒雲母
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Pf-Kf:斜 長 石 一 カ リ 長 石
Opx　 -　Cpx　 :斜 方 輝 石 一 単 斜 輝 石
Ga-Bi:ガ ー ネ ッ ト ー 黒 雲 母
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南 極 横 断 山 脈 及 び 西 南 極 地 域 の 地 質 学 的 研 究 ※ 占 田 勝(大 阪 甲 立 大 学 理 学 部 講 師),坂 井 卓
(九 州 大 学 理 学 部 講 師):矢 内 桂 三(助 教授),白 石 和 行(助 手)
本 研 究 で は,エ ル ス ワ ース 山 地 に お け る 摺 曲 とへ きか い の 構造 に つ い ての 詳 しい 記 載 と,重 複 構 造 の時 相 解 析 を
行 っ た。
ヘ リテ ー ジ山 脈(エ ル ス ワ ース 山 地 南 部)の 南部 で は,少 くと も以 下 の3回 の 摺 出時 相 が 認 め られ る。 これ らは
早 期 か ら後 期 の 順 に ①　longitudinal　 open　 to　tight　folds　 with　 longitudinal　 closely　 spaced　 to　continuous
cleavages　 ,②longitudinal　 minor　 kink　 folds　 associated　 with　 local　 cleavages,　 ③ 　transverse　 minor
gentle　 and　 kink　 folds　 associated　 with　 local　 crenulation　 cleavages　 で あ る。 約4億 年 の 最 小K-　 Ar年
代 を もつ 粗 粒 玄 武 岩 岩 脈 は,① と② の 間 の 時期 に遊 入 して い る。 す なわ ち,① 時 相 のへ き か い 構 造 を 切 り,母 岩
の へ きか い 構 造 を ア ン二 一ル し,消 失 せ しめ て い るが,岩 体 内部 の小 部 分 に微 弱 な② 時 相 の へ きか い 構 造 を もち,
ま た,母 岩 と と もに 後 期 の 緑 泥 石 一石 英脈 に切 られ て い る。
ヘ リテ ー ジ山 脈 北 部 で は 構 造 は単 純 で,早 期 か ら後 期 の 川頁に,④10ngitudinal　 kink　 folds　associated　 locally
with　 spaced　 clevages　 and　 chlorite-quartz　 veins,⑧ 　transverse　 gentle　 folds　 の2時 相 が 識 別 さ れ た。
ヘ リテ ー ジ山 脈 の 南 部 と北 部 で識 別 さ れ た各 構 造 時 相 は,構 造 の 方 向 と性 質 の 類 似 性 及 び 緑 泥 石 一石 葉 脈 との 時
期 関 係 か ら,北 部 の ④,⑧ は そ れ ぞ れ南 部 の②,③ の各 構 造 時 相 に対 応 す る と推 定 され る。 つ ま り,南 部 に お け る
2時 期 の 小 構 造 は,北 部 の 地 質 図規 模 の大 構 造 に対 応 す る こと と な る。
ヘ リテ ー ジ山 脈 の 層 序,構 造,岩 脈 や鉱 物 脈,K-Ar　 年 代 等 の資 料 を ま とめ て 考 察 す る と,4億 年 以 前 か ら
2.35億 年 以 後 に わ た り,少 く と も3回 の構 造 一変 成 事 件 が あ っ た と推 定 され る。 す な わ ち,エ ル ス ワ ース 山 地 は 重
複 造 山 を 被 って い る こ とに な る。 こ れ は従 来 広 く認 め られ て き た エ ル ス ワ ース 山 地 の 単 一造 山 説 に 対 す る,最 初 の,
具 体 的 な 資 料 に 基 づ く新 た な 見解 の 提 出で あ り,多 くの 議 論 を よん だ 。 本 年度 の 研 究 は,と くに 先4億 年 と後4億
年 の 摺 曲,へ き か い構 造 形 成 の 事件 にっ いて の 資 料 を提 供 し,前 述 の 新 た な解 釈 を 支 持 す る もの とな った 。
南極地域火成活動の同位 体地質学的研究 ※倉沢 一(地 質調査所主任研究官):吉 田栄夫(教 授),
船木 實(助 手)
南極ビクトリアランドには数億年前か らさまざまな火成活動が行われてきた。そのうち基盤の片麻岩 ・花商岩頚
を貫ぬく数多くの岩脈については,こ れ らを水平に切って遊入 したフェラー粗粒玄武岩岩体とともに,87Sr/86Sr
比が異常に高いことが,新 たに追加測定を行った結果,確 認された。すなわち同比が0.7115～0.7136の 幅をもっ
て,い わゆる塩基性岩としては世界的に特異なものである。これは,お よそ2.5Maよ り新 しいマクマー ド火山
岩石区にみられる値 と全く異なるもので,ゴ ンドワナ大陸の分離直前まで,現 在のマントルとは異質なマントル組
成をもっていたことが再確認された。
マクマード火山岩石区においては,ロ ス島の活火山エレバスの噴出物として特徴的なアノーソクレス ・フォノラ
イト1974年火口溶岩の87Sr/86Sr比 は0.703146±15で あるが,こ の溶岩に含まれる巨大斑晶のアノーソク レスの
同比は0.703328±14と いう平均値であるという結果を得た。この値は,ロ ス島南端マクマー ド基地付近に広く分布
する粗面玄武岩頚あるいは ドライバ レーの新生代玄武岩溶岩(岩 脈)の0.7033～34の 値により近い。すなわち,エ
レバス火山マグマ全体 としては,o.70315～0.70343の 幅をもつが,分 化の進んだフォノライ トの溶液　(　liquid　)
マグマが,よ りマントルに近い性質をもっているといえる。上記粗面玄武岩マグマとフォノライ トの斑晶とは,本
源マグマの僅かな　wall　rockと の混成作用があったといえよう。
そのほか,火 山岩中の斑晶と残液との間での87Sr/86Sr比 の差については,系 統的なものは見出されなかった。
これらについて,引 続きNdや0同 位体比か ら検討を試みたい。
昭和基地 ならびに周辺露岩地域の鉱物資源 に関す る地球化 学的 ・鉱床 学的研究 ※椎川 誠(秋
田大学教育学部教授),久 保田秀紀(秋 田大学教育学部研究生):矢 内桂三(助 教授),白 石和行(助 手)
前年度は主としてスカーレン地域についての分析を行ったが,本 年度はスカルブスネス,ラ ングホブデ,東 西オ
ングル島などの地域からの岩石中の主成分及び微量成分元素について,発 光分光,蛍 光X線,原 子吸光及び高周波
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プラズマ分析法などを用いて分析 した。　Be,　 Ca,　 Ti,　 V,　 Cr,　 Mn,　 Co,　 Ni,　 Zn,　 Sr,　 Zr,　 Sn,
Ba,及 びPbの 発光分光法による半定量結果は,以 下のように要約される。
1.元 素分布特性
1)ラ ングホブデ,ス ルブスネス産のザクロ石黒雲母片麻岩中のNi,　 Cr,　 Zn,　 Mnの 含有量 は,他 の研究
対象地域に分布する岩種に比して最も高い。
2)ス カーレンに分布する岩種の一部には他の地区のいずれの岩稜よりもBeの 値が高い地域傾向がみられ る。
3)こ れに反 し,　Ca,　 Ti,　 V,　 Cr,　 Mn,　 Co,　 Ni,　 Sr,　 Zr,　 Ba及 びPbな どの諸元素は,ス カー
レンではいずれの岩種も全体的に低い値を示す傾向がある。
2.解 析
各地区別及び全地域一括データについて,相 関係数,P.C.A.(主 成分分析),因 子得点算出などの数値処理を行
った。その結果を表1～ 表3に 示す。
各地域毎の主成分分析の解析結果は,表2に 示したように,東 オングル島のみが第1因 子の共生元素の種類が,
他地域のものと異なる。
第2因 子中のPbとSnは 東西オングル島を除く他地域では共通 して高い因子負荷量を示す。
各地域からの全データを一括した主成分分析による因子得点の結果では,第1因 子得点がラングホブデ,ス カル
ブスネス地域のザクロ石黒雲母片麻岩及び輝石片麻岩において高 く,ス カーレンでは全体的に低い傾向がみられる。
従ってこの因子はこれら岩種の地球化学的特性を示すものと考えられる。また第2因 子はPbとSnの 相関が高 く,
































Be ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
Ca ● ● ● ● ●
Ti ● ● ● ● ● ●
V ● ● ● ● ●
Cr ● ● ●
Mn ● ● ● ● ●
Co ● ● ● ●
Ni ● ● ● ● ●
Zn ● ● ● ● ● ●
Sr ● ● ● ●
Zr ● ● ● ● ● ●
Sn ●
Ba ● ●
Pb ● ▲ ▲ ▲
表2.主 成分分析による第1因 子の地域特性










Mn ● ● ●





Sn ● ● ● ● ●
Ba ● ▲ ▲
Pb ▲ ● ● ● ●
表3.主 成分分析による第2因 子の地域特性
● 正相関 ▲ 負相関
表2・表3とも{*に 各糠 ㌫ ≠ ㌻躊.
表3主 成分分析による第2因 子の地域特性
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南極地 域 における鉱 物資源のポテ ンシャリネーについての地球科学 的研究 ※大町北一郎(山
形大学理学部教授),兼 平慶一郎(千 葉大学理学部教授),金 谷 弘(地 質調査所主任研究官)西 山 孝(京 都
大学工学部助手),奥 野孝晴(動 力炉核燃料開発事業団海外調査室長):吉 田栄夫(教 授),矢 内桂三(助 教授),
白石和行(助 手)
本年度は,南 極大陸及び周辺部に関して,鉱 物 ・エネルギー資源の研究に関する内外の報告を収集 し,そ の結果
について評価を行った。
(1)南 極大陸に関する資源調査の報告書にっいては,基 本となる地質及び地質構造に関 して取扱った報告書は極
めて少い。
② 南極大陸の周辺海域については,海 底石油 ・天然ガスの賦存可能性について略述したものが多く,発 表され
た鉱量については,予 想鉱量的なものにとどまる。
(3)従 って,こ れらの報告書を資料として資源的な評価をすることは,極 めて難 しいことがわかった。
従って,南 極地域のエネルギー ・鉱物資源の資源的評価を行 うためには,一 般地質,岩 石及び地質構造に関する
報告書から,鉱 物資源の存在量地域を選出することが必要であることがわかったので,次 年度はこれらの報告書を
収集 して,特 定地域の鉱種(石 油,天 然ガス,鉄,銅,希 元素)を 考え,地 質鉱床学的な立場からのケース ・スタ
ディー(探 査方法,開 発手段)を 実施 し,資 源評価を行いたい。なおこの他に,今 後南極地域の地学調査に関係し
て,資 源調査に必要なマニュアルを作成 し,基 礎資料作成に資するべ く,準 備を行っている。
南極海底堆積物 の古地磁気学及岩石学的研究 ※小林和男(東 京大学海洋研究所教授),古 田俊夫
(東京大学海洋研究所技官):船 木 實(助 手)
深海底堆積物の古地磁気測定及びその結果に基づく古地磁気層序は各海域で多くの成果が報告されており,堆 積
物の古生物学的研究酸素同位体の研究と併せて,堆 積速度,堆 積環境,岩 石記載,テ クトニクス等が明らかになっ
てきた。本研究では南極海域で ピストンコアラーによって採取された試料にっいて,い くつかの測定方法で測定を
行なった。すでに今回用いた試料の古地磁気測定の結果は報告されているが,今 回はその結果をさらに詳 しく測定
し,地 磁気の逆転 ・正転期に地球磁場がどのように変化していたであろうかを調べ,堆 積物の構成物質との相関を
検討することが主たる研究目的であった。
結果:測 定結果のまとめはデータ処理の過程ではあるが,現 段階までに明らかになった事柄について示す。
1.試 料の乾燥が著しいため,現 有の8cfiの 測定試料から,さ らに薄い試料を作 り出すことがきわめて困難であ
ること。 したがっておおくの場合8c㎡ の試料そのものを測定せざるを得なかった。その結果は,す でに報告されて
いるデータと大きくは異なっていない結果が得 られた。
2.薄 く切 り出した試料の測定も行なってみたが,切 り出す時の試料の変形がさけることができず,測 定結果は
かなりバラつき,も との残留磁気か ら期待された結果は得られなかった。
3.堆 積物を構成する物質と残留磁気の特性の相互関係も調べる予定でいたが,ご く一部の試料のみ しか処理が
できなかった。現段階では数点の結果 しか得られていないので結論することはできないが,構 成物質が粗い場合一
おそらく陸性起源の物質が氷山,氷 河等の運搬手段によって運ばれてきたと推定される一,残 留磁気は他に比べて
大きいが不安定度 も大きい。堆積物の岩相はコア全体で必ずしも一様でなく,気 候変化に伴 う氷床の変動のような
堆積環境の変化が何度か存在 したことを示唆 していると思われる。 しか しその変化と残留磁気との相関は今のとこ
ろ明らかでない。
以上の結果から,今 後の研究の課題として次のことが揚げられる。
1.試 料の作製及び測定方法の何 らかの工夫が必要である。2.試 料はできる限り採取 した時の状態を保つよう
保存しなければならない。3.古 地磁気学的研究と併せて古生物学的研究,堆 積学的研究等の共同研究をより密接
に行なうことが望ましい。
エレバス火山の地球物理学的研究 ※横山 泉(北 海道大学理学部教授),高波鐵夫(北 海道大学理学
部助手),山 下 済(北 海道大学理学部有珠火山観測所助手),下 鶴大輔(東 京大学地震研究所教授),伊 藤 潔
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(京都大学理学部地震予知観測地域センター助手),伊 神 輝(名 古屋大学理学部助手):楠 宏(教 授),神 沼
克伊(教 授),高 木章雄(教 授),渋 谷和雄(助 手)
研究成果
南極 ・ロス島にあるエレバス山は,南 極地域における数少い活火山の一つであり,山 頂に溶岩湖を持つ。この火
山について,日 本 ・米 ・ニュージーランドの三国共同により1980年 度か ら,地 球物理学的観測が行われてい る
(IMESS)。1980年 度には,エ レバス山に地震観測点3点 が設置されテレメータ観測が開始された。また,日 本隊
は山頂付近に地震計6台 を臨時に設置 し観測を行った。これらの成果から,エ レバス山には火山性地震が絶えず活
発に発生し,噴 火活動も活発であることが認め られた。地震活動の中心は山体直下にありその発生様式は群発的で
あることが分った。
1981年度には,新 たに2点 のテレメータ観測点が設置されスコット基地の地震計とともに計6点 のテレメータ観
測網になった。太陽電池を使っているため冬期の2か 月間を除き年間を通 じ稼動した。また,日 本隊は,エ レバス
山腹に4点 の臨時観測点を設置し,1981年12月 の約3週 間観測を し,テ レメータ観測網と合せ10点 の観測点でのデ
ータがとれた。 これらの結果から,エ レバス山における地震活動,噴 火活動は,80年 度に引き続き活発であること
がわかった。特に噴火活動に関連 した火山性地震については,精 度よい震源決定を行ないその震源分布を求めた。
それらから,震 源は山体直下で火口の北東側1～2㎞ に海面下1㎞ の深さまでに大部分が集中して分布することが
わかった。 これらから,震 源分布域以深にマグマ溜りの存在とそこか ら火口までの火道の存在が推定される。
1982年度には,前 年度からのテレメータ観測網が稼動し,ま た,日 本隊は9点 の臨時観測点を設置し,50日 間観
測を行った。更に山頂付近では重力の測定も行われた。エレバス山の地震活動,噴 火活動は,前 年度に引き続き活
発である。テレメータ観測網か ら得られた記録によると,1982年10月8日 に,群 発地震が発生 した。この地震群に























南極周 辺海域 の重力分布 の研究 ※瀬川爾朗(東 京大学海洋研究所助教授),春 日 隆(東 京大学東京
天文台助手):楠 宏(教 授),神 沼克伊(教 授)
1980年 に極地研究所と東京大学海洋研究所とが共同開発 したNIPRORI　 -　1型 の海上重力計のデータをもとに,
データの解析を行なった。　NIPRORI-1型 を用いた海上重力測定は,第22次 夏隊により,1980年11月25日 の東
京出港か ら1981年4月20日 の帰港まで,「 ふじ」の全航海を通 じて実施 した。さらに,第23次 夏隊による航海でも,
ほゾ順調な観測が継続された。
得 られた重力異常値をみると,東 南極の大陸棚では,氷 食地形を除き,全 体としてアイソスタシーが成りたって
いる。またモーリシャス南のグンネラス海堆では,そ の根 もとに一70mga1に も及ぶ負のフ リーエア重力異常が
観測され,地 下深部に広範囲にわたり密度の小さな物質が存在することが推定された。
昭和基地 を中心 とす る南極大陸 の熱流量分布 ならび に地磁気 と地殻傾斜 変動 の解析
※神沼克伊(教 授),木 下 肇(千 葉大学理学部助教授),浅 沼俊夫(千 葉大学理学部助手):渋 谷和雄(助 手)
1.地 殻熱流量測定
昭和基地周辺の リュツォ・ホルム湾内で測定 した地殻熱流量観測記録の解析を実施した。まず,使 用 した測定器
械の綜合特性の検定を行ない,現 地で得られた記録の補正を実施 し,海 水の垂直温度プロファイルと,表 層堆積物
の温度勾配を決定 した。同時に海底地形,海 底面温度変動の影響について考察を加えた。
2.重 力測定
1981年4月 ～12月の間にラコス トG-183重 力計を用いて得 られた昭和基地周辺露岩地区119点,大 陸内部118
点,海 氷上69点,計306点 の重力値を決定した。
3.傾 斜観測
本年度は1981年4月 ～12月 の9カ 月間の記録に関して予備的な解析を実施した。記録は打点式記録計のアナログ
チャー トのみのため1日4回 の値を読みとった。
3-1埋 設型傾斜計
埋設型傾斜計出力はX(E-W),Y(N-S)2成 分あり,4月 観測開始時点よりXは 東上 り,Yは 南上りの方
向へ傾斜 し,9月 中旬～10月 上旬極大に達したあと12月下旬には4月 上旬の値に復した。 この記録は並行 して行な
われた地下温度連続観測の深度2mの 記録と良い相関を示 した。傾斜計は深さ約2mの 孔に埋設されており,傾 斜
の出力が地温の変化に大きく影響されることがわかった。
3-2水 管傾斜計
水管傾斜計はAB(お よそNE　 -　SW),　 CD　 (およそNW-SE)2成 分が地表 に設置されている。記録の
日変化は,全 体に日照時間の短かい冬期間の変動は気温の変動に,夏 期間は日射の変動に大きく影響を受けている。
南極 プ レー トの境界 に発生す る地震 の発生機構 ※川崎一朗(富 山大学理学部助教授):高 木章雄
(客員教授),神 沼克伊(教 授),渋 谷和雄(助 手)
56年度はエルタニン断裂帯に発生 した地震10個(Ms>5.8)に っいてメカニズムと地震モーメントをモーメン
トテンソルインバージョンにより求めたが,57年 度は同じ方法で南極半島一 ドレイク海峡周辺域(54°-70°S,




震,　IVは0.5×1(戸dyne・ 　cmの プレー ト内部地震としては珍らしく大きな地震であ る。 このように多様な浅い大
























氷壁 と極微小地震 のアナ ロジー ※神沼克伊(教 授):宮 下 芳(茨 城大学理学部 助手),高 木章雄
(客員教授),渋 谷和雄(助 手)







鞭 紳 、一 一
グループ1は 単一の周波数に近いスペク トルを持ち大地震で励起される表面波の縮小版という顔つきを持ち,グ
ループllは微小地震と似た顔つきをしている。今後これ らのスペクトル構造を調べ,微 小地震 との比較検討を行い
たい。
リュツオ ・ホルム湾周辺地域の海成堆積物 と地形 ※吉田栄夫(教 授),多 井義郎(広 島大学総合科
学部教授),佐 藤任弘(海 上保安庁水路部測量課長),佐 々木清隆(東 北大学理学部助手),加 藤道雄(金 沢大学
教養部助教授):森 脇喜一(助 手)
第22次 観測で得 られた リュツォ・ホルム湾の湾奥部および中西部の測深資料と,従 来の測深資料を合わせて,海




水深は露岩付近でも急激に深まっており,波 浪による浅海底の侵食台の形成や,堆 積物の沈積,移 動がめったに
起 らないことを示 している。従って,氷 河による侵食形態がよ く残存 し,　basins　and　sillsの 特徴を呈す る。
basinに はその厚さは不明であるが しば しば細粒物が堆積している。柱状採泥器による海底堆積物の柱状資料が
得 られたのはこのような　basinか らである。これ らの氷食谷群は過去の氷床の拡大時期に形成されたことは明 ら
かであるが,そ の時代は明確でない。現在進めている海底堆積物の性質の解明が,そ れを解く鍵の一つとなること
が期待される。
白旗氷河沖か ら北へ延びる谷は,テ ーレン氷河沖の谷などを併せるが,直 線性が著しく,か つ北部では東側の谷
壁のみ顕著な非対称谷をなしている。この谷を境として東側と西側では海底の水深が200～300m異 なる。これ ら
は,こ の谷が構造運動にその主要な起源をおいていることを示唆する。オングル海峡から北方に伸びる谷も直線性
が高く,し かもこれは海岸線と平行ないし斜交 し,通 常,沈 水氷食谷が海岸線をほゴ直交す る氷流の延長方向に伸
びるのと著しく異っている。従ってこれ もまた,構 造線起源のものである可能性が高い。
オングル諸島から北方へは,周 辺より浅い海底が大陸棚縁辺まで伸びている。このことは,こ こが前記の2つ の
構造線に境 された,高 台となったブロックであることを示唆する。さらに大地形的に大陸棚分布をみると,大 陸棚
外縁は,東 のプンスオラフ海岸,西 のリーセル ・ラルセン半島に沿って海岸線に平行的で,そ れぞれENE　 -　WSW,
NW-SEに 伸びる。 リュツォ ・ホルム湾は両者の配列の地形的転換点に当っており,大 きな構造的低地帯という
ことができよう。 このような低地帯に沿って著 しい氷流の集中があり,顕 著な氷食谷群の形成がなされたと考え ら
れる。
































リュツオ ・ホルム湾沿岸露岩地 帯の地 形学的研究 ※戸谷 洋(東 京都立大学理学部教授),五 百沢
智也(五 百沢研究所所長),小 疇 尚(明 治大学文学部教授),小 野有五(筑 波大学地球科学系講師):吉 田栄夫




リュツォ・ホルム湾沿岸の露岩に共通する特徴は,堆 積物か ら成る地形に乏 しく,ほ とんどすべてが氷食 された
地形から成ること,殆 んどが氷食地形であるが,種 々の規模および形態に分類され,そ の地形は構成岩種や地質構
造と密接に関連した起伏や配列を示していること,現 在は氷河作用以外の地形営力が作用している等である。































































内陸 山脈 にお ける地 形学的研究 ※藤原健蔵(広 島大学文学部教授),林 正久(島 根大学教育学部講
師),岩 田修二(東 京都立大学理学部助手):吉 田栄夫(教 授),森 脇喜一(助 手),白 石和行(助 手)
やまと山脈の従来の空中写真に加え,22次 隊撮影のカラー空中写真,国 土地理院より刊行された1125,000地 形
図の判読を行い,や まと山脈B群,C群,D群 の地形分類図(1:25,000)が 作成された。これらには更に現地調
査による知見にもとつ く検討が加えられて完成される。
第25次 観測以降に日本の南極観測活動が展開される予定のセール ・ロンダーネ山地は,第21次 隊による斜め空中
写真と,ノ ルウェー極地研究所発行の1:25万 地形図とから小縮尺の地形分類図が既に作成されている。第22次 隊
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南極地 域 にお ける物質の生成 ・循環 ・収支 に関す る地球化 学的研究 ※綿稜邦彦(東 京大学教養学
部助教授),中 井信之(名 古屋大学理学部教授),鳥 居鉄也(千 葉工業大学教授),村 田貞雄(千 葉一[業大学講師),
中谷 周(弘 前大学理学部助教授),和 田英太郎(三 菱化成 ・生命科学研究所室長),村 山浩太(横 浜国立大学教
育学部助手),由 佐悠紀(京 都大学理学部助教授):吉 田栄夫(教 授),神 沼克伊(教 授),矢 内桂三(助 教授)
1.南 極 ドライバ レー地域の湖沼の諸性質と塩起源に関 して従来から行っている研究の継続として,今 回はとく
に大陸氷末端に近いラビリンス及び上部ビク トリア谷の湖沼群の調査を行った。その結果,従 来知 られていなかっ
た海抜高度の高い地域にも塩湖が存在すること,ま たその塩化物成分は海水の低温濃縮による組成変化のパターン
に類似するが,主 成分に併せて微量元素の組成から検討すると,こ れら塩類は大気エーロゾル→降水 ・ドライフォ
ールアウト→氷河 ・氷河融水→濃縮(湖 沼)の 輸送径路でもたらされたことが明 らかになった。また,こ れ らの塩
起源に関連 してホウ素の分布も明らかにした。
2.南 極の水銀の分布に関する知見は,こ れまで少 く,挙 動は明らかでなか った。 ドライバ レー地域で得 られた
風化生成物,堆 積物,藻 類,コ ケ等の分析により,顕 著な生物濃縮が認められ,ま たこの地域では全有機炭素濃度
が水銀の分布を決定する重要な因子であることを明らかにした。
3.テ イラー谷ポニー湖東端付近より採集 したアラゴナイ トの藻片の鏡下観察から,明 らかな堆積構造と,各 層
ごとに結晶の級化構造が認められた。これはこのアラゴナイ トが水中で生物の関与による生成 ・堆積を繰返 したこ
とによると考えられる。他資料と併せてテイラー谷の地史,ポ ニー湖の生成過程についてさらに検討を進めている。
4.ド ンファン池より得 られた柱状資料6本(0.5～2m長)の 水溶性及び酸抽出の各溶液中の微量元素の測定
を行い,塩 類の起源に関連する塩水の化学組成の変化を調べ,　Sr,　 Na,　 MgのCaに 対する相対濃度の,過 去
から現在へ向っての漸増,　Ca,　 Mg,　 Fe及 びMnの 分布 と存在状態等を明らかにした。
5.ロ ス島バー ド岬のアデリーペンギンルッカ リー,ロ ス海及び南極海か ら採集されたプランク トン,魚,ペ ン
ギン,そ の排泄物,風 化生成物,藻 類等の δ15Nを 測定 し,ペ ンギン生態系における窒素の同位体比の変動を明ら
かにした。
6.ド ライバ レー地域,昭 和基地周辺及びベス トフォール ドヒルズ等の試料についての,有 機物の研究を行い,
とくに各種の脂肪酸の分析を行い,そ の分布と環境の関連について考察を行った。
リュツ ォホルム湾周辺地域 の環境 汚染 の化学研究 ※立川 涼(愛 媛大学農学部教授),日 高秀夫
(愛媛大学農学部助手):吉 田栄夫(教 授),星 合孝男(教 授),森 脇喜一(助 手)
第22次 観測において,環 境科学研究の一環として,有 機塩素化合物及び重金属類の環境動態に関する研究のため,
大気,氷 雪,海 水,陸 水,底 質,プ ランクトン,ベ ントス,魚 類,ペ ンギン,ウ ェッデルアザ ラシなどの試料を採
集 し,ま たふ じ船上での大気の採集を行った。別に第一次BIOMASS計 画の航海中,南 大洋の大気,海 水を も採
集 した。
本年度はこれ ら試料のうち,主 に大気,氷 雪,海 水,魚,ウ ェッデルアザラシについて化学分析を行い,
DDTs,　 PCBs,　 HCHs,　 クロルダンなどの有機塩素化合物の南極への輸送と,南 極地域での有機塩素化 合物
及び重金属類の動態とその生態系への影響について検討した。現在までに得 られた結果の概要は次の通りである。
南極地域で採集 した全試料から,人 工有機塩素化合物を検出した。南極地域へは北方大陸で使用 した ものが主に
大気経由で輸送される。大気中の有機塩素化合物濃度は,低 緯度地域から南極大陸へ向け明らかに減少する。











有機塩素化合物の蓄積 も,他 の海域における海産捕乳類のそれに比 し著 しく低い。
内部に大きな汚染物質発生源のない南極地域の環境中の有機塩素化合物濃度は,外 部に比べて低 く,か つ均一で
ある。
ウェッデルアザラシに蓄積 している重金属類では,他 海域のアザラシ類に比べとくにHg濃 度が低 く,南 極海で
のHgの 環境濃度が低いことを示唆している。
リュツ ォホルム湾周辺地域 の花粉 の分布 と環境 ※山中三男(高 知大学理学部教授),穂 積和夫(名
古屋大学農学部教授),末 田達彦(名 古屋大学農学部助手):吉 田栄夫(教 授),星 合 孝男(教 授),森 脇喜一
(助手)
本年度は,第15次 観測で採取された積雪,湖 底堆積物,海 底堆積物中に見出された花粉の同定を行った。
雪試料は昭和基地環境棟前に積ったもので,融 かして約IO¢ となったものを蒸発させ,残 量を　acetolysis処 理
を行 ってプレパ ラー トを作成 し,検 鏡 した。
湖底堆積物は,ラ ングホブデのザクロ池,ス カルブスネスの舟底池及び西オングル島の大池から得 られたもので,
それらの試料をKOH　 -　ZnC1　2　-　acetolysis処 理を行った後プレパ ラー トを作成し,検 鏡 した。
海底堆積物は,ラ ングホブデの青氷湾及び昭和基地付近の海底から採取されたシル ト質のもので,湖 底堆積物と
同一処理を行って検鏡 した。
各試料から検出した花粉と胞子の数を表に示 した。科または属のレベルまで同定できたのは,　Pinaceae　 (マツ
科)　Quercus　 (コ ナ ラ属),　 Gramineae(イ ヌ科),　 Cyperaceae　 (　カヤツ リグサ科),　 Caryophyllaceae
(ナ デシコ科),　Compositae　 (キク科)の6種 類である。　Sporeは すべて シダ植物の胞子で,モ ノ レー ト型と
トライレー ト型の2種 類が認め られた。検出した花粉のうち,イ ネ科の花粉が最 も多く,つ いでシダ胞子,マ ツ科
の順 となっている。同定できなかった花粉が,全 試料を通 じて43個 あった。 これらのうちには花粉が著 しく損傷し
ていて同定不能であったものと,形 ははっきりしているが,恐 らく南半球産の植物に由来 しているたあ,北 半球の
植物の知識では判定できなかったものの両者が含まれている。 しか し,こ れら未同定の花粉のうちには,北 半球に
多くみられるAlnus　 (ハ ンノキ属),　Betula　 (カバノキ属)及 びUlmus　 (ニ レ属)な どと考えられる花粉 もあ
る。
現在,南 極大陸ではシダ植物は全 くみられず,種 子植物はイネ科のナンキョクコメススキとナデシコ科のナンキ
ョクミドリナデシコが,南 極半島の南緯6S°以北のところに生育 しているのみである。今回検出 したイネ科とナデ
シコ科の花粉が,上 記の2種 類に由来していると仮定 して も,4000㎞ 以上の距離を飛んできたことになる。マツ科
やコナラ属の植物が生育 している場所で,昭 和基地周辺か ら最も近い所は南アフリカであるが,そ れでも4000㎞ ほ
ど離 れている。従っていずれの花粉も少くとも4000㎞以上離れたところか ら飛んできたものである。
雪中の花粉分析結果は今のところ1例 のみで,比 較することはできないが,湖 底 ・海底の試料は採取場所によっ
て花粉含有量にかなりの差がみられる。とくに青氷湾の堆積物では100g当 り38個の花粉 ・胞子が検出されている




Pmacae　 Gramineae　 (cyperaceae　 Quercus　 Caryophyllaceae　 composi、aesporeundet
Snow 2 6 1 1 1 2 8
Lake
Zakuyo 5 1 4 2 6
Lake
Funa-Zoko
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イ)特 別共同研究
リモートセンシング,地 上諸物理探査,及 びグランド・トルースとしての地形 ・地質調査の成果を蓄
積 し,こ れ らを総合的に解釈 して,対 象地域の地殻構造をとらえようとするものである。昭和57年 度は初年度とし
て,リ ュツォ・ホルム湾域を中心に,主 として20次 一22次観測によって得 られた資料の整理を行い,各 分野の結果
の一部又は大部分のまとめを実施した。これらは,リ ュツォ・ホルム湾沿岸からプリンスオラフ海岸にかけての基
盤岩体の地質構造解析及び変成相の区分と再検討,露 岩地形の地形分類と地形学図の作成,海 底地形図の作成とこ
れに基づ く重力分布,地 殻熱流量測定結果の検討,人 工地震探査による浅層及び深層地殻構造や,氷 床の解析,航
空磁気測量による白癩氷河下流域の磁気異常の分布,人 工衛星位置決定法による人工地震探査測線上の氷床流動の
測定などである。
次年度以降は,こ れら各分野別の一次的解析の未了部分を進めるとともに岩石帯磁率測定,化 学分析,年 代決定
など基礎的資料を蓄積 した上で,個 別の成果を総合的に検討するための各種の図化を行 って,諸 現象間の関連性を
求める作業を行う予定である。
南極地域 にお ける地殻構造の解析 ※吉田栄夫(教 授),木 崎甲子郎(琉 球大学理学部教授),大 町北一
郎(山 形大学理学部教授),藤 原健蔵(広 島大学文学部教授),松 本徳夫(山 口大学理学部教授),吉 田 勝(大
阪市立大学理学部講師),佐 々木清隆(東 北大学理学部助手),伊 藤 潔(京 都大学理学部助手),伊 神 輝(名
古屋大学理学部助手),岩 田修二(東 京都立大学理学部助手):神 沼克伊(教 授),矢 内桂三(助 教授),白 石
和行(助 手),渋 谷和雄(助 手),船 木 實(助 手)・
本研究は,
(3)科 学 研 究 費 補 助 金 によ る 研 究
(奨 励)
南極エル スワース山脈の古地磁気学的研究 船木 實(助 手)
南極横断山脈と南極半島からマ リーバー ドランドへ続 く山脈は,お 互いおおよそ平行に発達 しているが,エ ルス




した。この試料について,自 然残留磁気(NRM)の 交流消磁に対する安定性,熱 消磁に対す る安定性を調べた。
なおNRMは 超電導岩石磁力計を中心に用い,一 部の試料についてはスピナーマグネ トメーターを用いた。
測定結果:ほ とんどの火成岩類は交流消磁に対 して安定であり,ま た熱消磁に対 して も安定な ものが多い。これ
らの交流消磁に対 して不安定なものは,　NRMの ブロッキング温度が300℃ 以下と低い。一方堆積岩で は,多 く
の石灰岩のNRMは 弱 く,超 電導岩石磁力計でも測定できない。また交流消磁に対 して不安定 なもの も多 く,約
40%の 試料が古地磁気学の研究に適さないものであった。測定 した岩石はカンプリア紀あるいはオル ドビス紀のも
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題 目 発表者(所 属) 発 表 した 学1会 の 名 称 等 発表年月
東南極,や まと山脈南部の変成 ・ 白石 和行 日本地質学会,第89年 57.4
深成岩類 浅見 正雄(岡 山大) 学術大会
南 極 ビク トリア ラ ン ド,ラ イ ト谷
告
船木 實 電磁気学会 57.5
基盤岩の古地磁気
南極リュツォホルム湾東部地域 佐々木 清隆(東 北大理) 石油技術協会第47回総会 57.7
の堆積物
Geology　 and　 petrology　 ofHiroi,Y.　 (金 沢 大) Fourth　 International57.8
the　 Prince　 Olav　 CoastShiraishi,K. Symposium　 on　 Antarctic
Nakai,Y.　 (愛 知 教 育 大)Earth　 Sciences,
Kano,T.　 (山 口大) Adelaide,Australia
Yoshikura,S.　 (高 知 大)
Crustal　 structure　 of　 MizuhoIkami,A.　 (名 古 屋 大)
Plateau,Antarctica,revealedIto,K.　 (京 大) 〃 〃
by　 explosion　 seismologyShibuya,K.
Kaminuma,K,
Heat　 flow　 measurements　in Kaminuma.K.
the　 LUtzow-Holm　Bay, Nagao,T.　 (千 葉 大) 〃 〃
Antarctica　 -　 A　 preliminary
study一
Geophysical　 investigation　 inKaminuma,K.
the　 eastern　 part　 of Shibuya,K. 〃 〃
L廿tzow-Holrn　 BaX,
Antarctica
Petrochemical　study　 of Kanisawa,S　 (東 北 大 ・教 養)




Geology　 and　 petrology　 ofKojima,H.　 (秋 田大) 〃 〃
th6　 Belgica　 Mountains Yanai,K.
Nishida,T.　 (佐 賀 大)
一88一
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Stratigraphy　 and　 structure
of　 the　 crystalline　 rocks　 of
LUtzow.Holm　 Bay,East
Antarctica
Nishida,T.　 (佐 賀 大)
Matsumoto,Y.　 (山 口大)
Yoshida,M　 (大 阪 市 大)
Yanai,K.







Geology　 and　 petrology　 of
the　 Yamato　 Mountains
Shiraishi,K.
Asami,M.　 (岡 山 大)





Kienle,J.　 (ア ラ ス カ 大)
Estes,S.
Kyle,R,P.
Dibble,R.R.　 (ビ ク トリア 大)
Terai,K.









Sasaki,K.　 (東 北 大 ・理)
Moriwaki,K.
〃 〃
Spinels　 in　 calc-silicate　 rocks
from　 the　 coast　 of　 LUtzow-
Holm　 Bay　 and
surrounding　 areas




南極マクマードサウンドの古地磁気 船木 實 電磁気学会 57.10
南極 リュツォホルム湾の海底地形 森脇 喜一
吉田 栄夫
日本地理学会秋季大会 57.10
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東 南 極 リュ ッ ォホ ル ム 湾 ス カ レビ








昭和基地付近の浅層構造 伊藤 潔(京 大 ・地震観)






伊神 輝(名 大 ・地震予知セ)






伊神 輝(名 大 ・地震予知セ)















第3回 南極地学 シンポジウム 57.10
南極周辺海域での海上重力測定 春日 隆(東 大 ・天文台)
神沼 克伊
瀬川 爾朗(東 大 ・海洋研)
〃 〃
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田中 豊(千 葉大) 〃 〃
昭和基地付近の地殻熱流量測定 長尾 年恭(千 葉大)
神沼 克伊
〃 〃
1980-1981年 南極 マ ク マ ー ドサ
ゥ ン ド,エ レバ ス火 山 に お け る 地
震 観 測
高波 鉄夫(北 大 ・理)
神沼 克伊
寺井 啓




馬 場 め ぐみ(千 葉 大)
渋 谷 和雄
Kienle,J.　 (ア ラ ス カ大)
Dibble,R.R.　 (ビ ク トリア大)
〃 〃





東 京 －McMurdo　 Sound間 の 重
力結 合
海外学術調査班
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ラングホブデ及びスカルブスネス
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吉田 栄夫 第3回 南極地学シンポジウム 57・10
ア ム ンゼ ン湾,リ ー セル ラル セ ン
































長尾 年恭(千 葉大) 〃 〃
南極エレバス火山の噴火に伴 う地
震活動について
渋 谷 和 雄
馬 場 め ぐみ(千 葉 大)
J,Kienle　 (ア ラス カ大)




















南 極 阻 石 の 分 類 学 的 研 究 助 教 授 矢 内 桂 三
第21次 隊 が 越冬 時 に採 集 したYamato-80明 石 及 び,第22次 隊 採集 のYamato-　 81阻 石 につ いて,初 期 処 理 を
行 い,隅 石 台 帳 を作 成 した。　 Yamato　 -80明 石 は14個(962g),粗分 類 の結 果,ダ イオ ジ ェ ナ イ ト1,Hコ ン
ドライ ト10,Lコ ン ドライ ト3で あ っ た。　 Yamato-81陽 石 は133個(25.2kg),ダ イオ ジ ェ ナ イ ト2個,炭 素
質 陽 石7個(378g)を 含 む。
Yamato-74,75,79限石 約50個 につ いて,X線 マ イ ク ロア ナ ライ ザ ー　(EPMA)に よ る分 類 を 行 っ た 。 特 に
注 目 され る こ とは,　 Yamato　 -75損 石 の 中 か ら世界 第3番 目の ロー ドラナ イ ト(石 鉄 損 石 の 一 種)を 確 認 した 。
昭 和57年5月 か ら2ケ 月 間,ス ミソ ニ ア ン博 物 館 の 限 石 研 究 者Brian　 Mason博 士 が 当 研 究 所 に 滞 在 し,特 に
阻 石 の 分類 に つ いて 共 同研 究 を行 い,Yarnato-69,73,74,75限石 のす べて につ いて 観 察 し,そ の うち 約500
個 に つ い て精 密 な 同定 分 類 を実 施 した 。
X線 マ イ ク ロア ナ ライ ザ ーJCXA-733は,昭 和58年3月 か ら分 光器1つ を追 加 し,4チ ャ ンネ ル で 稼 動 し始
め,測 定 の ス ピー ドア ップが はか られ た 。
南極陽石の総合磁 気的研究 所長 永田 武 助手 船木 實
本研究は限石の物理物性のうち,特 に磁気的性質に着目して,(1磁 気的性質か らみた限石の分類,② 損石中の金
属相の諸性質,(3)太 陽系形成時の電磁環境と限石の熱史,(4)そ の他Fusion　 Crustの 磁気的性質を明 らかにす る
研究を行なっている。 これらの研究の一部は科研費(総 研A)や 極地研の特別共同研究でも取 り上げられている。
本年は特にAllende炭 素質明石とALH-77219限 石の磁気的研究を中心に行なった。
1.　Allende陽 石:　Allende炭 素質阻石の磁気的研究は,す でにいくつか報告されているが,特 に問題となって
いるのは,コ ンドルール形成時,あ るいは陽石形成時に磁場が存在 していたか否かである。我々は従来行なわれて
きた結果にもとづき,さ らに基礎的な磁気特性を明らかにし,熱 磁化曲線,自 然残留磁気の交流消磁 と熱消磁,
ARMの 諸性質,そ れに古磁場強度を求める研究を行なった。その結果,コ ンドルールは安定な 自然残留磁気を




Ni含 有量5-6Wt%の カマサイ ト,及 び約Ni50Wt%の テーナイト相に二分される。熱磁化曲線は平均Ni含
有量6Wt%の カマサイ トと,平 均Ni57Wt%の テーナイトが混在し,そ のテーナイト相の一部分はテ トラテー
ナイト規則格子構造をもつことを示 している。　Ni　6　Wt%カ マサイト,及 び57Wt%テ ーナイトの含有量 はそれ
ぞれ19.3Wt%,及 び6.3Wt%で ある。
南極阻石の探査 と採集 助教授 矢内桂三
第23次 隊のやまと山脈雪氷地学隊(西 尾 リーダー,勝 島地学担当隊員)は,1982年9月 から1983年1月 にかけや
まと山脈周辺で,主 に雪氷調査を行なった。同隊は裸氷帯に於て,勝 島隊員を中心に損石探査を実施 し,約200個
の各種限石を採集 した。今回もやまと山脈A群 付近やその南方,及 び,南 やまと山脈付近で多数の阻石を採集 した
が,今 回の探査で特に注目されることは,南 やまとヌナターク南方の裸氷からも多数の限石を採集 したことである。
従来この地域はクレバス帯で,接 近が困難であり,か つヌナタークからかなり離れているため,阻 石の集積には不
向きの地域と考えられていた。これらの明石は到着を待って,昭 和58年 度に処理される予定である。
一93一
② 科学研究費補助金による研究 ※印研究代表者 印以下極地研担当教官
(総合研究)
南極積石の地球科学的研究
※永田 武(所 長),松 本径夫(山 口大学理学部教授),松 枝大治(秋 田大学鉱山学部講師),
武田 弘(東 京大学理学部助教授),宮 本正道(東 京大学教養学部助手),池 田幸雄(茨 城大学理学部助教授),
大沼晃助(北 海道大学理学部講師),本 田雅健(日 本大学教授),小 嶋 稔(東 京大学理学部教授),
高岡宣雄(山 形大学理学部教授),岡 野 純(大 阪大学教養部教授),増 田彰正(東 京大学理学部教授),
:小 沼直樹(客 員教授),吉 田栄夫(教 授),前 晋爾(教 授),武 田 弘(客 員助教授),矢 内桂三(助 教授)
船木 實(助 手)
本研究は南極陽石を地球科学全般か ら研究するもので,3ケ 年計画の本年が最終年度である。過去3ケ 年間に行
なわれた研究は阻石集積学,岩 石学,鉱 物学,電 磁気学,物 理物性学,年 代学,惑 星化学などにわたり,以 下のよ
うな成果を上げることができた。
1.南 極阻石の分類




(1}鉱 物学的岩石学的研究:い くつかの南極限石の構成鉱物を顕微鏡やEPMAな どで詳細に調べ,限 石形成時の
温度と圧力の関係を調べた。またその後ショック等による変成の存在も調べた。その結果一試料中に変成度の異なる
鉱物粒が存在し,形 成時の温度圧力が粒子毎に異なる明石などが存在 し,ま た多数の南極陽石が非常によく似た岩
石学的特徴を持ち,そ れらのアイソトープ同位体比が似ていることか ら同一限石であったことなどが明らかにされた。
② 阻石の岩石磁気学的研究:主 にエコンドライトの持つ自然残留磁気と磁性粒子の磁気的性質を明らかにする研
究を行なった。その結果,エ コンドライト形成時限石母体には0.1～0.010eの 磁場が存在していたことが明 らか
にされた。また今まで磁気的性質のよく判明していなかったテ トラテーナイトの性質が明らかになり,陽 石の古地
磁気に大きな影響を与えることが判明 した。
(3)化 学的研究:コ ンドライトの酸素同位体組成を研究 し,普 通コンドライトと炭素質コンドライ トは異なるガス
塊で形成されたことが判明した。またこの二種類のガス塊は,原 始太陽系星雲と超新星起源のガス塊の相互作用に
よって形成された。またマグネシウム同位体比をいくつかの阻石について測定 した。その結果,原 始太陽系星雲が





南極 陽石 の初期処理 と基礎的 分類 助教授 矢内桂三
従来の手順に従ってYamato　 -81阻 石(第22次 隊採集)の 初期処理を行い,阻 石台帳を作成 した。　Yamato
-81阻 石の総数は,133個(25.2kg,平 均189g)で,基 礎的分類の結果,ダ イオジェナイ ト2個(い ずれも小型の
破片)と 炭素質陽石7個(378g,レ ンジ3～270g)を 含むことを確認した。分類作業は,　Yamato-79限 石の
1000～1500の うち100g以 上の限石を選び出し,X線 マイクロアナイザーの分析を基に同定分類を行った。
1982年9月 に,米 国ヒュース トン,ジ ョンソン宇宙センターの月試料処理施設を使用し,炭 素質阻石3個 の初期
処理を行った。この炭素質阻石は現場でステンレス缶(NASA提 供)に 収納され,冷 凍のまま南極→極地研→
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南極やまと一79明石 矢内 桂三 日本地質学会第89年学術大会 57.5
小島 秀康(秋 田大)
Antarctic　 Meteorites Yanai,　 K. 4th　 International　 Symposium57.8
on　 Antarctic　 Sciences,
Adelaide,　 Australia
Ni-rich　 taenite　 in　extensivelyOhta,　 T. 45th　 Annual　 Meeting 57.9
recrystallized　 Yamato　 LLTakeda,H.　 (東大 ・理)Meteoritical　 Society
chondrites Nagata,　 T.
Yanai,K.
CoUection　 and　 curation　 ofYanai,　 K. " 1●
Yamato　 Meteorites Nagata,　 T.
A　londranite　 in　the　YamatoYanai,K. '■ ■■
collections Kojima,H.　 (秋田大)
Cumulate　 eucrite　 clasts　inTakeda,H.　 (東大 ・理) " ■,
Yamato　 Polymict　 eucritesMori,　 H.
Polymict　 chondrites　 as　illfenedMiyamoto,　 M.(東 大 ・教 養) " "
from　 a　polymict　 eucrite　 genesisTak da,H.　 (東大 ・理)
Ohta,　 T.
Magnetic　 classification　 sheme　 ofNagata,　 T. 電磁気学会 57.10
meteorites
Search　 for　Yamato　 Meteorite　 inYoshida,　 Y.
December　 1981 Sasaki,K.　 (東北 大 ・理)第8回 南極阻石シンポジューム 58.2
A　Review　 of　the　Yamato-74Mason,B.　 (ス ミソニア ン " '■




Kojima,H.　 (秋 田 大)
'■ ll
Classi丘cation　 of　UnequUil)ratedKojima,H.　 (秋 田大) σ' "
Chondrites　 ill　the　YamatoYanai,K.
Meteorite　 CoUections
A　Stony-lron　 Meteorite: Matsumoto,　 Y.(山 口 大) " ■ ■
Yamato-75274 Yanai,　 K.
Kojima,H.　 (秋 田 大)
Olivine-Whitlockite　 Clast　in　theYallai, K.
" "
Y-75097　 L6{hondrite Matsumoto,　 Y.　(山 口 大)
Kojima,H.　 (秋 田 大)
A　Study　 of　Shock-Produce(1　 VeinsMori,T.　 (東 大 ・理) " "
in　Ordinary　 Chondrites Takeda,H.　 (　 〃　 )
Analytical　 Studies　 on　theNagata,　 T. " tf
Antarctic　 Iron　 Meteorites,Masuda,A.　 (東 大 ・理)
Yamato-790724,ALH-77263andTaguchi,1.　 (新 日 鉄)
ALH-77289
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題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会の名称等 発表年月
Modal　 Comparison　 of　PolymictDelaney,J.S.(ア メ リカ ン博)第8回 南極限石 シンポジューム 58.2
Eucrites　 from　 Yamato　 MountainsTakeda,H.　 (東 大 ・理)
and　 AUan　 Hills,　Antarctica　 withPrinz,M.　 (ア メ リカ ン博)
Other　 Basaltic　 AchondritesNehru,C.E.(　 〃　 )
Mineralogical　 Comparison　 ofTakeda,H.　 (東 大 ・理) ■ ■ `■
Antarctic　 and　 Non-Antarctic　 HEDMori,H.　 (東 大 ・理)
(Howardites-Eucrites-Diogenites)Delaney,　 J.S.　(ア メ リカ ン博)
Achondrites Prinz,M.　 (　 〃　 )
Harlow,G.E.(　 "　 )
Chemical　 and　 Oxygen　 IsotopicOnuma,N.　 (茨 城 大) " "
Compositions　 of　Several　 AntarcticClay on,　 R.N.　 (シ カゴ 大)
Unequ且ibrated　 Ord㎞ary Mayeda,　 T.K.(　 〃　 )
Chonderites Ikeda,Y.　 (茨 城 大)
Yanai,　 K.
Oxygen　 Isotopes　 ill　ChondrulesOn ma,N.　 (茨 城 大) " ■「
of　Ordinary　 and　CarbonaceousClayton,R.N.　 (シ カゴ 大)
Chondrites Ikeda,　Y.　 (茨 城 大)
Hutcheon,　 LD.　 (シ カゴ 大)
Mayeda,T.K.　 (シ カゴ 大)
Molini-Velsko,　 C.(効 ゴ 大)
Sr　and　 Nd　 Isotopic　 ChracteristicsWooden,　 J.L.　 (NASA) " "
of　Five　 Yamato　 Polymict　 EucritesTakeda,H.　 (東 大 ・理)
Nyquist,　 LE.　 (　NASA　 )
Wiesmann,　 H.(ロ ッキー ド社)
Bansal,B.　 (ロ ッキー ド社)
Composition　 of　the　Natura1Funaki,　 M. " '■
Remanent　 Magnetization　 ofNagata,　 T.
Ym　 75097　 (L4)　 Chondrite
Paleointensity　 of　MeteoritesNagata,　 T. " ■■
Funaki,M.
Piezoremanent　 Magnetization　 andMagata,　 T. " ■'
Shock　 remanent　 Magnetization　 ofFunaki,　 M.
Meteorites
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4.生 物 研 究 グル ー プ
川 一般研究
南極海インド洋区におけるクロロフィルの分布 助手 渡辺研太郎,教 授 星合孝男,助 教授 福地光男,
海洋生物定常観測として,「 ふじ」航路に沿った表面海水中のクロロフィルα量の定量観測を行っているが,観
測時間の許す限りで,研 究観測的要素を盛 り込んだ調査を実施 した。
すなわち,1981年2～3月,60°S～65°S,35°E～45°Eの海域に,グ リッド状に9測 点を設け,0～200mの
間のクロロフィル測定を行った。その結果,ク ロロフィルα量は経度方向で小さく,緯 度方向で大きな変化を示 し
た。また,ク ロロフィルαの極大値は,65°Sで は75～85m層 に,62°30'Sで は105m層 にそれぞれみられ,水 温極
小層の深度と一致 していた。 しかし,60°Sで はクロロフィルαの極大層は不明瞭であった。クロロフィルαの垂直
分布構造は,水 温,塩 分の鉛直分布からみて,南 極海の周極構造と関連をもっているものと考え られる。
さらに,45°Eに 沿って67°36'Sか ら43°18'Sに かけて9測 点において0～200m間 のクロロフィルαの測定を行
ない,ク ロロフィルα現存量の南北による変化を調べた。その結果,0～200m積 算クロロフィルαは,定 着氷域
で高 く(44mg/㎡),浮 氷域で低い値(13mg/㎡)を 示した。積算クロロフィルα量の最大値は62°30'Sで 得
































































Fig.1　 Vertじcal　proftles　 ・∫　c配・rophylt　α(叩per)　 　t　ρ 耐r　 　and　 salinity　(tau)eT)
αt　ntne　 stattons　 located　 mα 　grtd　 pottern　(35e-450E,6e°-65°S).Temρerαture
and　 sαtinity　datα　are　∫rom　 KURAMOTO　 απ(iKOY/!MA(1982).
図1 図2
昭和基地周辺定着氷下 における動物プ ランク トンの研究 助教授 福地光男,助 手 谷村 篤,教 授
星合孝男
南極大陸沿岸定着氷下の動物プランクトンに関する知見は,こ の数年の間徐々に蓄積されてきてはいるものの,
夏季に限られいまだ断片的である。特に,現 在我々が最 も知りたい情報は,定 着氷下における動物プランクトン個
体群の季節的消長と各種個体の成長に関する経時的な変化についてである。
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上記の情報を得るべく,23次 南極地域観測隊生物部門では,　BIOMASS計 画の一環として,昭 和基地周辺の定
着氷域において周年にわたる海洋観測,プ ランク トン採集を行った。調査は,オ ングル海峡の定着氷域に設けた5
定点において,1982年1月 から1983年1月 の間,合 計21回 のルーチン観測を実施した。採集には,従 来か ら用いら
れているノルパックネット(口 径45cm,目 合0.10㎜)の 他に,海 氷下の大型動物フ゜ ランク トンの採集のために新た
に開発 したパラソルネット(目 合0.33㎜),ま た,様 々な深度の動物プランクトンを採集するために開発 した
NIPR型 採集器の3種 を用いた。これらの採集器によって,小 型からわりあい大型の動物プランク トンまでなる
べ く網羅 して採集するように試みた。得 られた資料は,1150標 本にのぼり,現 在所内においてソーティング,解 析
が進められている。
今回は,ノ ルパ ックネットの標本について,生 物量をあらわす一つの指標として,プ ランク トン沈澱量の測定を
行った。その結果次のようなことがわかった。
(1)St.1か ら4に おいては,プ ランクトンの生物量は,明 瞭な季節変化はみられなかった。
(2)St.5に おいては,生 物量の極大は,4月 ～5月 にかけてOm-150m層 で,5月 ～7月 にかけては300m-
600m層 でみられた。12月 には,再 び0-150m層 で生物量が極大となった。







南極海 における動物プラ ンク トンの地理的分布 助手 谷村 篤,助 教授 福地光男
南極地域観測隊の夏隊の生物定常観測の一項目に,北 太平洋標準ネッ ト(NORPAC　 NET)に よる垂直採集が
あり,毎 年行なわれている。
本年度は,第21次 隊によって得られた標本について動物群の地理的分布の分析を行った。
用いた標本は,(1)110°Eに 沿って35°Sか ら60°Sの 間で採集 した12本,(2)60°Sか ら68°Sの 範囲を110°Eか
ら40°Eへ かけて南下 しつつ西航し昭和基地に向う航路上で採集 した13本,合 計25本 である。いずれも目合0.33㎜ ネ
ットを用いて水深150mか ら表面までの垂直曳によって得られた標本である。
(1)南 北方向の分布
動物プランクトンの個体数は南極収束線付近(51°40'S)で ピークを示 し,現 存量は,そ の南側でピークを示し
一99一
た。主要動物群の組成をみると,亜 熱帯収束線(37° ～38°30'S)と オーストラリア亜南極前線(48°S付 近)と の
間では,サ ルパ類が優占するが,亜 熱帯収束線以北およびオース トラリア亜南極前線以南では,椀 脚類が50%以 上
を占め優占する。
② 東西方向の分布
個体数および現存量の変化は,南 北方向の変化に比べて小さい。 しかし組成は採集点によって著 しく変化する。
また,60°S以 北ではあまり目立たなかった尾虫類の占める割合が採集点によってかなり高 くなったり,オ キアミの
占める割合も60°S以 北に比べてやや高くなる傾向を示す。
このように,動 物プランクトンの現存量や組成は海洋環境と深 くかかわっており,特 定の種を指標として生物の
側から収束線の位置や水塊分けをすることも可能であろうと考え られる。今後は,種 毎の地理的分布を調べると同
時に,水 塊を指標する生物種の調査も行なう必要がある。
図1.1979年12月,110°Eに 沿ったノルパ ックネット垂直採集(0～150m)に よる動物
プランクトン現存量(湿 重量,下 図の黒丸と実線),出 現個体数(下 図の白丸と破
線)お よび主要動物群の個体数による出現組成(%)
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図2.1979年12月,60°S以南域 に お け る110° ～40°Eの 範 囲 の ノ ルパ ック ネ ッ ト垂 直 採 集






BIOMASS計 画の一環として,日 本か ら各種の調査船が活動 しているが,そ の一つとして海洋水産 資源開発セ
ンターの調査船が南極海の大西洋区において大型 トロールによる魚類の採集を行った。その際得られたイカ類の資
料をもとに本年の研究を行った。
中層 トロール網によって採集されたイカ類は6種 であった。このうち最 も多数出現 した種はKonalahouiαlong-
imαnαおよび　、M.　oroteuthis　hnipovitchi　 の2種 であった。その他にArchiteuthis　 sp.,　Brαchioteuthis　pictα,
Gαliteuthis　gLαciαlis,およびPholidoteuthis　 boschmaiな どが出現した。
これらのイカ類の体長は,マ ントル長で40cm以 下であるが,従 来ネットで捕獲 されたものに比べるとはるかに大
きい。しかしながらマッコウクジラに捕食されたイカ類の体長を復元 したものに比較すると,明 らかに体長の差が




小型のK　 longimαnα は夏季には分布深度がナンキョクオキアミの分布深度とある程度一致 して,季 節的に移
動する例が認められた。
主要な2種,　 K　 longimαnα とM　 hniρovitchiに ついて生殖腺の成熟の指標となるnidamental　 glandの 長
さを見ると,い ずれも例数は小ないが,　Clarkeの 例よりも未成熟のものが多い。従って,ト ロール網で採集され
たイカ類は未成熟の個体が多く出現 し,よ り深海より出現 した個体とは異なる。 これもマッコウクジラの摂餌が深
海系で行われることの例証となろう。






に,ネ ットでは定量的に採集できないものを総称する。主な分類群としては,原 生動物の有孔虫,放 散虫,繊 毛虫,
軟体動物の翼足類,節 足動物の椀脚類,原 索動物の尾虫類などが挙げられる。この様に多様な動物群から成る微小
動物プランク トンの,海 洋生態系内での役割を一口で言い表わすことはできないが,多 くのものは微細な植物プラ
ンクトンやバクテリアを食 し,自 からは大型動物プランク トンに捕食されていると考えてよい。すなわち,大 型植
物プランク トン→大型動物プランクトンという経路とは別の食物連鎖の経路が存在すると考えることができる。こ
れら2つ の経路の相対的な太さの在り方が,前 述の"低 次生産の特色"を 示す手掛りになる。
南北線にそってみると,北 部北太平洋(45° ～50°N)で は少なく,ベ ーリング海盆で多 くなり,ベ ー リング海陸
棚域の北からチャクチ海では再び少な くなった。陸棚の南端の海盆部との境界部には,弱 いけれども,湧 昇流があ
り,そ こでは微小動物プランクトンも最も多かった。同時に採集 した大型動物プランクトンの量も,ほ ぼ同様の傾
向を示し,両 者の比(微 小動物/大 型動物×100)は,北 部北太平洋でやや高いものの,約10～15%に 落ち着く。こ
の値は,熱 帯 ・亜熱帯海域での値よりかなり低いので,べ ーリング海のような海域では,微 細植物プランクトン・
バクテ リア→微小動物プランク トンという食物連鎖経路は,大 型植物→大型動物の経路よりも,相 対的に細いこと
が判った。ただし,微 小動物プランク トンの生体量は,亜 熱帯海域などに比べて圧倒的に多いので,絶 対値として
は,上 記の経路は太いのである。微小動物プランクトンの生体量が,基 礎生産量や大型動物プランクトン量と同様
に,ベ ーリング海では大きいけれども,後 者に対する相対量としては,熱 帯域でよりも小さいという現象は,お そ
らく,南 北両極海域に共通 してみられる現象ではないだろうか。
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昭和基地周辺の魚類相に関する研究 助教授 内藤靖彦,教 授 星合孝男
昭和基地周辺の魚類に関する研究はこれまで断片的にしか報告されていない。 分類学的な立場からAbe　 and
Hoshiai　 (1972)に よって最初に報告されて以来,魚 類に関する研究の報告は数えるほどしかないのが現状であ
る。 しかし最初に報告されたのちも,主 に生物担当の隊員によって魚類の標本が持ち帰 られ,蓄 積されてきた。そ
こでこれらの標本を整理し,正 確な記載をする必要から,昭 和基地周辺に出現する魚類全体を再検討 してみた。
用いた標本は第21次 観測隊までによって昭和基地周辺の海域(水 深10数m～600m位)に 主に釣およびトラップ
などによって採集されたもので,出 現する魚類全種の リストを作成 した。併せて魚類の専門家でない人にも容易に
種の同定が出来るような簡単な検索表 も付 した。
表に示したように,昭 和基地周辺には少 くとも12種の魚類が生息している。内訳はノトセニア科10種,バ シドラ
ゴ科1種,ゲ ンゲ科1種 である。またこのうち,こ れまで和名の付いていなかったもの4種 に新たに和名を付 した。
Abe　and　Hoshiai　 (1972)は3個 体の　Tremαtom　 usvicαrius　L6nnberg　 を報告 しているが,こ の種は南極
大陸の沿岸からは未記録であること,さ らに当研究所に保存されている魚類標本中に該当するものが見出せないこ
とか ら,　T.　bernαchii　Boulenger　 である可能性が高 く,本 リス トから除いた。また　Trernαtoπnus　borchgrev-







Family　 Nototheniidae　 　 ノ ト七 二 ア 科
1.　 Trernαtomus　 bernacchti　 BOULENGER,1902
2.T.hαnsoni　 BOULENGER,1902
3,T.neωnesi　 BOULENGER,1902
4.　 T.nicolαi　 (BOULENGER,1　 9.　02)






Family　 Bathydraconidae　バ シ ドラ コ科
11.Gymπodrαco　 acuticeps　 BOULENGER,1902
Family　 Zoarcidae　 　ゲ ンゲ 科
12.　 Austrolycichthysbrαchycephαtus
魚 類 の リ ス ト
シ ョウ ワ ギ ス
ウ ロ コ ギ ス
ハ ゲ ギ ス
ニ セ ハ ゲ ギ ス
*ミナ ミク ロ ギ ス
ヒ レ トゲ ギ ス
ヒ メ シ マ ギ ス*
ボ ウ ズハ ゲ ギ ス
ラ イ ギ ョダ マ シ
コオ リイ ワ シ*
キバ ゴチ
(PAPPENHELM.1912)　ナ ンキ ョク ゲ ンゲ*









している。観察方法は1日 に6回,4時 間毎に10分間の観察を行い,そ の際出現した海鳥類の種類と数とをデータ
シートに記入した。また同時にそれ らの海鳥の状態,さ らに気象や海況についも記録した。
この海域に優占する種は,ナ ンキョクフルマカモメ,ノ ドジロクロミズナギ ドリ,マ ダラフルマカモメ,ハ イイ
ロアホウドリ,ク ジラドリ類,な どであった。これらの分布様式は図に示 した通 りである。ほとんどの種が東西に
は同じ密度で周極分布を示 しており,南 北には種によって分布密度の違いが認められた。また音響探査によるオキ
ア ミの分布密度は氷縁か ら80～100マ イル付近に強い散乱強度を示 し,こ の付近の海鳥は種類数も個体数も多く見
られる傾向があった。
厘 ≧1α・ 」一 ゴ ≧ 、.。
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Fig、　2、　 The　la1itudinal　distribUllon　 o∫　sea　birds
臨 ≧・。。 已 亘≧,。
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Fg.6　 　 The　longirualnat　 distributi・n　O∫　sea　birds
南極産蘇類 の胞子体形成に関する研 究 助教授 神田啓史
大陸性南極において蘇類の胞子体が最初に発見されのは南ビクトリアランドに産するPattia　 heimiiに ついて
であった(Green1967)。 この胞子体は若 く,英 膜も十分に発育していない未成熟のものであったため,大 陸性南
極において完全に成熟 した胞子体が形成されるか否かは疑問視されていた。 このためにこれらの蘇類は南極におい
ては栄養生殖的にしか殖えないものと考え られ,こ れはまた厳しい南極の自然への適応のためと理解されていた。
しか し近年に至って大陸性南極と言われる地域でも,ケ ンブランドやエンダービーランドから,ほ ぼ完全に成熟
した胞子体が報告されるようになった(Filson1977)。 さらに昭和基地周辺において も,1975年 にスカルブスネ




この種の生殖器官は11月 の初め頃か ら発達 し始め,12月 の後半から1月 にかけてこれ らは成熟し,そ の後受精行
動を起すものと考えられる。この場合,1年 を通 じて造精器は発見されないか,あ るいは未成熟のままであった。





結果的に,　P.　heimiiの 場合,12月 頃に受精 して発達した造卵器は,2月 頃までにカリブ トラが苞葉に被われ
ている時期,カ リブトラが基部から離れ朔柄が伸長する時期、にまで発達し,こ の時期に越冬に入る。翌年の春の
11～12月 頃にかけて急激に朔がふ くれだ し、1月 の初めには胞子体として完全に成熟したものとなる,と いう発達
過程をとると思われる。
南極土壌生態系の研究 教授 松田達郎,助 教授 大山佳邦,助 教授 神田啓史




ころはもちろんのこと,一 見 して何の植生もない砂地にも生息 していることが知られていた。このダニ類が生息場
所の湿度あるいは砂の含水量と密接な関係にあることは,水 際から一定の距離の砂に出現個体数のピークがあるこ




の間隔で採集された。砂の含水量は水際近くで15%を 示 し,右 に行 くに従って減少 している。一方,ク ロロフィル
量は左端で最大値を示 し,そ の他の地点ではあまり変化がない。この結果からダニの個体数は生息場所の藻類現存
量とはほとんど関係な く,砂 の湿度との関連が強 くあらわれている。すなわち砂の含水量が7～8%の ところに出
現個体数のピークがみ られる。これはビク トリアランドで行われた トビムシでの結果ともよく一致 している。




南極越冬 隊の人類働態学的研究 教授 松田達郎
越冬隊の人類働態学的研究には,寒 冷な自然環境の下におかれた孤立 した小集団として,個 体の生理学的,心 理
学的なレベル,お よびこれらを総合 した集団としてのレベルでの研究が可能である。それぞれの研究を進めるにあ














か し自然環境そのものは変 っていない。ここで遭遇する最大の困難は低温と風であり,特 に風の影響は著 しく,体
感温度の低下と共に露出部の凍傷の原因ともなる。例を掲げれば,-20℃ の気温下で10m/sの 風が吹けば,そ の
冷却効果としては一50℃に匹敵する。-20°Cと いう気温は内陸(み ずほ基地)に おいては夏季の平均気温である。
みずほ基地を維持し,ま た調査範囲の広がった現在,内 陸旅行は冬季にも実施されている。この様な条件下ではす
でに個人的な適応のレベルをはるかに越えており,旅 行隊としての安全確保がはかられる。また越冬隊全体でサポ
ート体制を しいてこの様な旅行が実施されているということは隊のオペレーションに係わることとなり,こ の レベ
ルで安全の確保がなされている。
(2)共 同研究 ※印 研究代表者 印以下極地研担当教官
ア)一 般共同研究
亜 南 極 地 域 に お け る 蘇 類 の 分 類 学 的 な らび に 植 物 地 理 学 的 研 究 ※ 安 藤 久 次(広 島 大学 理学 部 教 授),
関 太 郎(広 島 大学 理 学 部 助 教 授):松 田達 郎(教 授),神 田啓 史(助 教 授)
1)神 田啓 史 が 交 換 科 学 者 と して チ リ南 極 基 地 を訪 れ る 際,1978年12月 か ら79年1月 にか けて,チ リ南 部 の
Puerto　 Mont付 近 のPetrohue(41°S,72°30'W)と,マゼ ラ ン海 峡 に面 す るBrunswick半 島(53°10'S,70°
55'W)で 採 集 され た蘇 類 標 本423点 に つ い て 分類 学 的 な らび に植 物 地 理 学 的 研 究 を行 った 。
そ の結 果Petrohueか らは24科72種,　 Bruswick半 島か らは,21科70種 を 認 め た。 そ れ らの 植 物 地 理 学 的 区 分
の 内訳 は,広 布 種(Petrohue　 8.3%,　 Brunswick半 島8.6%),固 有 種(55.6%;48.6%),両極 分 布 種(2.8
%;18.6%),マ キ属 型 分 布 種(2.8%;0%),ナンキ ョク ブ ナ型 分 布 種(6.9%;2.8%),周 亜 南 極 分 布 種
(9.7%;18.6%),イン ド ーマ レ ー シ ア要 素(1.4%;0%),北 米 太 平 洋 岸 要 素(1.4%;0%),南 ア フ リカ要
素(1.4%;0%),不 詳(9.7%;2.8%)と な った。
Brunswick半 島 に お い て は 固 有 種,マ キ属 型 分布 種,ナ ンキ ョク ブナ 型 分 布 種 の 割 合 が 減少 し,逆 に両 極 分 布
種,周 亜 南 極 分 布 種 が 増 大 して い る。 これ はパ タ ゴ ニ ア陸 氷 の 拡 大 によ って 古 い 時 代 か らの遺 存種 が絶 滅 し,そ の
後 の 陸 氷 の 縮 小 に 伴 って,両 極 分 布種 や 周亜 南 極 分 布 種 が 長 距 離 分 布 に よ って 侵 入 した もの と推察 さ れ る。 北 方 の
Petrohueで は パ タ ゴニ ア 陸 氷 の 直 接 の影 響 が小 さか っ た もの と思 わ れ,遺 存 種 が 多 くな って い る。
2)関 太 郎(1967)お よ び神 田啓 史(1978～79)が チ リで 採 集 した 標 本 な らび に 内 外 の 標 本 庫 よ り借 用 したハ イ
ゴケ 属(Hypnum)の 分 類学 的研 究 を 行 い,南 米 南 部 か ら次 の8種 を 確 認 し,そ れ ぞ れ の 地 理 分布 と生 態 の大 要 を
把握 した。
1.　 Hypnum　 cupresstforme　 Hedw.　 var.　 cupressiforme:低 地 の ナ ンキ ョク ブナ林;世 界 広 布 種 。
2.　 H.　cupressiforme　 var.　 fiUformeBrid.:低地 の 樹 皮,岩 上;世 界 広 布 種。　 3.　 H.　 cupressiforme
var.　 rnossmaniαnum　 (C.　 Muel1.　 )Ando.　 :南 部 の ナ ンキ ョク ブナ林,主 と して 樹 皮 ま た は朽 木 上;
オ ー ス トラ リア東 南 部,タ ス マ ニ ア,ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド,南 ア フ リカ;周 亜 南極 要 素 。　 4.　H.　 cupressiforme
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var.　 1αcunosum　 Brid.:乾 燥 した場 所 の土 止 ま た は岩 上;世 界 広 布 種 。　 5.　 H.　 chrysogαster　 C.　 Mue11:
ナ ンキ ョク ブ ナ林 内の 樹 皮 ま た は 朽 木 上;オ ー ス トラ リア東 南 部,タ スマ ニ ア,ニ ュ ー ジー ラ ン ド。6.H.cαm
poαnum　 (Ther.　 )Broth:チ リ特産 。　 7.　 H.　 shottsbergiiAndo.:林内の 樹 皮 ま た は朽 木 上;46°S以 南
に 分 布 し,固 有 種 。　 8.　 H.　 revolutum　 (Mitt.)Lindb.;南米 で は アル ゼ ンチ ン南 部 に の み 知 られ,北 半
球 の北 部 お よ び高 山,南 極 半 島に 分 布 。
昭和基地 周辺の土壌生態系の生 物生産 の研究 ※大島康行(早 稲田大学教育学部教授),伊 野良夫(早 稲
田大学教育学助教授),:松 田達郎(教 授),大 山佳邦(助 教授),神 田啓史(助 教授)
南極で採取 したコケと土壌を用いて,N塩 を制限要因とした培養実験とN2固 定能力の測定を行った。
培養実験
採取されたコケ塊を5m程 の厚さに切り,そ こか ら直径1.9cmの 円盤を切り抜き,培 養用の試料とした。培養液
としてknop液 を用い,Ca(NO3)2の 標準量を1と し,そ の1/10,1/100,1/1000,0の5段階に調整し
た。1982年5月13日 か ら8℃,約7kluxの 恒温箱の中で実験を始めた。コケはN量 に応 じて生長が促進された。
標準量の試料では,1983年1月 に円盤の直径は初めの約1.5倍 になった。高さは直径以上の生長を示 し,緑 色の茎
葉が多数突出した。円盤あたりのコケ乾重やクロロフィルa量 も増加 した。また,乾 重あたりの光合成速度は生長
と同様にN量 に応じて高まったが,標 準量と1/10量 との差は大きかった。およそ10kluxで 光飽和点に達し,
標準量の最大光合成速度は約10°Cで,0.3～0.4mgCO2/ghrで あった。冷凍庫か ら出してす ぐ測定 したものに比
べ,光 飽和点は低かった。低N量 の試料では0.1　mgCO2/ghr以 下であった。
N2固 定能力の測定
コケ群落を直角に横切る2本 の直線を引き,そ れに沿って2.5cm×5cmの 面積で0～1c皿,1～2.5cm,2.5～
4cmの3層 に分けて土壌をとった。コケは0～1cm層 に含めた。N2固 定能力はアセチレン還元法によ り,ニ トロ
ゲナーゼ活性を測定した。2～6gの 試料を20ml三 角フラスコにとり,気 相をアルゴンで置換 した後,少 量のアセ
チレンを添加し,10℃,1kluxで24時 間インキュベートした。表層のうちコケの含まれる19点 にはすべてニ トロ
ゲナーゼ活性が認あられたが,コ ケのなかった5地 点でも活性は検出された。また,中 層下層の土壌でも上層にコ
ケのある場合には弱いながらも活性が認められた。水分含量が1%以 下の土壌では活性は検出されなかった。顕微
鏡観察によると,　 Nostoc,　 Anabenα のような糸状ラン藻は認められず,単 細胞の ものばかりであった。そ
れ故,ニ トロゲナーゼ活性を示すラン藻類は,　 GLoeocαpsα 属のものと思われる。
以上の知見から,ラ ン藻におおわれたコケ群落ではN2固 定が行なわれているが,N塩 の添加により旺盛な生長
を示すことからこのNを 十分に利用していないことを示 している。
南極 における富栄養化現象 の実験生態学的研究 ※秋山 優(島 根大学教育学部教授):松 田達郎(教 授),





ルッカリー地帯の土壌では燐の量が著しく高く,平 均値にして他の土壌の23～60倍 もの値が認められた。 これに対
して,ル ッカリー地帯の土壌の硝酸態窒素は,大 陸部にある湖沼周辺の土壌より,か なり低い値を示している。こ
れらの結果か ら,ル ッカリー周辺の土壌への排泄物による栄養塩の供給は特に燐酸塩の量が著 しく,土 壌の栄養塩
のバランスから考えると,藻 類やコケの生育にとって窒素がその制限要因になっている。
2)土 壌中の窒素塩特に硝酸態窒素の分布からみると,東 オングル島の砂質土壌のように水分の少ない場所では
著 しくその含量が低いのに対して,比 較的水分供給の多い雪だまり周辺の土壌,湖 岸部周辺の土壌,あ るいはコケ
群落周辺の土壌などではその含量が高く,燐 酸塩との比(N/P)は いずれも高く(28～162.5),こ の点か ら考える
と土壌栄養塩としては燐が制限要因として作用することが考えられる。このような土壌中の窒素塩の供給について
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は,i)場 所によりN/P比 の変化が大きいこと,　iD燐 の含量がル ッカリー以外の場所でほぼ一定 していること
(0.04～0.104mg/gsoi1)な どから,そ の供給源についてはルッカリーからの供給とは異なった回路 による もの
であることが指摘できる。大陸沿岸の湖沼周辺の試料(ル ッカリー土壌を含まない)か らみると,土 壌中の硝酸態
窒素と最も関係の深い要因としては,砂 粒表面に生育するラン藻類に起因する土壌クロロフィル量(r=0.65)で
あり,ま た砂粒表面のクロロフィル量は土壌の含水量と関係が深く(r=0.62),さ らに土壌中の燐とも深い関係が
認められる(r=・0.57)。 しか しオングルカルベン島のルッカ リー土壌のように,燐 の多い場合でも水分の少ない場
所では砂粒表面に生育するラン藻類によるクロロフィル量が少ないばかりでなく,硝 酸態窒素の量 も少ない。これ
らの事から考えると,土 壌中の窒素塩の大部分が,ラ ン藻類による空中窒素固定に起因するものと考え られる。
珪藻植物群 の生体群 と遺骸群集の対 応 について ※谷村好洋(国 立科学博物館 研究員):福 地光男(助
教授),渡 辺研太郎(助 手)
地質時代の生物群の変遷史やその要因となった自然環境の変化史は,海 洋底の堆積物中に海洋生物の遺骸として








15試料か ら28属85種 を識別 した。殆んど全ての試料で　 Nitzschiα 属の種が多数出現 した。
Nitzschiα　 herguelensis　,　Nitzschiα　curtα は,1試 料を除いて,全 組成の50～70%を 占めた。さらに,そ の
他の　 Nitzschiα 属の種を加えると,全 組成の70～90%を 占めることになる。　 N.　 hergueZensis　 　は,試 料
採集地点中最 も沖合で全組成の50～60%を 占め,オ ングル海峡,ラ ングホブデ氷河沖,ホ ノール氷河沖の各試料で
10～30%を 占める。 しかし,お んどり島の東から得 られた試料や,ラ ングポレンの試料では,1～5%の 産出を示
すにすぎない。これとは対照的に,N.ωrtα は,お んどり島の東,オ ングル海峡,ラ ングホブデ氷河沖,ホ ノ
ール氷河沖の各試料で全組成の20～50%を,リ ュツオ ・ホルム湾の沖で5～20%を それぞれ占める。さらに多産せ
ず顕著ではないものの,　 CoscinodiSCtrs　 lentiginosus,Eucαmpiαbα1α αstium　 は沖合に,　 Achnαnthes　,
Amphiprorα 　,　 Diploneis,　 Gornphonemα,Nαviculα,　 Pinnulαria　,　 Pleurosigmα,　 Synedrα
の各属に含まれる種は沿岸域にそれぞれ分布が片寄っている。以上の結果から,昭 和基地周辺海域における底質表
層中の珪藻種の地理的分布は　 N.　 herguetensis,N.　 curtα の分布に代表される沖合,沿 岸域間での組成
の対立で説明される。なお,こ の地理的分布は,オ ングル海峡,ラ ングポレンとホノール氷河沖の2組 の試料群内
で保たれていると解釈できる。しかし,こ れは同時に,リ ュツオ ・ホルム湾の試料を加えた3組 の試料群内での採取
深度と組成との相関とも読み取れる。いずれにしても,底 質表層中の珪藻種の組成は,生 産される珪藻種の量や組




南極沿岸生態系と沖合 い生態系 との相互関係 の解析 ※星合孝男(国 立極地研究所教授),箕 田 嵩
(北海道大学水産学部教授),河 村章人(北 海道大学水産学部助教授),志 賀直信(北 海道大学水産学部助手),西
沢 敏(東 北大学農学部教授),高 野秀昭(東 海区水産研究所主任研究官),堀 越増興(東 京大学海洋研究所教授),
沖山宗雄(東 京大学海洋研究所教授),西 田周平(東 京大学海洋研究所助手),古 谷 研(東 京大学海洋研究所助手),
粕谷俊雄(東 京大学海洋研究所助手),川 口弘一(東 京大学海洋研究所助手),門 田定美(日 本大学農獣医学部教授),
広海十朗(日 本大学農獣医学部助手),村 野正昭(東 京水産大学教授),山 川 紘(東 京水産大学助手),佐 藤博雄
(東京水産大学助手),今 島 実(国 立科学博物館主任研究官),中 村一恵(神 奈川県立博物館主任学芸員),高 橋
永治(神 戸大学理学部助教授),松 田 治(広 島大学生理生産学部助教授),大 隅清治(遠 洋水産研究所部長),吉
田主基(遠 洋水産研究所室長),奈 須敬二(遠 洋水産研究所室長),小 牧勇蔵(遠 洋水産研究所主任研究官),宇 野
史郎(南 西海区水産研究所研究員),高 橋正憲(遠 洋水産資源開発センター研究員),佐 々木 洋(東 北大学大学院
研究生),岩 見哲夫(筑 波大学大学院学生):松 田達郎(教 授),大 山佳邦(助 教授),内 藤靖彦(助 教授),福 地光
男(助 教授),根 本敬久(助 教授),谷 口 旭(助 教授),谷 村 篤(助 手),渡 辺研太郎(助 手)
本年度はBIOMASS国 際共同研究計画の中間段階に当り,1980年/1981年 に実施されたFIBEX調 査の次年度
であり,ま た1983年/1984年 に調査が開始されるSIBEX計 画の前年度である。このため,当 共同研究もFIBEX
のデータ整理とさらにその解析,研 究発表を行いっっ,　SIBEXの たあの予備実験 も実施するという二つの側面を
もって実施された。　FIBEX調 査の結果のまとめは,第 一次生産,ナ ンキョクオキアミ,魚 類,底 生生物,海 獣類
について以下の研究活動と成果を得た。
1.第 一次生産の研究は,第22次 観測隊 「ふじ」によって得 られた資料および水産庁開洋丸によって得られた資料
について,整 理 ・解析がなされた。「ふ じ」によって得られた資料から南極浮氷域における第一次生産の不均一
分布について新たな結果を得た。また,従 来調査がほとんどなかった垂直分布や,グ リッド観測による水平分布,
さらに,南 北分布に関する資料を得た。開洋丸の浮氷域沿の連続的調査資料か らは,浮 氷域において高い生産量
が推定される結果を得た。
2.ナ ンキョクオキアミについては,開 洋丸による繁殖に関する飼育実験資料を整理 し解 析を行った。　KOC-A
ネットで採集された197個 体のナンキョクオキア ミの組織学的解析か ら,雌 の卵の状態は9段 階に分類できた。
体長3㎜ 以上の個体で熟卵を有 し,1月 中旬以後に放卵個体が多 く出現 した。また,ナ ンキョクオキア ミの放卵
は異 ったシーズン(年)に2回 以上行なわれることも明らかになった。
3.魚 類については,1981年 に昭和基地から持ち帰 られたサンプルと海洋水産資源開発センターによって南シェッ
トランド近海か ら採集されたサンプルについて資料整理を行 った。前者について,大 部分が前年度に処理され解
析,発 表が行われたので,今 年度は,昭 和基地周辺産魚類のフィール ドキーおよび検索表の整理を行った。後者
について,3ト ン余 りの資料について,胃 内容調査を中心に行い,膨 大な資料を得ることができ,現 在解析発表
の準備中である。ちなみに,昨 年度の解析から得 られた同海域の魚類の捕食関係は,オ キア ミが中心であり,特
に底生魚類もオキアミを活発に捕食していることが明らかになった。
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of　Cumberland　 Bay,　 South　 Georgia,








































昭和基地周辺で採集された魚類の リス ト 岩見 哲夫
内藤 靖彦
58. 南 極 資 料,78,37-44
Whale　 sighting　 efficiency　 of　the
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大陸性南極における蘇類胞子体の形成 神田 啓史 植物学会第47回大会
(東京)
57.9










Some aspects on BIOMASS of the lower Kentaro Watanabe BIOMASS Colloquium:
trophic levels in the  Liitzow-Holm Atsushi Tanimura Past Results and Future 57. 5
Bay area Mitsuo Fukuchi Prospect
Summer distribution of sooty/short- Kazue Nakamura
trailed shearwater in the outer Yoshikuni Ohyama
margin of the pack ice area
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5極 地設営工学研究 グル ープ
(1}一 般研 究
自然エネルギーを動力 と した無人観測 システムの開発 教授 川口貞男,助 教授 鮎川 勝,助 教授
藤井理行,寺 井 啓,和 田 誠,山 岸久雄
風車発電機による自然エネルギーを動力源とした無人観測を以前試みたが,風 車発電機や制御系およびデータ収
録装置などに問題があった。本研究は動力システム(風 車発電機および太陽電池)の 確立と,小 電力データ収録装
置の開発に重点をおき,無 人観測システムの実用化への見通 しをつけることを目的としている。
本年はその3か 年計画の初年度で,動 力システムの確立を目的とした風車発電機による風エネルギーの変換 シス
テムの開発を行った。1kW風 車発電システム2基 を試作 し,1基 は第24次 南極地域観測隊(昭 和58年)に 現地実
験を依託 し,他 は国内で各期1か 月間の野外実験を行った。
1)風 車発電 システムの試作
発電機 システム:昨 年試作 した24V,1kW(日 興電機製)と 同仕様のものに電磁パウダーブレーキ(神 鋼電
機製PHB-5)を 組付けたものを8極 スリッフ゜ リング(大 崎電業製G-2828)に 取付け。ブレー ドはクラー
クY型 で,直 径2.8mの2枚 翼をガラス繊維強化プラスチ ック(ス ーパーレジン製)で 作成 し,ダ ウン・ウインド
型とした。
制御システム:過 充電防止を兼ねたフル トラ式制御器(日 興電機製)を 内蔵 し,ブ レードの過回転を防止する
ため,回 転数を検出し,あ る任意の回転数からその回転数に応 じて電磁パウダーブレーキを作動させた。また,電
圧 ・電流 ・回転数 ・ブレーキ電流などを記録表示できるようにした。
風車塔:南 極用には高さ3mと2mの 継ぎ足 し三面柱(ロ ーヤル製)を,国 内用には高さ3mの 三面柱を製作
した。
保温箱:国 内用にベニヤ合板パネル(発 泡ウレタン注入)を 貼り合せ,ガ ラス繊維強化プラスチックを1プ ラ
イ外装 したものを試作 した。
2)野 外実験
南極での現地実験は昭和58年 を予定 している。国内においては58年2～3月,長 野県霧ケ峯において行ったが,
風系の変化が少なく,発 電機の出力特性を完全に求めるまでには致らなかった。 しか し,設 営面で多くの知見を得




氷上建物 た関する研究 客員助教授 半貫敏夫,客 員教授 東 晃,教 授川口貞男,助 手 寺井 啓
大陸氷床上に建設される建物およびその付帯設備に関する設計基本構想を得ることを目的としている。この第1
歩として,現 在雪面下にあるみずほ基地の建物について(昭 和45年 設置),過 去から現在までの経過を分析 した。
また,現 地と連絡をとり,建 築物 ・積雪などのデータも入手 した。これらについて報告書をとりまとめつつある。





わが 国の南極観測 における設営 の現況報告 教授 楠 宏
昭和57年6月28日 ～7月3日,レ ニングラー ドにおいて南極研究科学委員会(SCAR)主 催の南極設営シンポジ
ウムが開かれた。これに対 して日本隊の設営現況を報告 したが,と くに外国隊にとって関心があると思われる次の
題目について報告書を提出した。
砕氷船 しらせ,エ アクッション艇(MV-PP　 O5　A)　,無 人観測点,夏 隊員宿舎
これらの報告はソ連で印刷される予定である。個々の報告の表題等は別項で示した。
(2)共 同研究 ※印 研究代表者 印以下極地研担当教官
ヒ トの寒冷適応関す る極地工学的研究一防寒衣類 と くに手袋 について一 ※渡辺和彦(広 島大学教育学部福
山分校助教授),山 口立雄(岡 山大学教育学部講師),明 石正和(城 西大学理学部講師):大 山佳邦(助 教授),
寺井 啓(助 手)
本年度は,3ケ 年継続研究の最終年度であり,こ れまでの基礎的研究を踏まえ,応 用的研究を行なうことをおも
な目的とした。すなわち,実 際に,ド ライバーやペンチ,ハ ンマーなどの工具を使用して南極越冬隊員の装備によ
る極寒条件下での作業能力をテストすることに した。
研究方法
被検者:健 康な男子学生10名,年 齢(18～20)。 実験期間:昭 和57年12月20日 ～25日。実験場所:国 立極地研究所
低温実験室
測定項目①形態計測 ②心拍数 ③血圧 他。
作業テスト項目①ペグ作業(20秒 間),② ドライバー作業(木 ネジ2本 をねじ込む),③ ハ ンマー作業(ク ギ3本
を打ち込み),④ ペンチ作業(針 金切断作業30秒 間),⑤ ボル ト・ナット作業(3組 をはめ込む)。 サイズは省略。
実験手順
まず,20℃ の部屋で素手と手袋(軍 手+牛 皮手袋)着 用の作業成績の比較。っぎに一50℃ の低温室に入室 し,30
分後に手袋着用で前記作業テス トを実施。低温室から退室10分後,20℃ の部屋に素手と手袋着用での作業テス トを
再び行なう。
結果と考察
表1は,ペ グ,ド ライバー,ハ ンマー,ペ ンチ,ボ ル ト・ナット作業の成績を手袋着用の有無と室温条件のちが
いについて検討 したものである。入室前20℃ の条件では,素 手の値を100と したときの手袋着用の値を比較した。
《 》で示す。ペンチ作業のほかは,い ずれも(↓)印 であり,作 業低下を意味する。ペンチ作業では,手 袋着用
の方が良い結果となる。さて,入 室後,30分 ではすべての項目において(↓)印 となり作業低下が認あられた。60
分後でも同様である。退室後10分 では,ペ ンチとボル ト・ナットの素手の条件で良 くなったほかは,回 復傾向があ
るものの,作 業低下のままである。これらの傾向をグラフで示したものが,図1～ 図3で ある。いずれも,20℃ で
の手袋着用時の値を100と して示す。
〈手袋着用の場合〉
これ らの結果を統計学的に有意差検定を行なうと,手 袋着用ではどの作業 も入室30分 で機能低下をきたすことが
明らかになった。30分 から60分への経過で有意にさらに機能低下する項目はなかった。低温室から退室後10分 で有
意差の認め られなかったのは,ペ ンチ作業であった。ペンチ作業は,細 かな指先の作業がな く,し かもテス トの実
施により筋温の低下を防いでいると思われる。
〈素手と手袋着用の比較〉


















































































































《》:素 手 を100%と する。 ():入 室前 を100%と する。
旧地学棟 の性能変化 について ※佐藤稔男(日 本大学理工学部教授),平 山善吉(日 本大学短期大学部助教授),
近藤基樹,宇 野隆之,生 部圭助(竹 中工務店技術研究所部長):楠 宏(教 授),川 口貞男(教 授)
昭和32年,第1次 隊により建設された居住棟は,そ の後,旧 地学棟として使用されていたが,老 朽化等から第21
次隊により解体され,建 物は 『ふじ』により昭和56年4月,約25年 ぶりに日本に持ち帰 られた。
この貴重な資料をどのように活用するかについて,設 営専門委員会建築分科会では作業委員会を作り,こ れに対
処することとした。
委員会では,建 物の展示,保 存に関する検討と,床 パネル1,壁 パネル2,計3枚 を使って,耐 力,耐 久性およ
び断熱性などの試験を行い,南 極の寒冷,強 風,乾 燥など特殊な環境下における各種建築材料の経年変化の変質を
明 らかにすることとした。
これらの作業は,当 初この建物の各種試験を行った研究機関と,作 業委員会のメンバーが分担して行い,そ れぞ
れ報告書を作成した。下記にそれら試験の報告書とその項 目および担当機関を示す。
註()は 試料番号を示す。
(1)パ ネルの性能試験:(財)建 材試験セ ンター
1.1熱 伝導率の測定
1.2曲 げ試験
② パネルの接着力試験:(財)日 本住宅 ・木材技術センター
2.1合 板の接着力試験
2.2合 板と枠材の接着力試験







これらの試験の詳細は,別 紙として,そ れぞれの担当機関から提出されたものを本報告に添付 した。
また,こ れらの試験結果および性能については,い ずれ25年前のデーターと比較,検 討する予定であるが,十 分
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Utilization　 of　 wind　 power　 for　 theIshizawa,　 K.　 and 〃
〃
Japanese　 automated　 stationsK.　 Kusunoki
Floor-elevated　 summer　 quarters　 atHannuki,　 T.　 and 〃 〃
Syowa　 Station K.　 Kusunoki
Use　 of　small　 air-cushion-vehicleMoriwaki,　 K.　 and〃 〃
(MV-PPO5A)　 at　Syowa　 StationK.　 Kusunoki
Comment　 on　 Japanese　 logistics　 papersKusunoki,　 K. 〃
〃





1.日 本 ス ウ ェー デ ン国際 共 同大 気球 観 測
助教授 江尻全機,助 手 小野高幸,宮 岡 宏
昭和55年 度より3年 計画として開始 された北極域大気球観測の最終年度にあたる本年度は,ス ウェーデン国キル
ナ市エスレンジ基地においてオーロラ現象の観測を目的とした大気球並びに地上観測を実施した。実験は昭和57年
11月11日 より25日まで及び12月6日 より19日まで都合29日 間の実験期間中に大気球を3回 放球 し,か つ期間中を通
じて,オ ーロラ現象の地上モニタリングを行 うというものであった。今回の実験の特徴の一つとして,ソ 連及びオ
ーストリアのグループによる大気球観測と呼応 して同時期に行われた点があげられるが,観 測データを相互に交換
し合う事により実りの多い国際共同観測を実施することができた。国立極地研究所か らは,江 尻,小 野,宮 岡の3
名が派遣され,容 積15,000㎡ の大気球を用いる観測機2機,及 び地上観測 システム1式 が用意された。
大気球観測機のうち1機(B15-2N)は 昭和56年 度にノルウェーより放球されたB15-1Nと ほぼ同一の内容
であり,オ ーロラX線,　 VLF電 波伝搬,電 力線放射,及 び成層圏電場の観測器が搭載された。放球はユ1月23日20
時59分(UT)に 行われ,22時54分 に出現 したオーロラサブス トームの観測に成功 して,11月24日3時35分 に観測
機は気球と切り離され,北 極海に降下 した。他の1機 の大気球観測機(B15-4N)は,オー ロラの光及びX線 に
よる撮像,並 びに自然電波放射の観測を行うために新 しく開発されたものであり,11月25日 及び12月9日 の2度 の
飛翔観測が行われた。1回 目の放球は11月25日19時19分(UT)に 行われた。気球上昇時にオーロラ光撮像 システ
ムの1部 が故障するアクシデントに見舞われたが,他 の機器は正常に動作 した。観測器は21時35分 気球より切 り離
されてフィンランド中央部に降下 し,翌 日回収が行われた。2回 目の放球は12月9日17時22分(UT)に 行われた。
観測機器は順調に動作 したが,オ ーロラ活動に恵まれず,オ ーロラ光とX線 にょる撮像観測は不成功に終った。 し









1.シ ンポ ジ ウム
BIOMASS　 Colfcquium
昭和57年5月27日(木)～28日(金)
SCARの 第16回総会(1980年)に おいて1982年 に日本でBIOMASS関 係の国際会議が開催 されることが決定
した。これにはBIOMASS計 画推進に係わる諸会議の他に,　FIBEX　 (第1回 国際BIOMASS実 験)で 得られた
成果を含む研究発表の場 も設けることになっていた。そこで例年極地研で開催されている南極生物シンポジウムに
代ってBIOMASS　 Colloquium　 :　Past　Results　 and　 Future　 Prospectが 企画された。
13ケ国に及ぶ外国から研究者が参加 し,講 演20篇 の他に,12篇 のポスターによる発表も行われた。内容的にも一
次生物か ら,オ キアミの生物学,高 次栄養段階の生物,海 洋生物資源と多岐にわたり,現 段階におけるFIBEX成
果のまとめも行われた。
プ ログラム
I　Primary　 and　secondary　 production　 in　the　Antarctic　 ecosystems
Handa,　 N.　 &　 E.　 Tanoue　 (名 大 ・水 圏 研)
Organic　 compounds　 of　 the　 suspended　 particles　 in　 the　 Southern　 Ocean
Tranter,　 D.　 (オ ー ス ト ラ リ ア,海 洋 研 究 所)
　 Interaction　 between　 physsical　 and　 biological　 processes　 in　 the　 Southern　 Ocean
Stein,　 M.　 (西 独,水 産 研 究 所)
The　 distribution　 of　water　 masses　 in　the　 South　 Shetland　 Island　 area　 during　 FIBEX
H　 Biology　 and　 energetics　 of　 Antarctic　 Kri11
Hampton,　 1.　(南 ア,ケ ーフ タ゜ ウ ン大)
　Theacoustic　 results　 of　FIBEX
Komiki,　 Y.　 (遠 洋 水 研),　 M.　 Naganobu　 (東 大 ・海 洋 研)&K.　 Nasu(遠 洋 水 研)
　 On　 the　 distribution　 of　 krill　 and　 oceanographical　ondition　 in　 the　 Antarctic　 Indian　 Sector
Guzman,　 0.　 (チ リ,南 極 研 究 所)
Hydroacoustic　and　 photographic　 techniques　 apPlied　 to　 the　 study　 ofkrill(　 Euphαusiα
superbα 　)　 behaviour
Murano,　 M.　 S.　 Segawa&M.　Kato　 (東 水 大)
　 Growth　 ,　moult　 and　 filtering　 rate　 of　 Krill　 in　 laboratory　 conditions
Nast,　 F.　 (西 独,水 産 研 究 所)
　 The　 assessment　 of　krill　 Biomass　 from　 a　net　 sampling　 programme
－118一
Kikuno , T. & A. Kawamura  ( • 7.M ) 
 Observations on the ovarian eggs and spawning habits of Euphausia 
 superba DANA
 III Organisms of higher trophic levels 
 Laws  , R. M.  (  CA, fiNiteritri* ) 
   Ecological dynamics of Antarctic seals and whales 
 Siegfried  , W. R.  (MT  ,  —7'37  r,  ) 
   Progress and prospects of ornithological research within BIOMASS 
  Hureau, J — C. , G. Duhamel & C. Ozouf — Costaz  (T/S©, fir4-14tfirg ) 
   Ecological survey of the Notothenioid in the Southern Bouvet to Kerguelen Islands 
   Naito ,  Y  .  &T. Hoshiai  (4.ftaf) 
    Some ecological views on the vertebrate fauna in the  Ltitzow — Holm Bay area
IV Fisheries resources of the Antarctic
 Uno  , S.  (M6;::R*Iiji  ) 
 The relation between phytoplankton standing stock and water temperature in the 
 Antarctic Ocean in summer , 1980-1981
 Takahashi  , M. 0.471(giltar-Ut-t 9  —  ) 
 Trophic ecology of demersal fish community north off South Shetland Islands with 
 note on ecological role of the krill
some
 Yamanaka  , I.  6.4.4*af  ) 
  Interaction among krill , whales and other animals in the Antarctic ecosytem 
 Gulland  , J.  (  FAO) 
 Develpoment of fisheries and stock assessment of resources in the Southern Ocean
V FIBEX multidisciplinary study and the future of BIOMASS 
 Hemple  , G.  (M.t,  ) 
   FIBEX  revii,v of an international survey (with short introduction on the results of 
   / SCAR workshop) 
POSTER DISPLAY 
I Primary and secondary production in the Antarctic ecosystems 
 Fujita  , N & S. Nishizawa  (  WJL)C • g )
SCOR
 —119—
Vertical flux of particulate matter and distribution of POC , DOC and ATP in the 
pacific sector of the Antarctic Ocean in summer , 1980-1981
 Watanabe  ,  K.  , A. Tanimura & M. Fukuchi  (  IlitthEjf  ) 
  Some aspects on biomass of the lower trophic levels in the  Ltitzow — Holm Bay area
Tanabe S. & R. Tatsukawa  (  • a ) 
 PCBs and chlorinated hydrocarbon pesticide in the Southern Ocean
II Biology and energetics of Antarctic krill
 Guzman  , 0.  (3  9 , mtiieArfi ) 
 Hydroacoustic and photographic techiniques applied to the study of  Krill( Euphausia 
  superba ) behaviour 
 Nast  , F.  (  *geATIfi  ) 
  The assessment of krill biomass from a net sampling programme 
 Kikuno  , T. & A. Kawamura  (  k)C  • 71(kt ) 
  Observations on the ovarian eggs and spawning habits of Euphasia Superba DANA
 El Organisms of higher trophic levels 
 Nakamura  , K.  (EM1114-t ) & Y.Ohyama  (  ) 
    Summer distribution of sooty / short tailed shear water in the outer margin of the 
    pack ice area
 Iwami  , T.  (A:Ric  •  ttt  ) 
Osteological study of the family Channichtyidae
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第3回 南極地学 シンポ ジウム
昭和57年10月21日(木)～22日(金)
第20次 観測～22次 観測の間に行われた,「 リュツォホルム湾周辺地域の地殻の総合解析」の現地調査が終了し,
これによって得られた資料の解析が行われつつあるが,そ の結果に基づく研究の報告を中心とし,さ らにマクマー
ド地域における日米共同観測,白 嶺丸による南極海調査の成果など多 くの発表を得て,活 発な討議が行われた。
南極観測隊の地学分野における現地調査は,23次 ～25次 の補足的調査によって リュツォホルム湾を中心とする地
域の一応の調査を終り,新 たな展開の時期をむかえる。これをふまえて,こ れまでの成果のまとめを行う上で,広





伊藤 潔(京 大 ・理),伊 神 輝(名 大 ・理),渋 谷和雄,神 沼克伊(極 地研)'
2.昭 和基地 ・みずほ基地間の地下構造
伊神 輝(名 大 ・理),伊 藤 潔(京 大 ・理),渋 谷和雄,神 沼克伊(極 地研)
3.南 極での人工地震による地震波の振幅
伊藤 潔(京 大 ・理),伊 神 輝(名 大 ・理)
4.人 工地震表面波位相速度より求めた氷床上部の構造
伊神 輝(名 大 ・理),神 沼克伊(極 地研)
5.昭 和基地の傾斜観測{1)埋 設型傾斜計









鈴木盛久(広 島大 ・理),吉 田 勝(大 阪市大 ・理)
10.リ ュツォ・ホルム湾地域の構造変成史について
吉田 勝(大 阪市大 ・理),鈴 木盛久(広 島大 ・理),白 幡浩志(室 蘭工大),小 島秀康(秋 田大 ・鉱山)
,木 崎甲子郎(琉 球大 ・理)
皿.海 域の地球物理学的諸問題と航空磁気測量
11.南 極半島,ド レイク海峡近辺で発生する地震のメカニズム
川崎一朗,川 原康俊(富 山大 ・理),渋 谷和雄,神 沼克伊(極 地研)
12.太 平洋南極海嶺における地震の発生様式
川崎一朗,川 原康俊(富 山大 ・理)
13.南 極周辺海域での海上重力測定
春 日 隆(東 大 ・海洋研),神 沼克伊(極 地研),瀬 川爾朗(東 大 ・海洋研)
14.ウ ェッデル海基礎地質調査について
山崎 喬,佐 藤俊二,奥 田義久,佐 木和夫(石 油開発技術センター)
15.白 癩氷河域における航空磁気測量
渋谷和雄(極 地研),田 中 豊(千 葉大 ・理)
一121一
16昭 和基地付近の地殻熱流量測定














23昭 和基地一みずほ基地間のS-H-Zル ー ト上での7年 間(JARE14～21)の 氷床流動量
渋谷和雄(極 地研),伊 藤 潔(京 大 ・理)
24氷 床の内部モ レーンの形成について
橋本雅之(北 大 ・低温研),若 浜五郎(北 大 ・低温研)
25南 極大陸における化学探鉱について
西山 孝(京 大 ・工)
V.マ クマードサウンドの地学
261980～1981年 南極マクマー ドサウンド,エ レバス火山における地震観測
高波鉄夫(北 大 ・理),神 沼克伊,寺 井 啓(極 地研),長 田 昇(東 大 ・震研)
27南 極エレバス火山の噴火に伴 う地震活動について
馬場め ぐみ(千 葉大 ・理),　J.Kienle　 (ア ラスカ大),　 R.R.Dibble　 (ビクトリア大)
28南 極 ビクトリアランド,ラ イ ト谷基盤岩の古地磁気
船木 実,永 田 武(極 地研)
29東 京一－McMurdoSound間 の重力結合
海外学術調査班(代 表 ・中川一朗(京 大 ・理))
VI.岩 石学 ・鉱物学
30や まと山脈地域の変成岩類における鉱物共生関係
浅見正雄(岡 山大 ・教育),白 石和行(極 地研)
31や まと山脈の閃長岩類
白石和行(極 地研),浅 見正雄(岡 山大 ・教育)
32プ リンスオラフ海岸の岩石学的研究
広井美邦(金 沢大 ・教育),白 石和行(極 地研)
33エ ンダービーランド,ア ムンゼン湾周辺の変成岩類
本吉洋一(極 地研),松 枝大治(秋 田大 ・鉱山)
34東 南極スカーレン産ディスコーダントメタベイサイ トの微組織と鉱物化学
相川信之,吉 田 勝(大 阪市大 ・理)
35リ ュツォ ・ホルム湾スカレビークハルセンのMg-A1ス カルン
松枝大治(秋 田大 ・鉱山),本 吉洋一(極 地研),松 本径夫(山 口大 ・理)
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第5回 極域気水圏 シンポ ジウム
昭和57年12月7日(火)～9日(木)
3年 にわたった 「南極域気水圏観測計画(POLEX　 -　South)　」の最後の隊(22次)に よる内陸観測旅行の成果
が発表された。第20次,21次 で得られたデータの解析結果の発表 もあり,デ ータ解析 として深みのあるものが出始
めた。また,本 年1982年 より始まった 「中層大気観測計画(MAP)」,23次 隊 より始 まった 「東 クイー ンモー ド
ランド研究計画」に関連した発表 もあった。気候,雪 結晶その他多彩な話題も議論された。発表論文53編,出 席者
99名であった。






2.南 極Queen　 Maud　 Land沖 の海氷と海況




酒井 敏(京 大 ・教養),今 脇資郎(京 大 ・理)
5.南 極海の海洋渦の問題
福岡二郎,三 宅秀男(北 大 ・水産),楠 宏(極 地研)
H.積 雪の性質
1.マ イクロ波と雪氷の相互作用に関する基礎的研究
黒岩大助,松 本 正,鈴 木勝裕(北 工大)
2.み ずほ基地とハ レー基地積雪のpHの 季節変化
藤井理行(極 地研)
3.み ずほ基地における雪の酸素同位体組成の季節変化
加藤喜久雄(名 大 ・水圏研),藤 井理行(極 地研)
4,み ずほ柱状氷試料中の球状酸素粒子の放射分析
田澤雄二(京 大 ・理),藤 井理行(極 地研)
5.南 極の表層雪の圧密
西村 寛,前 野紀一(北 大 ・低温研),佐 藤和秀(長 岡高専)
皿.気 候変動
1.み ずほ基地から得たJARE-13,150mコアにおける酸素同位体垂直分布




藤井理行(極 地研),渡 辺興亜(名 大 ・水圏研)
4.最 辺の北半球snow-ice　 cover変 動と気候変動の関連について




榎本浩之,浅 井 淳,中 尾正義,東 晃(北 大 ・工)
2.氷 床の積雪密度変動について
前野紀一,石 田 完,西 村 寛,海 老沼孝郎(北 大 ・低温研),佐 藤和秀(長 岡高専)
3.南 極,白 旗氷河流域の計算機シミュレーション
長尾正敏,中 尾正義,東 晃(北 大 ・工)
4.ア イスレーダーエコーの数値解析(II)





和田 誠,川 口貞男,山 内 恭(極 地研),武 田喬男,岩 坂泰信(名 大 ・水圏研)
2.み ずほ高原における雪結晶について
佐藤和秀(長 岡高専),井 上治郎(京 大 ・防災研),西 村 寛(北 大 ・低温研)
3.グ リーンランド内陸部における雪結晶の観測
樋口敬二(名 大 ・水圏研),植 村 直已
4.低 温での雪結晶の成長




佐藤 晃,菊 地勝弘(北 大 ・理)
7.氷 晶核の性質が雪結晶の形に与える影響
高橋忠司,新 井君代,林 佐衛子,岡 田晴美(埼 玉大 ・教育)
VI.　　総 観 気 像
1.南 極みほ基地の気候特性
石川信敬,小 林俊一(北 大 ・低温研)
2.み ずほ高原内陸部の気候特性
井上治郎(京 大 ・防災研),西 村 寛(北 大 ・低温研),佐 藤和秀(長 岡高専)
3.み ずほ高原,内 陸高地の高層気象
西村 寛(北 大 ・低温研),井 上治郎(京 大 ・防災研)
w.境 界 層
1.ソ ーダによる南極氷床上の大気境界層の観測
小林俊一,石 川信敬(北 大 ・低温研),大 畑哲夫(名 大 ・水圏研),川 口貞男(極 地研)
2.み ずほ基地の境地気層の特性(丑)














































山内 恭(極 地研),　G.G.Campbel1　 (NCAR)
サンフォトメータ法による 「ふ じ」航路上での消散係数の測定結果
松原廣司(高 層気象台),大 畑哲夫(名 大 ・水圏研),川 口貞男(極 地研)
南極昭和基地における消散係数の測定
サンフォメータ一法による
松原廣司(高 層気象台),川 口貞男(極 地研)
MAP解 析
惑星間空間磁場境界通過に対する極域温度の応答




塩谷雅人,廣 田 勇(京 大 ・理)
エルチチョン火山噴火後の成層圏エアロゾルの変動
林田佐智子,岩 坂泰信(名 大 ・水圏研)
紫外線 ライダーでみた成層圏エアロゾル層
内野 修,前 野三男(九 大 ・工),山 村英明,広 野求和(九 大 ・理)
MAP測 定
南極成層圏エアロゾルの気球観測
森田恭弘(名 大 ・空電研),岩 坂泰信,小 野 晃(名 大 ・水圏研)
南極型小粒子ゾンデの開発
伊藤朋之,池 上三和子,金 沢五寿雄(気 象研)
南極地域における大気中ハロカーボン濃度の精密測定
巻出義紘,横 畑彰人,富 永 健(東 大 ・理)
赤外分光器による水蒸気量の測定
松村久史,牧 野行雄,広 田道夫,佐 々木徹(気 象研),川 口貞男,山 内 恭(極 地研)
H20+hレ 　(Ly－ α)→OH*+Hを 用いた水蒸気量測定法
山下喜弘(気 象研),岩 坂泰信(名 大 ・水圏研),和 田 誠,山 内 恭,平 沢威男,川 口貞男(極 地研),
小林喬郎(福 井大 ・工)
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第8回 鳴石 シンポ ジューム
昭和58年2月17日(木)～19日(土)
第8回 シンポジュームは米国から2名 の著名な損石研究者,　J.A・Wood博 士(ス ミソニアン研究所)とD.Bo
gard博 士(NASA)を 招待 して開催された。年々同シンポジュームの重要性が国際的に評価 され,今 回も外 国か
ら,R.S.Clarke　 Jr.†専士(ス ミソニアン博物館),　 R.M.Fisher博 士(U.S.ス チール),　 M.Prinz博 士(ア
メリカン博物館),　 B.Lang教 授(ワ ル シャワ大学),　 M.M.Grady博 士(ケ ンブリッジ大学),李 大聲教授
(延世大)が 自費参加 した。
講演は第22次 隊のやまと阻石探査報告に始まり,分 類及び分類の レビュー,岩 石鉱物学的研究,宇 宙地球化学,
同位体及び年代学,物 性学等の研究成果59件 が報告された。
今回のハイライトは,明 石研究の第1人 者であるWood博 士の特別講演 「太陽星雲中でのコンドリュール及び
CAI　 (カルシウム,ア ル ミニウム包有物)の 形成」であり,こ れは阻石学の中で最 も興味ある問題の1つ で,多




1　YoshidaY.　 (極 地研)　 and　 Sasaki　 K.　 (東 北 大 ・理)
　 　 Search　 for　 Yamato　 Meteorite　 in　 December　 1981
2　Mason　 B.　 (ス ミソニ ア ン博 物 館)　 and　 Yanai　 K.　 (極 地 研)
　 　 A　 Review　 of　the　 Yamato-74　 Meteorite　 Collection
3　Yanai　 K.　 (極 地 研)　 and　 Kojima　 H.　 (秋 田 大 ・鉱 山)
　 　 A　 Report　 of　Processing　 on　 the　 Yamato　 -79　 Meteorites
4　TakedaH.　 (東 大 ・理)
Preliminary　 Mineralogical　 Examination　 of　 Yamato　 -　A　 chondrites　 (II)二the　 Second　 Veiw
5　KojimaH.　 (秋 田 大 ・鉱 山)　 and　 Yanai　 K.　 (極 地 研)
　 　 Classification　 of　 Unequilibrated　Chondrites　 in　 the　 Yamato　 Meteorite　 Collections
6Matsumoto　 Y.　 (山 口大 ・理),　 Yanai　 K.　 (極 地 研)　 and　 Kojima　 H.　 (秋 田大 ・鉱山)
　 　 A　 Stony　 -　Iron　 Meteorite　 :　Yamato　 -　 75274
7　Yanai　 K.　 (極 地 研),　 Matsurnoto　 Y.　 (山 口大.理)　 and　 Kojima　 H.　 (秋 田大 ・鉱 山)
　 　 01ivine　 -　Whitlockite　 Clast　 in　the　 Y　-　 75097　 L6　--　Chondrite
8　Miura　 Y.　 (山 口 大 ・理),　 Smith　 D.　 G.　 W　 and　 Launspach　 S.　 (ア ル バ ー タ ー 大)
　 　 The　 Ni,Fe　 and　 Co　 Contents　 of　 Metal　 Phasesin　 the　 Allende,　 Holbrook　 and　 Nuevo
　 　 Mercurio　 Chondrites
9　Nakamura　 N.,　 Nishikawa　 Y.,Terakado　Y.,　 Goto　 Y.　 (神 戸 大 ・理),　 Okano　 O.　 and
Honma　 H.(岡 山 大 ・温 泉 研)
　 　 Rb　 -　Sr　 Isotopic　 Systematics　 of　 the　 Antarctic　 H　 Condrites
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10　 Clarke,　 Jr.　 R.　 S.　 (ス ミ ソ ニ ア ン 博 物 館)
　 　 The　 Lazarev　 Antarctica　 Meteorite
11　 Mori　 H.　 and　 Takeda　 H.　 (東 大 ・理)
　 　 　A　 Study　 of　 Shock　 -　 Produced　 Veins　 in　 Ordinary　 Chondrites
12　 Takahashi　 E.,　 Ito　 E.　 and　 Matsui　 Y.
　 　 Melting　 of　 a　 Yamato　 L3　 Chondrite
　 　 Melting　 Relations　 up　 to　 30　 Kbar
(岡 山大 ・温 泉 研)
(Y-74ユ91)　 at　High　 Pressures;Part1,
13　 KimuraM.　(茨 城 大 ・理)
　 　 ChemLicl　 and　 Petrologic　 Relations　 between　 Constituent　 Units　 in　 ALH　 -　 77249
　　　 Chondrite　 (L3)
14　MastunamiS.　 (東 大 ・理)
　　　A　 Note　 on　 the　 lnclusion　 of　 ALH-　 77004;A　 Surface　 Regolith
　 　　Body
of　 L　 ChondriticParent
15Wood.J.A.(ス ミ ソ ニ ア ン 天 体 物 理 研)
　 　 Formation　 of　 Chondrules　 and　 CAI's　 from　 Interstellar　 Grains　 Accreting　 to　the　Solar　 Nebula
16　 Fujii　 N.　 (神 戸 大 ・理),　 Miyamoto　 M.(東 大 ・教 養),ItoK.(神戸 大 ・理)andHamanoY.　 (東 大 ・理)
　 　 　Shape　 and　 Anisotropy　 of　 Fe　 -　Ni　 Grains　 in　 Antarctic　 Chondrites
17　 Kornacki　 A.S.　 and　 Wood　 J.A.　 (ス ミ ソ ニ ア ン天 体 物 理 研)
　 　 　Petrography　 and　 Classification　 of　 Refractory　 Inclusions　 in　 the　 AllendeC3　 (V)Chondrit
181kedaY.(茨 大 ・理)
　 　 Major　 Chemical　 Compositions　of　the Constituent　 Units　 of　the　Allende　 Meteorite　 and　 Antarctic
　　　 Carbonaceous　 Chondrites
19　 Nishida　 T.　 (千 葉 大 ・教 養)
　 　 Texures　 of　 Meta11ic　 Minerals　 in　 ALHA-　 77231
20　NagataT.　 (極 地 研),　 MasudaA.　 (東 大 ・理)　 and　 Taguchil.　 (新 日鉄)
　 　 Analytical　 Studies　 on　 the　 Antarctic　 Iron　 Meteorites　 ,　Yamato　 -790724,　 ALH　 -　 77263　 and
ALH-77289
21　 Fisher　 R.　 M.,　 Szirmae　 A.　 (U.S・ ス テ ー ル)　 and　 NagataT.
　 　 Metallography　of　Antarctic　 Iron　 Meteorites
22　 Momose　 K.　 and　 Nagai　 H.　 (信 大.理)




23 Tazawa Y.  (  •  a)  , Fujii Y. and Nishio F.  (  ) 
    Extraterrestrial Dust Particles in Antarctic Ice
24 Watanabe S., Kitamura M. and Morimoto N. (WC•  IP ) 
    Fine Texture and Cooling Processes of Pyroxene Chondrules in L — Group Chondrites 
25 Nagahara H.  ( *)  •  IT  ) 
    Porphyritic Chondrules : Evidence for Incomplete Melting of Chondrules 
26 Delaney J. S.  (  7  1  9  t  %NM  ) Takeda H.  ( . ) , Prinz M. and Nehru C. E. 
 ( 7  t  :/-ftrm) 
   Modal Comparison of Polymict Eucrites from Yamato Mountains and Allan Hills , Antarc 
    tica with Other Basaltic A chondrites
27 Takeda H.  Mori H.  (  •  iT  ), Delaney J. S., Prinz M. and Harlow G. E.  (71  9  ti Ming  ) 
   Mineralogical Comparison of Antarctic and Non — Antarctic  HED( Howardites — Eucrites 
     — Diogenites ) Achondrites 
28 Ikeda K. and Fukuoka T. (4-4-tiR • iN ) 
    Parent Body of ALH —765, and —77302 Polymict Eucrites Based on the Chemical Compositions 
29 Fukuoka T. and Ikeda K.  (  *MC  • ) 
   Metal Grain and Siderophile Rich Clasts in ALH — 765 Polymict Eucrite 
30 Fukuoka T. and Ikeda K.  (  4-43H133Vc  • FT ) 
    Chemical Compositions of 5 Yamato Polymict Eucrites
31 Fukuoka T. and Ikeda K. (nc-'7  •  FT  ) 
   Chemical Compositions of Highly Metamorphosed Yamato LL Chondrites 
32 Kotra R. K. (JSC) and Ponnamperuma C.  (1  9  F)C  ) 
    Current Status of Organic Analysis of Antarctic Meteorites 
33 Murae T., Takahashi T. and Masuda A.  (  • ) 
    Organic Components of Carbonaceous Chondrite ALHA — 77307
34 Lang E.  (  )1./1%  -I, ) 
   Thermoanalytical Curves for Yamato Diogenites 74013 and 74010 
35 Onuma H.  (  rX)c  • ) , Clayton R. N., Mayeda T. K.  (  s%t  ) , Ikeda Y.  (  rx)c  • If ) 
   and Yanai K.  (  trNitE  ) 
   Chemical and Oxygen Isotopic Compositions of Several Antarctic Unequilibrated Ordinary 
   Chondrites 
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360numaN.(茨 大 ・理),　 Clayton　 R.　 (シ カ ゴ 大),　 Ikeda　 Y.(茨 大 ・理),　 Hutcheon　 l.　D.
MayedaT.K.　 and　 Molini-Velsko　C.　 (シ カ ゴ 大)
　　　　Oxygen　 Isotopes　 in　 Chondrules　 of　 Ordinary　 and　 Carbonaceous　Chondrites
37　 MiuraY.　 (山 口 大 ・理)
　 　 Characteristic　 Structuraland　 Compositional　Orderingof　 ExtraterrestrialPlagioclases
38　Kaneoka　 I.　(東 大 ・理)
　 Th。 　Effect　 。f　W,atheri。g　 。n　th・　40A・-　 3gA・ 　Ages　 ・f　A・tarcti・ 　M・t…　 ites
39　Matsuda　 E.　 and　 Kigoshi　 K.　 (学 習院 大 ・理)
　 　 Carbon　 -　 14　Ages　 of　Antarctic　 Meteorites
40　 Grady　 M.　 M.,　 Wright　 I.　P.,　 Mattey　 D.　 P.,　 Fallick　 A.　 E.　 and　 Pillinger　 C.　 T.
(ケ ン ブ リ ッ ジ 大 ・宇 宙 科 学)
　 　 High　 Sensitivity　 Stable　 Isotope　 Measurements　 of　 Carbon　 ,　Nitrogen　 and　 Hydrog　 en　in　Yamato
　 　 Meteorites
41　 Ninagawa　 K.,　 Miono　 S.,　Yoshida　 M.　 (大 阪 市 大 ・理)and　 Takaoka　 N(山 形 大 ・理)
　 　 　 Measurement　of　 Terrestrial　 Age　 of　 Meteorite　 by　 Termoluminescence　Technique
42　 Wooden　 J.　 (NASA-JSC),Takeda　H. (東 大 ・理),　 Nyquist　 L.　 (NASA　 -　JSC),
Wiesmann　 H.　 and　 Bansal　 B.　 (ロ ッ キ ー ド社)
　 　 　 Sr　 andNd　 Isotopic　 Chracteristics　 of　 Five　 Yamato　 Polymict　 Eucrites
43'　Shimizu　 H.　 (東 大 ・理),　 Tanaka　 T.　 (地 質 調)　 andMasudaA.
　 　 Ce　 Anomaly　 in　REE　 Patterns　 of　Antarctic　 Eucrites
(東 大 ・理)
44　Tanaka　 T.,Shibata　 K.　 (地 質 調)　 and　 Masuda　 A.　 (東 大 ・理)
　 　 Strontium　 ,　Cerium　 and　 Neodymium　 Isotopes　 on　 ALH　 765　Meteorite
45　NishimuraH.　 and　 Okano　 J.　(大 阪大 ・教 養)
　 　 SIMS　 Measurement　 of　Mg　 Isotopic　 Ratios　 in　ALH-　 77307　 and-　 77287Chondrites
46　 Honda　 M.,　 Nagai　 H.　 (日 大 ・文 理),　 Imamura　 M.　 (東 大 ・核 研)andNishizumiK.(カリフォル ニ ア 大)
　 　 Cosmogenic　 Be　 -10　 in　 Meteoritic　 Irons　 and　 Stones
47　Ebihara　 M.　 (群 馬 大 ・教 育)　 and　 Honda　 M.　 (日 大 ・文理)
　 　 Distribution　 of　 Rare　 Earth　 Elements　 in　Enstatite　 Chondrite
48　 0zima　 M.　 and　 Zashu　 S.　 (東 大 ・理)
　 　 He,　 Ar　 Isotopes　 and　 K-　 Ar　 Ages　 Diamonds
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49　Bogard　 D.D　 (NASA　 -　JSC)
　 　 Martian　 Atmospheric　 Gases　 Trapped　 in　the　 EETA79001　 Shergottite?
50　TakaokaN.　 (山 形 大 ・理)
　 　　Noble　 Gases　 in　ALH　 -　 77257　 Ureillte
51　 Nagao　 K.　 (岡 山 理 大),Takaoka　N.　 and　 Saito　 K.
　 　 Rare　 Gas　 Studies　 of　 the　 Antarctic　 Meteorites
(山形大 ・理)
52　 Miyamoto　 M.,　 Kinoshita　 M.　 and　 Takano　 Y.　 (東 大 ・教 養)
　 　 The　 Spectral　 Reflectance　 of　 Minerals　 in　 Ordinary　 Chondrites
53　 Yu　 Zhijun　 ,　Chang　 S.　(ペ キ ン大)　 ,　Kumazawa　 M.,　 Furumoto　 M.　 and　 Yamamoto　 A.(名 大 ・理)
　 　 Presence　 of　 Periodicity　 of　 Meteorite　 Falls
54　 Yu　 Zhijun　 (ペ キ ン 大)
　 　 Chinese　 Meteorites　 and　 Inorganic　 Hypothesis　 of　 Oil　 Genesis
55　Funaki　 M.　 and　 Nagata　 T.　 (極 地 研)
　 　 Composition　 of　the　 Natural　 Remanent　 Magnetization　 of　Ym75097　 (L4)Chondrite
56　Nagata　 T.　 and　 Funaki　 M.(極 地 研)
　 　 Paleointensity　 of　Meteorites
57　Nagata　 T.　 and　 Funaki　 M.(極 地 研)
　 　 Piezoremanent　 Magnetization　 and　 Shock　 Remanent　 Magnetization　 of　Meteorites
58　Hamano　 Y.　 (東 大 ・理)
　 　 Magnetic　 Remanence　 Properties　 of　Ordinary　 Chondrites
59　FiremanE.L.　 (ス ミソニ ア ン天体 物 理 研)
　 　 14　C　 Ages　 of　Antarctic　 Meteorites　 and　 Ice.
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第6回 極域 における電離圏磁気圏総合観測 シンポ ジウム
昭和58年2月28日(月)～3月2日(水)'
今回のシンポジウムでは,極 域を中心とする磁気圏 ・電離圏擾乱現象,地 磁気脈動,　ELF～HF帯 電磁波動,
ならびにオーロラ現象等について,国 際磁気圏観測計画(IMS)以 降に得られた多量の地上及び飛翔体観測 データ
を基にした詳細な解析結果が報告され,極 域超高層現象に関する総合的な研究発表の場となった。
特に,今 回設けた 「SSCに 伴う極域現象」のセッションにおいては,複 数のグループより同一の衛星観測デー
タを用いた解析結果が発表され,　SSC効 果1ζついて活発な議論が交された。また,将 来計画に関するセ ッション
では,地 磁気共役点における多点観測,ポ ーラーパ トロールバルーン並びに人工衛星計画など,魅 力的な観測計画
の提案が行われた。
なお,本 シンポジウムでの発表論文は,　"Memoirs　 of　National　 Institute　of　Polar　 Research,　 Special
Issue"に 印刷される予定である。
プ ログラム
1磁 気圏 ・電離圏擾乱 .'
1.磁 気圏へのエネルギー流入量とIMF南 北成分(Review)
前沢 洌(名 大 ・理)
2.連 続するフレアーによる太陽風擾乱の伝播
袴田和幸(中 部工業大),赤 祖父俊一(ア ラスカ大)
3.静 止衛星高度(GMS-1)の 数MeV粒 子の強度の変化と極域磁場擾乱の関係
山下喜弘(気 象研)
4.　MAGSAT高 緯度データの解析1(ケ ーススタディ)
荒木 徹,亀 井豊永,家 森俊彦(京 大 ・理)
5.　MAGSAT高 緯度データの解析 皿(統 計)
亀井豊永,荒 木 徹,家 森俊彦(京 大 ・理)
6.磁 気圏擾乱に伴う赤道域F層 擾乱とプラズマ ・バブルのダイナ ミックス
高橋忠利,大 家 寛,渡 部重十(東 北大 ・理)
7.電 離層プラズマ擾乱





陳 肇文,芳 野赴夫,(電 通大),佐 藤夏雄(極 地研)
10.　Norway,南 極昭和基地で同時観測された周期的VLF放 射の特性について
山岸久雄,福 西 浩(極 地研),小 島年春,芳 野赴夫(電 通大)
11　.　South　Pole　Station上 空で観測されたオーロラヒス現象
鈴木光義,芳 野赴夫(電 通大),福 西 浩(極 地研)
12.　ISIS衛 星で観測されたVLF放 射バースト
恩藤忠典,中 村義勝,渡 辺成昭,村 上利光(電 波研)
13.極 域におけるVLFソ ーサー等の源
渡辺成昭,恩 藤忠典,中 村義勝,村 上利光(電 波研)
14.　ISIS衛 星で観測されたOmega信 号の伝搬特性
松尾敏郎,木 村磐根(京 大 ・工),山 岸久雄(極 地研)
　 15.　Frequencydrift　 of　the　dawn　 side　mid-1atitude　 VLF　 emissions







斉藤尚生,湯 元清文,瀬 戸正弘(東 北大 ・理),　K.　D.　Cole　(La　Trobe　Univ.)
18　 ULF磁 波の低緯度共役性同時観測
2.Pc3の 波動特性
湯元清文,斉 藤尚生,田 村忠義(東 北大 ・理),瀬 戸正弘,(東 北工大),　K.　D.　Cole　(La　Trobe
　　　 Univ.)
19　 CNApulsationと 関連現象
渋谷仙吉(山 形大 ・理),佐 藤夏雄(極 地研)
20箏 ブストーム時のCNAに 現われるULF周 期の振動




坂 翁介(九 大 ・理)
23Pc6の 特性
北村泰一,糸 長雅弘(九 大 ・理)
24静 止衛星高度におけるPc4-5現 象とPc　1現 象の関連
石田十郎,国 分 征(東 大 ・理)
25電 磁流体動(Pc3,4,5)の発生 ・伝播
1.磁 気圏境界領域における特性
友村 清,桜 井 亨,利 根川豊,加 藤愛雄(東 海大 ・工)
26電 磁流体波動(Pc3,4,5)の発生 ・伝播
2.磁 気圏静止衛星軌道における特性
2)桜 井 亨,利 根川豊,友 村 清,加 藤愛雄(東 海大 ・工)
27電 磁流体波動(Pc3,4,5)の発生 ・伝播
3.極 域多点観測による特性
利根川豊(東 海大 ・工),福 西 浩,平 沢威男(極 地研),桜 井 亨,加 藤愛雄(東 海大 ・工)
28地 磁気脈動Pc　 1波 動のDFの 可能性
西野正徳,岡 田敏美(名 大 ・空電研)
IV　中層大気(MAP)
29成 層圏微量成分の緯度及び季節変化(Review)
近藤 豊(名 大 ・空電研)
30対 流圏 ・成層圏NOxの 予備観測
高木増美,近 藤 豊,岩 田 晃(名 大 ・空電研)
31極 域における大気潮汐
加藤 進(京 大 ・超高層電波研究センター),　R.　A.　Vincent(Univ.　 of　Adelaide)
32オ ーロラ帯からの重力波の伝搬とそのHFド ップラー法による観測
筒井 稔,堀 川 隆,小 川 徹(京 大 ・超高層電波研究センター)
33新50　 MHzド ップラーレーダ実験初期結果
小川忠彦,五 十嵐喜良,大 瀬正美,倉 谷康和(電 波研),平 沢威男,藤 井良一(極 地研)
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V　 HF波 動 ・電磁環境
34.南 極域におけるISISト ップサイ ドサウンディングAGCデ ータの解析(ll)　 Xモ ー ド放射
相京和弘,恩 藤忠典,西 崎 良,丸 山 隆,籔 馬 尚(電 波研)
35.極 域高周波プラズマ波動の発生機構－ISIS衛 星による観測結果の解釈
宮岡 宏(極 地研)
36.極 域Plasma　 Cavityと オーロラ現象との対応関係
宮岡 宏(極 地研)
37.北 欧北極圏内におけるELF　 -　VLF電 磁環境(予 備調査結果)
鎌田哲夫,荻 野竜樹,神 藤英彦(名 大 ・空電研)
38・気球BIS-INIに よる北欧の電力線放射電磁界の観測
富沢一郎,芳 野赴夫,山 川 智(電 通大)
39.南 極観測船 「ふじ」による短波伝搬モード距離特性の測定
一之瀬優 ,大 瀬正美,倉 谷康和,山 崎一郎(電 波研)
VI　特別講演
前田憲一(京 大名誉教授),加 藤愛雄(東 海大 ・工),太 田柾次郎(京 大名誉教授),永 田 武(極 地研)
V皿 将来計画
40.地 上(含 気球)及 び衛星の同時観測
鶴田浩一郎(宇 宙研)
41.　EXOS-D計 画
大家 寛(東 北大 ・理)
42.将 来の衛星観測に対応する地上観測














竹生政資,北 村泰一(九 大 ・理)
50.多 点観測器機の小型,軽 量 ・省エネルギー,標 準化








荒木 徹(京 大 ・理)
54　 SC,SIに 伴 う超高層現象
平沢威男(極 地研)
55全 世界的地上ステーション網で観測されたPsc脈 動の特性
福西 浩(極 地研),　W.　J.　Hughes　 (Boston　 Univ.)
56サ ブクレフト帯におけるSSC効 果Pcl
林 幹治(東 大 ・理)
57静 止衛星高度におけるSSCに 伴う現象
1.磁 場変動
桑島正幸,角 村 悟,河 村 譜,福 西 浩(地 磁気観測所)
58静 止衛星高度におけるSSCに 伴う現象
2.高 エネルギー粒子線の変動
角村 悟,桑 島正幸,河 村 言當(地 磁気観測所)
　59　 A　multisatellite　study　 of　Psc　oscillations　 observed　 at　synchronous　 orbit
桜井 亨,利 根川豊,友 村 清,加 藤愛雄(東 海大 ・工)
60静 止衛星で観測されたSCに 伴う長周期地磁気脈動の特性について
永野 宏(岐 阜歯科大),荒 木 徹(京 大 ・理),福 西 浩,佐 藤夏雄(極 地研)
61静 止衛星高度におけるSSCの 特性
国分 征(東 大 ・理)
62　 SSC時 のVLF位 相異常
菊地 崇(電 波研)
63円 筒電離層一円柱地球系と単色平面HM波 との相互作用





小口 高(東 大 ・理)
66　 South　 Pole　Stationで 観測されたオーロラの様相
鮎川 勝,平 沢威男(極 地研)
67　 Trans　 Polar　 Arcの 特性
金田栄祐,向 井利典,平 尾邦雄(宇 宙研)
68北 欧におけるオーロラ電場の大気球観測
小川俊雄(京 大 ・理),山 岸久雄,福 西 浩,小 野高幸(極 地研)
69北 極域サブス トーム中におけるオーロラX線,　 CNA,　 VLF放 射,地 磁気脈動の相互比較
1.オ ーロラX線 の時間変動
小玉正弘(山 梨医大),山 岸久雄,小 野高幸,福 西 浩(極 地研),山 上隆正,西 村 純(宇 宙研),
村上浩之,平 島 洋(立 教大 ・理)
70北 極域サブストーム中におけるオーロラX線,　 CNA,　 VLF放 射,地 磁気脈動の相互比較
2.X線 とULF,　 VLF波 動の相互関係
山岸久雄,小 野高幸,福 西 浩(極 地研),小 玉正弘(山 梨医大),山 上隆正,西 村 純(宇 宙研),
村上浩之,平 島 洋(立 教大 ・理)
71　 SAMBO82バ ルーン観測報告
小野高幸,宮 岡 宏,江 尻全機(極 地研)
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72オ ーロラテレビの開発
江尻全機,小 野高幸,宮 岡 宏(極 地研),小 口 高(東 大 ・理)
73オ ーロラテレビの観測
小野高幸,江 尻全機,宮 岡 宏,小 口 高(東 大 ・理)
74北 極域におけるオーロラX線 撮像観測
平島 洋,村 上浩之,奥 平清昭(立 教大 ・理),小 玉正弘(宇 宙研),西 村 純,山 上隆正,藤 井正美
(宇宙研),江 尻全機,小 野高幸,宮 岡 宏(極 地研)
X極 域現象のシュミレーションと理論的考察
75オ ーロラ磁力線上の波 ・粒子とダイナ ミックス(Review)
三浦 彰(東 大 ・理)
76太 陽風と地球磁気圏相互作用のMHDシ ミュレーション




鷲見治一(名 大 ・空電研),片 沼伊佐也(筑 波大 ・物理),佐 藤哲也(広 島大 ・核融合センター)
79極 域気脈動の低緯度伝搬
藤田 茂(地 磁気観測所),玉 尾 孜(東 大 ・理)
80極 域波動現象における波動一粒子相互作用の計算機シュミレーション








2.研 究 小 集会
川 南 極 ロケ ッ ト観 測 研 究 小 集 会
開催 日:昭 和57年7月22日(木)
経過及び成果
全国の共同利用者から提言のプロポーザルを集計 した結果,29件 の発表申込みがあり,全 てについて討論する事
とした。内容としては(1)波動,(2)粒 子,(3)可 視オーロラ撮像,(4)X線,(5)電 場,(6}磁 場,(7)大 気温度及び地平線検
出,(8)プ ラズマ(密 度,温 度,イ オン組成)及 び中性大気に分けて議論し最後に自由討論とまとめを行った。この
時期に,研 究集会で一堂に集まって議論を尽くし,具 体的な研究の方向を打ち出す事が出来た事が一番の成果であ
った。これら全体と関係 して,宇 宙科学研究所が1984年 に打ち上げを計画 している科学衛星EXOS-Cと の同
時観測についてもその観測目的,意 義について討論する事が出来た。
観測項 目とその手段(搭 載観測機器)に ついて,提 案されたほとんどのものは,　IMS期 間に行われ た南極 ロケ
ット実験で得 られた結果の解析と研究の結果であり,従 来の確立 したものからよりアドバンスしたものであった。
波動に関しては,　HF帯 偏波特性及びモード,　VLF帯 のポインティングベクトル等の測定の重要性が明らかとな
り,人 工衛星との同時観測の必要性も明白にされた。オーロラ粒子 も広いエネルギー分散の連続測定の必要性,さ
らに中性大気との相互作用を明らかにする観測(質 量分析等)の 意義,オ ーロラ撮像(可 視及びX線 イメージ)と
の関係,沿 磁力線電流の測定方法,電 場の測定方法等も検討された。　NOx及 びオゾン観測についても提案があ っ
た。将来の計画を推進する上で意義深いものであった。
{2)氷 床 コア 研 究 小 集 会
開催 日:昭 和57年6月16日(木)
経過及び成果
第20次越冬隊以降,南 極氷床におけるコア掘削は,そ の技術的進展と相まって,次 第に系統的に行いうるように
なってきた。 こうした状況の中で,氷 床コアの解析を推進するため,氷 床コアの貯蔵,記 載,配 分および物理的,
化学的解析の基本的解析の基本方針を検討,決 定する。
1.今 後のコア研究の方針:化 学成分と年代決定とが重点課題で,今 後検討していくことになった。また,コ ア
の一次解析用の予算確保,コ アの保管などについては,極 地研側で検討をすすめていく。
2.コ アの保管と配分について:氷 床コア委員会が扱 うコアは,南 極大陸及びその周辺で採集された雪氷コアな
どで,工Om深 以深のもの全てとする。こうしたコアについては,掘 削地点,年 月日,採 集者(隊 次)な どの項目を
付したコアリス トを作成する。配分後は,解 析項目,担 当者,文 献,報 告などをリス トの内容にもり込む。また,
コアの保管は,原 則として極地研とし,保 管の期限を3か 年とする。なお,第13次 隊のみずほ150mコ アについて
は,長 期保存とする。コアの配分は,研 究計画書による申請をうけ,コ ア委員会が検討 し決定 していく。
3.研 究成果の発表について:コ ア委員会より配分をうけたコアを用いて研究を行った者は,1年 に1回 中間報
告を行い,研 究終了後は,解 析結果,研 究成果を委員会に報告する。解析結果は,然 るべき形で公開される。
4.ニ ュース ・レターの発行:関 係者に配布する。 レターの原稿は幹事が作成 し,委 員長が校閲 し発行する。成
果の速報なども出す。
5.委 員会の設置にっいて1氷 床コアについては,こ れまで3回 にわたり開催 してきたが,氷 床コア解析を一定
の方針のもとに強力に推進 していく上で,氷 床コア委員会(仮 称)を 研究所内に設置 し,継 続的に行う諮問機関と
することが重要である旨の合意を得た。なお,こ の研究小集会のひとつの検討結果として,氷 床コア委員会(仮 称)
の設置を要望する。
(3)極 域気 水 圏観 測 結果 の 検 討 と今 後 の 研 究 方 針 に関 す る研 究 小 集 会
開催 日:昭 和57年9月11日(土)
経過及び成果




解析は前2年 次の結果と対照,つ き合せつつ行 う必要がある。
各次隊それぞれによるデータ整理及び解析の進捗状況が報告された。データ ・レポー トに関しては,20次 隊分は
すべて終了,21次 隊分は2種 類のデータを残 して他は57年中に終り,22次 隊分は定常気象以外は全て58年 度以降に
残す。そのうち,み ずほ基地におけるPOLEXの 基本的観測項 目である30mタ ワーデータについては21次 隊分 と
併せ編集することに決った。解析に関 しては,各 人が各々の研究として音波 レーダーや ゾンデ,30mタ ワー,放
射,雪 氷コア等の試料をもとにそれぞれ進めていることが報告 された。




における広域の境界層の構造の違いを,主 に雪面上,裸 氷面上について検討する。の4つ の課題をとり上げる。さ
らに平行して,こ れ ら全体を含む力タバ風のモデリングを数値シミュレーションとして行うことも議論した。
最終的には,上 記各項目が明らかになった時点で,さ らに総合的にとりまとめを行う方針で進むことを取 り決め
た。
(4}昭 和 基 地 周辺 の 基 盤 地 質 に関 す る研 究 小 集 会
開催 日:昭 和57年6月21日(土)
経果及び成果
昭和基地周辺の地質調査は第1次 南極観測隊に始まり,以 来,こ れまでに東経30度 から45度の間の主な露岩地域
の概査を終了 し,全 体の地質像が明らかになりっっある。そこで,こ れまでに現地調査に従事した研究者が集まっ
て各地域の地質学的問題を提出し,東 南極盾状地の一部を構成する本地域の地質構造発達史を検討した。
日本隊がこれまでに調査した範囲は,昭 和基地を中心とした延長約500㎞ の海岸線と内陸山地であり,現 地調査






ュツォ ・ホルム湾地域で蓄積されてきた資料をもとに,重 複する4回 の変成作用と5回 の変形作用を区別 した。ま
た,近 年のプ リンス ・オラフ海岸における調査研究をまとめて広井は新南岩から昭和基地付近への累進的な変成作
用を認め,吉 田の見解に修正を迫っている。今回の研究小集会では,こ の2つ の代表的意見を中心に論議がすすめ
られ,今 後の研究の進め方について有益な討論がなされた。この結果,今 までの南極観測隊の地質部門の総括とな
る本の出版に向けて努力することが確認された。










1.22次 隊観測で撮影されたセルロンダーネ山地のカラー垂直航空写真は,339枚 で山地面積の70%余 りをカバ
ーする。カラーであるため精密地形図作成用としては適当でないが,簡 易モザイク図の作成を試み,地 形,地 質の
予察的な調査に利用 しつつあり,こ れには効果が大きいことがわかった。
2.24次 夏期のブライド湾偵察,24次 越冬中の航測用航空写真撮影計画が報告され,1.の 点を併せて,航 空写真
撮影上の航空機性能と所要の縮尺,撮 影 コースなどについて検討された。
3.25次 観測計画として,従 来検討されてきた計画案を変更し,昭 和59年2月 中～下旬,「 しらせ」のブライ ド
湾回航を行って,デ ポ地点の設定と若干の物資の揚陸,セ ルロンダーネ山地までのルート偵察,可 能な範囲での地
学調査を2週 間を目途として実施する素案が示され,そ の問題点を検討した。
4.次 に26次以降の観測計画が討議された。
26次～28次 では,基 準測量 ・地形 ・地質調査 ・陽石探査 ・航空写真の補足撮影 ・航空機による氷厚測定が予
定されている。このうち地図作成を早期に行う必要があるが,改 めて広大な山岳域において,所 要の精度を維持 し
つつ基準点測量を行うために,新 たな方法の導入を含む多 くの検討が必要であることが確認された。また,各 調査
項目について,そ の方法,一 応の完了の目標などが検討された。
29次,30次 では古地磁気学を含む地球物理学的探査に重点が置かれるが,と くに大規模なオペ レーションを必要
とする人工地震探査で,方 法,測 線,組 識,他 の調査項目との関連などが討議され,今 後さらに検討を加えてゆ く
ことにした。
5.セ ルロンダーネ山地調査と並行 して,長 期的展望をもって行う必要のある海域地学調査について,現 在の観
測計画,31次 以降の将来計画が検討された。




所外か ら7名 の参加をいただき上記の小集会を開催した。昭和57年 度は同様の損石研究推進について,宇 宙科学
の トップレベルの研究者による特に日本における限石研究並びに惑星科学研究のストラテジー(作 戦)に ついて討
論した。今回は実際に南極限石を研究 している人が,そ れぞれの立場,そ れぞれの機関で研究を進めている現状 と
問題点について話題の提供をいただき,意 見の変換を行った。また,極 地研に対する要望も多く出された。話題 と
なったのは次のような点である。
1.研 究者の層について:日 本全体として非常に薄い,ア メリカの10分の1,40～50名 である。 しかも,阻 石研
究を片手間にやっている。明石研究に命をかける人が欲しい。若い助手層に阻石研究者を発掘すべき。
2.学 生,院 生の職の問題:陽 石を研究 しても適当な就職先がない。教官としても学生,院 生に隅石研究を勧め
られない。講座を新設 し,限 石関係者層を厚くするべきである。
3.コ ンソシアム研究について:特 にある種の限石について集中的な共同研究を進めるべきである。 これにっい
てYamato　 -　891　(E・chondrite)を とりあげ,池 田を中心に研究計画を作成 してもらうことになった。
4.極 地研に対する要望:阻 石に関する情報が不足しており,研 究計画の作成に困ることが多い。カタログに準
ずるようなデータ集,あ るいはカタログの原稿的なものを公表 して欲 しい。
その他,南 極阻石の所有国として,日 本で阻石学,惑 星科学の推進を大いにはかるべきとの意見が多 く出された。




の医科学としての将来の研究の方向を討論することを目的とした。同時に昭和59年 度に出版を予定 している 「南極
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の科学」第8編 「南極のヒトの科学」の編集方針を討議 した。
1.現 在までの医学,医 療のレビュー(座 長:松 田)
今までの流れとしては,
1次 ～6次 までは基地生活医学。
7次 ～12次 までは寒冷順応,昼 夜パターンに対する変化を代謝,栄 養の面からも研究。
15次以降は環境と人間とのかかわりを中心にしつつ生理,体 力生理の問題にまで及んでいる。
となっており健康集団の医学的研究 として進め られてきた。 しか し精神衛生の面とか性に関すること,集 団行動に
ついて も目をむける必要があろう。
ll.「 南極のヒトの科学」編集について(座 長:蜂 須賀)
皿.南 極越冬医学研究の将来計画について(座 長:西 川)














(5健康管理について,生 理的な面,精 神的な面,社 会的な面から検討されるべきであろうとされたが特に体力不
足によるいろいろのへい害がでているのでスポーツ施設をつくることも必要であろう。
(6環境衛生についての研究も忘れてはならない。
(8)　 SlBEX調 査 計 画 に関す る研 究 小 集 会
開催 日:昭 和57年10月29日(金)
経過及び成果
参加者全員の共通の理解のために,松 田,根 本の日光会議 日本代表か ら,　SIBEX計 画の全般にわたる説明があ
った後,太 平洋区を含めて,我 国のBIOMASS及 びSIBEX計 画に対する具体的問題の質疑,特 にデータの取扱
い,国 際的協力関係の問題が議論された後,イ ンド洋区に参加を予定 している開洋丸,し らせ,昭 和基地の研究計
画案が,参 加予定の研究者,あ るいは船関係者から話題提供として出された。これに対 して,計 画案の国際共同計
画としての整合性,計 画の運営面からの可能性等具体的側面か らの討論がなされた。また,各 調査船のもっている
弱点を補い合 うような協力体制づ くりの話 し合いももたれた。(1}各調査船はSIBEX国 際共同プログラムを基本に





期 間 昭和58年12月 ～昭和59年2月









e.海 鳥 ・海獣類の目視壊観測(目 視マニュアルによる)
2.し らせ
期 間 昭和58年11月 ～59年4月





c.浮 氷域におけるベントス ・魚類の研究(水 中テレビカメラを使用)
d.浮 氷域における大型動物(ペ ンギン・鯨 ・アザラシ)の 分布量の研究
e.沈 降粒状有機物の研究
3.昭 和基地
期 間 昭和59年1月 ～60年1月
研 究 者2名
研究項目
a.海 洋環境調査(水 温 ・栄養塩 ・流れ ・照度)
b.第 一次生産の研究
c.動 物プランクトン,マ イクロネクトンの研究
d.底 生生物,魚 類の研究(分 布,生 活史)
e.大 型動物の研究(定 量化の研究,生 活史)
{9)極 地 に 関す るデ ータ 処 理 研 究 小 集 会
開催 日:昭 和58年1月25日(火)
経過及び成果果
センター利用者の学問分野は広範囲にわたるが,電 算機を利用 した解析,処 理技法には共通 したものがあり,そ
の共通基礎に立って討論が行われた。最先端の解析を行 っている者にとって確立された解析手法というものはなく,
各自がそれぞれ独自の手法を開発 しているのが現状であるが,本 集会において,そ れらの技法を発表し合い,他 の
経験者からのコメントを受け討論することは,電 算機利用技術を向上させる上で大いに有効であった。
またこの度,機 種替えが完了したHITAC-M180シ ステムの機能を出席者に紹介できたことは,今 後セ ンター
の機能を十分利用する上で大いに役立ったことと思われる。








さらに建築関係(含 付帯設備)を 中心として意見の交換を行った。この間,南 アフリカのサナエ基地(氷 上)の 建
設経過を示すビデオの上映も行った。
この研究小集会は南極設営工学の分野では最初のものであった。従って設営関係の全分野にわたっての討論を行
うよりも,参 加者の共通理解の最も得 られやすい建築関係の分野に限定 した。これは,現 在積雪下に埋没 しつつあ
るみずほ基地の将来,さ らに将来建設が予想される氷上域は露岩上の基地に対して基本的な構想 も得るためにも有
意義であると考えられるからである。
研究所側から南極観測事業のうち,設 営面における歴史的経過の説明があり,と くに経費の推移,隊 員数の変遷,
昭和基地およびみずほ基地の建物の変遷と現況について,資 料やスライ ドによって詳しく述べ られた。楠企画調整
官からは,去 る6月28日 か ら7月3日 まで,レ ニングラー ドで開かれたSCAR設 営 シンポジウムに提出された約
60篇の論文(内 日本提出5篇)を 中心に,諸 外国の設営の現況について説明があった。とくに,オ ーストラリアに
おける大型2階 建の建築物,南 アフリカ,西 ドイツ,英 国の棚氷上における建築物について紹介 し,南 アフリカが
作成したサナエ基地の建物の建設経過を示す ビデオテープを上映し。これらの建築物に関する論文は一括 して所外
関係者に配布 した。
その後,全 員による意見交換の際には,日 本大学建築学科より,み ずほ基地の建物の補強に関する検討結果の概
要の説明があった。また,今 後氷上建物の建設に当たって留意すべき点について種々の検討を行った。今回の小集
会においては,所 内外の研究者 ・技術者が南極の建物を中心として,南 極設営工学の現況について共通理解を得た
ことは大いに有意義であった。今後もこのような機会を得て,さ らに研究の推進を計ることが必要であることを共
通に認識 し点で成果があった。
(11)南 極 定 常 観 測 に関す る研 究 小集 会
開催 日:昭 和58年3月17日(木)
経過及び成果
現在南極観測の定常部門を担当 している官庁は電波研,気 象庁,国 土地理院,水 路部,極 地研である。昭和40年
来定常観測について見なお しが行われていなかった。現今の科学の進展に対応すべく,各 分野の業績をレビューし,
将来計画を立案することを目的とし,第1回 の研究会をもつことにした。
当日は10時 より15時 まで下記プログラムにより8題 の話題提供があり,15時 より17時まで定常観測の将来展望に











各定常観測担当機関の代表から,資 料にもとづき,現 在までの観測状況,観 測結果,観 測の組織について レビュ
ーしていただき,今 後の展望について述べていただいた。今までの成果が日本の地球科学に対する貢献の大きいこ












以下の報告書の第1号 は本年5月10日 の第2回 目の研究会を経てのち,編 集を終え印刷する予定である。
3.観 測研究小集会
(1}MAP計 画 に基 づ く レー ザ ・レー ダ 観 測
開催 日:昭 和57年7月7日(水)
経過及び成果




ためには国内での準備を充分にする必要があり,今 後,国 内での訓練計画を検討 した。
(2)東 クイ ー ンモ ー ドラ ン ド地 域 にお け る 雪氷 研 究 の 目的 と 意 義
開催 日:昭 和57年10月26日(火)
経過及び成果
東クイーンモー ドランド計画全体の説明のあったのち,24次 の個々の計画が説明され,検 討された。みずほ基地
におけるボー リングは24,25次 で500mを 目標とし,24次 では少 くとも250mの コアを摂取す る計画である。ボー




(3}B10MASS計 画 に基 づ く沿 岸 生 態 系 の 一 次 生 産 の 調査
開催 日:昭 和57年8月6日(金)
経過及び成果











礎資料を得る必要性のあることが述べ られた。次いで23次 隊の報告がなされ,質 疑応答があった。さらに24次隊に





{5)夏 期 生 物 調 査 の 方 針 と意 義
開催 日:昭 和57年6月21日(月)
経過及び成果
これまでの夏期生物観測や定常観測について説明があったあと,23次 隊の海洋生物,海 洋物理,化 学の報告がな
された。また23次夏には陸上生物の観測も同時に行われたので,そ の方の報告もあった。次に24次の計画の説明が
各担当隊員からあり,船 上観測における測線が検討され,決 められた。
またふ じが昭和基地沖の定着氷に接岸中には氷上観測 も実施される計画であり,そ の際ふ じ周辺と昭和基地周辺
の海水上では潜水調査が予定されている。 これについては国内の準備段階か ら安全性を確保するため充分の注意が
はらわれるべ く,今 後も検討 していくこととなった。
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4.研 究 談 話 会
開催月日 発 表 者 所 属 題 目
昭和56年 第21次 南極観測隊による固
渋 谷 和 雄
4.14 体地球物理観測
4.22 W.　 G.　 Pearcy
Oregon
State　 Univ. 1灘鐵




6.10 Lucy　 Mc　 Fadden Univ.Hawaii Their　 Relationship
to　Asterolds
6.23永 田 武 陽石磁気学序論
BureouofMinera1 Geochemistryof






Univ. the　 Vestfold　 Block
南極の固体地球物理の
9.8 神 沼 克 伊
諸観測
9.22 田 中 正 之 東北大 ・理/極 地研 気候変動
1)リ ュ ッ ォ ・ ホル ム湾 の 海
底地形




10.20根 本 敬 久 東大・海洋研/極 地研
っいて




〃 万 国 才 〃
推進中国南極考察等各工作
加強南極科学考察的国際合
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昭和58年
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1.資 料 の収 集 、 整 理 、 保 管 、利 用
(1)生 物系資料部門




その他,オ ース トラリア,ニ ュージーランド,チ リ,ア ルゼンチン,モ ーリシャス,シ ンガポール,イ ギ リス,
フランス,東 欧,日 本などの温帯域か らも比較研究のために採集,及 び交換などで標本を収集 しており,蘇 苔類,
地衣類を主に約2万 点の標本が収納されている。
現在,蘇 苔類のデータは国立極地研究所のコンピューターによるデータバ ンクとして蓄積されている。内外の利
用者のために種類別(網,科,属,種),地 域別(植 物区系,大 地名)検 索による標本 リス ト,ラ ベルの打 出 し,
さらに分布図の作成などの利用システムが出来ている。
生物資料室に収納されている極地の植物
分類別 隠 花 植 物
地域別
顕花植物
羊 歯 類 蘇 苔 類 地 衣 類 藻 類 土壌微生物
南米パタゴニア 10 600 300
亜





セ ン トポ ール 島 30
ク ロ ゼ ー 島 30
西 キ ング ジ ョー ジ 島 40 500 200 30 50
南 デセプション島 10
極 南極半島 10 100 50 50
東
昭和基地周辺 2,500 500 300
マ ラ ジ ョー ジナ や 基 地 100 30
南 ケ ー シ ー基 地 280 200 50 30
デービス基地 60 30
極
マ クマ ー ド基 地 100 10 30
カ ナ ダ 115 800 30
北
ア ラ スカ 150
極 ア リュ ー シ ャ ン列 島 10 100 50
ア イス ラ ン ド 30
域
フ ィ ン ラ ン ド 100
計 215 25 5,930 1,410 210 380
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2.動 物
現在までに,ユ スリカ,ト ビムシなどの昆虫類やダニ類,原 生動物などの微小陸上動物150点,海 洋生物の液浸





標 本 内 容 標 本 数
7次,ふ じ航路上,表 面海水 181
9次,ふ じ航路上,表 面海水 82
14次,ふ じ停 船観測点,各 層海 水 100
18次,ふ じ航 路上,表 面海水 工49
19次,ふ じ航 路上,表 面 海水 155
20次,ふ じ航路 上,表 面 海水 246
1978年2月,サ ロマ湖,各 層 海水 50
計 963
その他に,ふ じ船上にて各種プランク トンネット採集により得 られた動物プランクトン標本は,次 の通 りである。
隊 次
ノ ノレパ ッ ク MTD ORI 稚 魚 LHPR
ネ ッ ト ネ ッ ト ネ ッ ト ネ ッ ト 採集器
14 33 0 0 0 0
17 16 0 0 0 0
18 22 20 4 0 0
19 ユ1 4 2 0 0
20 6 79 0 0 0
21 33 42 2 12 2
計 121 145 8 12 2
ま た,MTDネ ッ ト標 本 の 内,18次 の20本,20次 の58本,21次 の19本 に つ い て は,す で に1次 ソ ーテ ィ ング が完
了 して い る。
{2)非 生物系資料部門
当部門は大別 して4分 類される資料の収集,整 理,保 管とその利用に関するサービス業務を担っている。①オ
ーロラに関する資料:前 年度に資料収納棚他の基本的な保管体制を確立 した為,本 年度か らWDC作 業指針に沿っ
た資料の収集を開始 した。収集した資料は,昭 和基地で観測したオーロラデータの基礎的データ,外 国基地で観測
された全天カメラデータ及び地磁気データ,日 本学術会議地球物理資料庫に保管されていたIGY以 来の全天カメ
ラ及び地磁気に関するデータ等である。データ収集後,共 同利用に供するための統一的整理を実施 している。②地球
物理に関する資料:資 料収集に先立ち収納棚等基本的な保管機能を有する体制確立に努力した。 しか し本年度は予
算等の情勢から必ず しも資料収集を開始する体制を確立することができなかった。昭和基地で観測された地震及び
重力などの資料一部を収集 し,そ の整理を終了した。③岩石資料:年 次計画で岩石資料庫の整備を計っている。併
行して収納岩石の共同利用に供すべき整理を研究系関連教官の協力のもとに実施 した。④一般資料:各 種展示用パ
ネル類,記 録写真,白 旗関係資料及び映画フィルム他,極 地に関連する資料を収集,保 管,整 理す匂ことになって




当部門は,1969年 第10次 隊により発見採集されたYamato　 -69陽 石を初め,第23次 隊によるYamato　 -82阻 石
(未処理)ま での約5,000個 について初期処理を行ない限石台帳を作成 した。また,同 時に進行している同定分類
作業の結果については,随 時陽石カタログとして出版公表して来た。現在,当 部門が保管している陽石は表1の 通
りである。表1に は大まかな分類を示 したが,同 定分類作業は年に50程度の割で進めている。また阻石名は短縮形
も含め表2の ように定め,研 究発表や研究計画書の作成にはこの名称を使用するよう求めている。
当部門には炭素質陽石をクリーンな状況下で処理する設備(ド ライ窒素入りクリーンキャビネット)が ないため,
1982年9月NASAの 月試料処理施設(ジ ョンソン宇宙センター,米 国 ヒュース トン)に 於て,'3個 の炭素質阻石
を処理した。しかし,ま だ10数個の炭素質陽石が,ス テンレス缶に密封され当研究所に冷凍保管されている。
一方 ,南 極阻石研究委員会で採決された研究計画に対する陽石試料の作成と配分作業 も行った。
当部門は阻石通信(随 時,国 内向け約300部)とMeteoritesNews　 (不定期,国 内国外向け約600部)を 配布
している。
表1.国 立極地研究所保管南極限石一覧
陽 石 名 発 見 年 韻鉄 石鉄損石 コ ン ドラ イ ト エ コ ン ドライ ト 炭素質陽石 未区分 合 計
や まと一69陽 石 1969 7 1 1 9
やま と一73陽 石 1973 11 1 12
やま と一74陽 石 1974 1 631 28 3 663
やま と一75陽 石 1975-762 1 289 12 3 307
マ ウン トバル ダ陽石 1976 2 2*
ア ランヒルズー76韻 石 1977 1 7 1 9*
ア ランヒルズー77限 石 1977-786 1 234 4 3 2ぽ
パガ トリー ピーク陽石 1978 1 1不
デ リック ピー クー 78陽 石 1978-795 5*
メテオ ライ トヒルズー78限 石 1978-79 28 2{ナ
べーツヌナターク陽石 1978-79 5 5*
アラ ンヒルズー78限 石 1978-792 173 8 1 184*
ラック リング ピークー78阻 石 1978-79 5 5*
や まと一79阻 石 1979-804 1 3,552 79 31 9 3,676
ベル ジカー79陽 石 1979 4 1 5
や まと一80陽 石 1980-81 12 1 13
や まと一81陽 石 1981-82 123 2 7 1 133
や まと一82明 石 1982唱3 205 205




Yamato　 and　 Belgica　 meteorites






























Collection　 Name　 Meteorite　 Name
Mount　 Baldr　 meteorites　Mount　 Baldr　 a　and　 b.
AllanHills-76meteorites　 AllanHills-761to-769.
AllanHills-77meteorites　 AllanHills-77001to-77307.
Purgatory　 Peak-77　 meteorites　 Purgatory　 Peak-77006.
DerrickPeak-78meteorites　 DerrickPeak-78001to-78010.















当部門は,南 極で得 られた数多 くの観測データの電子計算機を用いた解析並びに処理方法に関する研究を行うと
ともに,情 報処理センターの庶務を担当 している。
データ解析システムの開発研究としては,計 算機の周辺装置システムの設計を行い,そ れらの成果がセ ンターに
取り入れられ共同利用に供されている。特に,高 性能小型電子計算機システムが導入され,多 様化する南極データ
の処理に対応している。更に高分解能カラーディスプレイ装置RAMTEK　 /9400を 主計算機と結び,人 工衛星
(TIROS-N,　 NOAA-6/7,　 LANDSAT-2/3等)に よるリモー ト・センシング ・ディジタル画像データの処
理,マ ルチバンド航空写真による地質,地 形,生 物,生 態調査のディジタル画像処理,三 次元情報(ダ イナミック・
スペクトラムやオーロラ画像)の 処理等の表示に使用すべ く開発を行っている。また,そ れらの入出力装置として,
カラー画像書出し読取り装置(オ プ トロニクスC4500)が 高性能小型電子計算機システムに接続されている。
一方,デ ータ解析ソフトウェアの開発として,地 球磁場観測衛星MAGSATの データの処理及び編集 テープの
作成と,そ れを用いた極地方の磁場変動の分布,特 性の研究を行い,全 データについてのサマリ・プロットを作成,
その結果は貴重なデータ ・ブックとして全国の共同研究員に使用されている。また,近 年重要度が増 してきた リモ
ート・センシングに対応 し,デ ィジタル画像処理プログラムの開発を行っている。現在昭和基地では,極 域観測計
画(POLEX)の 一環として気象衛星NOAA-6/7,の 受信が行われているが,こ れらの画像データ及び地L求資源技




本年度,低 温貯蔵庫内の資料棚が固定式のものから,手 動式の移動棚方式に変え られた。移動棚は,図 に示す
ように,貯 蔵庫中央の通路をはさんで,両 側に配置されており,一 方は観測隊の中型ダンボールに入った冷凍資料
が収納され,他 方には氷床コアが収納されるように設計されている。資料の収容能力は,中 型ダンボール208箱 と
氷床コア930m相 当量で,固 定棚に比べ,約1.5倍 増となった。
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2.研 究施設 ・設備 の共 同利用
(1)情 報処理セ ンター
資料系情報処理センターは,当 研究所の共同利用施設として,大 型電子計算機 ・　HITAC-M　 180中 央演算処理
装置を中心とし,各 種入出力装置を備えた主 システムをもっ。また,ミ ニコンピュータHITAC　 -20Eを 中心とし
た高性能小型計算機システムが設置されている。
M180シ ステムは,旧M16011に かわるものとして12月 末に機種替えを行ったもので,演 算速度で7倍,実 メモ
リを1.5MBか ら7MB,デ ィスク容量1200MBよ り1600MB,TSS端 末6台 より12台等ハー ドウェアの面で一
段と性能の向上がはか られた。また,ソ フトウェアの充実もはか られ,ユ ーザにとってより一層使い易いものとな
った。計算機の大型化に伴い,セ ンター運営も自動化が進み,共 同研究委員会によって割り当てられた研究課題別
計算機使用時間の自動管理も行うようにした。
本システムでは,南 極観測データ,科 学衛星受信データ等のデータベース ・システムとして,気 象・重力 ・海洋 ・
地質 ・隅石 ・生物のデータ及び極地関係の文献情報 ・南極の各種地図データを有する。また,主 システムとデータ
交換制御装置を介 して結ばれている画像処理システムがあり,　TVカ メラ/VTRよ り取 り込んだ画像データを各
種画像処理プログラムにより,多 様な画像表現 ・計算が行われ,オ ーロラ形態学 ・気象研究等に利用されている。
高性能小型計算機システムは,気 象衛星データ処理,　PCMデ ータ処理,A/Dデ ータ処理,周 波数分析処理,
カーブトレース処理等の信号 ・データ処理機能をもち,さ らにカラー写真入出力装置と高分解能カラー ・グラフィ
ック装置とそのハー ドコピー装置が付加されている。これ ら収集データは,デ ータ交換制御装置を介 し,M180と
オンラインで接続され,処 理能率の向上が図られている。





(2)オ ーー ロ ラ世界 資 料 セ ンタ ー　(WDC-C2　 for　 Aurora)
オーロラ世界資料センターは,資 料系非生物資料部門が管理 し,管 理資料棟5階 に床面積約84㎡ の資料保管庫兼
閲覧室を有 している。当セ ンターに保管される資料は,　WDCパ ネルが示す作業指針に沿った資料の収集を計りつ
つ,学 問の進展に伴う研究者の要望する資料をも経済的物理的事情を勘案 した上で収集する方策を志向している。
資料保管庫は冷暖房 ・除湿機を備えているとともに,リ ーダプリンター利用による簡単な閲覧と複写が可能な設備
を有 している。またそのデータ収納能力は,35mマ イクロフィルム(100ft巻)約28,000本,計 算機用磁気テー
プ約1,900本,マ イクロフィシュカード数1,000枚 他である。
本年度までに収集 したデータの概数を次表に示す。


























絶 対 測 定 記 録 簿 1966年 ～1981年 3一 フ ァイル
超高層現象相関記録マイクロフィルム 1976年 ～1981年 6巻/100ft
同上A4版 引伸し資料(閲 覧用) 1976年 ～1981年 12一 フ ァイル
計算機アウ トプット相関記録A4版
資料(閲 覧用)
1981年 6一 フ ァイル
オーロラ写真観測記録 約50冊









地 磁 気35m/mマ イ ク ロ フ ィル ム 1957年以降 約6,200巻/100ft
全天カメラフィルム 1957年以降 約6,900巻/100ft
DMSPオ ーロラ観測記録 1972～1980年 約130巻/100ft
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(3)低 温 実験 室
低温資料部門が管理する共同利用施設で,-60℃ まで冷却できる超低温実験室,-20℃ の自然対流冷却による実
験室,貯 蔵庫か らなっている。













1.第23次 南極 地 域 観 測 隊
第23次 南極地域観測隊は,宙 空系の 「地域中層大気の総合観測」,雪 氷 ・地学系の 「東クイーンモードランド地
域雪氷 ・地学研究計画」,環 境科学系の 「南極沿岸生態系における生物生産の基礎研究」及び 「ヒトの生理学的研
究」「環境モニタリング」等を研究観測の課題として編成された。
同隊の行動期間は,昭 和56年11月25日 東京港晴海埠頭出港,越 冬隊は昭和58年3月21日 成田国際空港帰国(夏 隊
は昭和57年4月20日 東京港晴海埠頭帰港)で あった。
オース トラリア ・フリマントル港を12月16日 出港した観測船 「ふ じ」は,同 月22日南緯55度 通過,昭 和57年1月
4日 昭和基地へ第1便 を送った。
物資輸送は,氷 域突入と同時にハンモックアイス帯に囲まれ困難をきわめた。
天候 も悪 く空輸作業は難行 したが,2月5日490ト ンの空輸をもって完了 した。
昭和基地では,130kl貯 水槽を徹去し,100kl貯 水槽を新設すると共に,新 発電棟の基礎工事を実施したほか車輌
類の組立,整 備等を行った。
基地周辺では,海 氷上における海洋調査,東 オングル島及び周辺地域の生物,測 地,地 質調査等を実施した。
野外観測調査は,ス カレビークハルセン,ル ンドボークスコラネにて実施した。
越冬期間中は,前 期の悪天候,冬 期の低温の影響を受けて,野 外調査を中心とする観測に,一 部縮少を余儀なく
された面はあったが各部門とも順調に経過 した。





〔越 冬 隊〕 昭和56年1月1日 現在
担 当 氏 名 等輔P 所 属 本 籍 地 隊 経 験
隊 長
(越冬隊長)













〃 首 藤 康 雄 昭25.1.5
(31歳)
〃 東 京 都
〃 梶 原 良 一 昭25.5.31
(31歳)
〃 福 岡 県
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■気 象 佐々木 正 彦 昭26.12.12 〃 秋 田 県
(29歳)
電 離 層 倉 谷 康 和 昭20.9.18 郵政技官 福 岡 県
(36歳) 電波研究所電波部
地 球 物 理 阿 部 馨 昭27.6.9 建設技官 宮 城 県
(29歳) 国土地理院測地部
宙 空 系 藤 井 良 一 昭25.7.11 文部教官助手 神奈川県
(31歳) 国立極地研究所研究系
〃 忠 鉢 繁 昭23.7.9 運輸技官 北 海 道
(33歳) 気象庁気象研究所
〃 五十嵐 喜 良 昭25.2.9 郵政技官 千 葉 県 19次越冬
(31歳) 電波研究所電波部
〃 菊 地 雅 寿 昭26.12.27文部技官 茨 城 県
(29歳) 国立極地研究所事業部
(明星電気㈱守谷工場)
雪氷 ・地学系 西 尾 文 彦 昭21.6.19 文部教官助手 三 重 県 17次越冬,米 国
(35歳) 国立極地研究所研究系 基地2回
〃 石 川 正 雄 昭22.2.16 文部技官 北 海 道
(34歳) 北海道大学低温科学研究所
〃 高 橋 修 平 昭23.11.14文部教官助教授 千 葉 県
(32歳) 北見工業大学工学部
〃 大 前 宏 和 昭30.7.17 文部教官助手 大 阪 府
(26歳) 北海道大学低温科学研究所
〃 勝 島 尚 美 昭27.4.2 文部技官 北 海 道
(29歳) 国立極地研究所事業部
(北海道大学大学院生)
環境科学系 福 地 光 男 昭22.11.30文部教官助教授 栃 木 県 18次 夏,20次 夏
(33歳) 国立極地研究所研究系 アルゼンチン基
地1回
〃 島 岡 清 昭22.2.23 文部教官講師 東 京 都
(34歳) 名古屋大学総合保健体育科学セ
ン タ ー
〃 谷 村 篤 昭26.3.4 文部教官助手 東 京 都 21次夏
(30歳) 国立極地研究所研究系
〃 大 塚 英 明 昭28.9.1 文部技官 東 京 都
(28歳) 国立極地研究所資料系
機 械 金 子 誠 一 昭26.4.25 文部技官 新 潟 県 18次越冬
(30歳) 国立極地研究所事業部
(㈱大原鉄工所製造部門)




機 械 清 水 守 男 昭24.11.14文部技官 神奈川県
(31歳) 国立極地研究所事業部
(いす ゴ自動車㈱川崎工場)
〃 森 田 知 弥 昭30.7.9 文部技官 兵 庫 県
(26歳) 国立極地研究所事業部
〃 金 子 秀 蔵 昭31.12.18 文部技官 山 形 県
(24歳) 国立極地研究所事業部
(㈱ 日立製作所日立工場)




〃 飯 野 茂 昭28.7.2 海上保安官 福 岡 県
(28歳) 海上保安庁警備救難部




調 理 遠 藤 行 雄 昭22.1.17 文部技官 北 海 道 16次 越 冬,20次
(34歳) 国立極地研究所事業部 越冬
(国際食品開発㈱札幌営業所)
〃 渡 辺 久 好 昭25.3.10 文部技官 埼 玉 県 16次越冬
(31歳) 国立極地研究所事業部
(㈱東條会館調理部)
医 療 小 山 文 誉 昭18.5.15 文部技官 埼 玉 県
(38歳) 国立極地研究所事業部
(公立加賀中央病院外科)
〃 田 中 弘 彦 昭27.5.26 文部技官 兵 庫 県
(29歳) 国立極地研究所事業部
(都立府中病院麻酔科)
設 営 一 般 鹿 野 賢 三 昭16.7.10 文部技官 東 京 都
(40歳) 国立極地研究所事業部
(共栄産業㈱映像事業部)
〃 桜 井 雅 樹 昭24.3.8 文部事務官 京 都 府
(32歳) 奈良女子大学事務局
〔夏 隊〕
担 当 氏 名 罐 齪 所 属 本 籍 地 隊 経 験




北 海 道 20次越冬






海 洋 化 学 岡 克二郎 昭18.8.27 海上保安官 島 根 県
(38歳) 海上保安庁水路部
海 洋 生 物 伊 野 良 夫 昭14.6.17 文部技官 東 京 都
(42歳) 国立極地研究所事業部
(早稲田大学教育学部)
測 地 奥 山 修 一 昭19.5.31 建設技官 千 葉 県
(37歳) 国土地理院測図部
雪氷 ・地学系 松 技 大 治 昭22.5.6 文部教官講師 福 岡 県
(34歳) 秋田大学鉱山学部
〃 本 吉 洋 一 昭29.8.3 文部技官 千 葉 県
(27歳) 国立極地研究所事業部
(北海道大学大学院生)
設 営 一 般 竹 内 貞 男 昭9」2.24 文部技官 東 京 都 10次越冬,14次
(46歳) 国立極地研究所事業部 越冬,19次 越冬
〃 渡 辺 泰 広 昭24.2.3 文部技官 福 岡 県
(32歳) 国立極地研究所事業部
(渡辺建築店)
〃 梅 木 川 敏 昭26.4.9 文部事務官 大 分 県
(30歳) 国立極地研究所事業部




部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 担 当 機 関













測 地 ○基準点測量 奥 山 修 一 国土地理院
〔研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 代表研究者
雪氷 ・地学系 ○東クイーンモー ドランド地域雪氷 ・地学研究計画 梁 馨 奈 遣 楠 宏
昭和基地及びその周辺における越冬観測
〔定常観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 担 当 機 関
極 光 ・夜 光 ○全天カメラによる観測
○写真観測
阿 部 馨 国立極地研究所
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地 磁 気 O直 視磁力計による地磁気3成 分の連続観測および阿 部 馨 国立極地研究所
同上基線決定のための絶対観測






○地上気象観測 吉 平 保 気象庁
○高層気象観測 首 藤 康 雄
○特殊ゾンデ観測 梶 原 良 一
○天気解析 佐々木 正 彦
潮 汐 ○潮汐観測 阿 部 馨 海上保安庁
地 震 ○自然地震観測 〃 国立極地研究所
〔研究観測〕
部 門 名 観 測 項 目 担 当 隊 員 代表研究者
宙 空 系 極域中層大気総合観測(MAP)
○地上観測
○大気球による観測
藤 井 良 一
忠 鉢 繁
五十嵐 喜 良








西 尾 文 彦
石 川 正 雄
高 橋 修 平
勝 島 尚 美












福 地 光 男
谷 村 篤
大 塚 英 明
島 岡 清







〔参加者〕星合隊長,前 副隊長,隊 員候補者35名,同 行者1名,防 衛庁3名,関 係者14名,計55名
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第23次 南極地域観測隊員夏期訓練




〔参加者〕星合隊長,前 副隊長,隊 員42名,同 行者1名,関 係者16名,計61名
第23次南極地域観測隊部門別訓練
部 門 訓 練 項 目 訓 練 場 所 期 間 参加者
電離層 中波電界強度測定訓練 「ふ じ」船上 9/15～9/24 1名
海 洋 海洋観測用機器取扱い訓練 〃 9/7～9/8 4名
測 地 天測 ・基準点測量訓練 鹿野山測地観測所 8/3～8/8 1名
気 象 D55B-2型 方向探知機取扱い訓練 明星電気㈱守谷工場 8/26～8/28 4名
〃 高層気象,特 殊ゾンデ,オ ゾン全量観測訓練高層気象台 9/21～9/30 4名
気水圏 電波氷厚計取扱い訓練 明星電気㈱守谷工場 7/8～7/10 4名
雪氷系 天測 ・基準点測量訓練 鹿野山測地観測所 8/3～8/8 5名
地学系 海上重力計取扱い訓練 「ふ じ」船上 9/7～9/8 1名
〃 〃 〃 9/15～10/3 1名
機 械 SM50S雪 上車走行,組 立,分 解訓練 ㈱大原鉄工所・寺泊海岸 8/31～9/11 10名
〃 デーゼルエンジン分解,組 立訓練 いすS自 動車㈱川崎工場 9/17～9/18 5名
〃 C240エ ンジン分解,組 立訓練 いすゾ自動車㈱藤沢工場 9/2工 ～9/22 7名
〃 冷凍機,暖 房機取扱い訓練 日立冷熱住設㈱ 9/24～9/25 3名
〃 発電機分解・組立訓練 ㈱明電舎太田工場 9/28～9/29 5名






12月11日 ～16日:オ ース トラリア ・フリマントル港寄港22日:観 測船 「ふ じ」南緯5♂ 通過
昭和57年
1月4日:昭 和基地へ第1便 ヘリを送った14日:み ずほ補給旅行隊出発,26日 昭和基地に帰投20日:ス カレ
ビークハルセン調査隊出発,25日 昭和基地に帰投29日:　 VHFド ップラー観測装置及びコリニアアンテナの設置
開始,2月17日 終了30日:ル ンドボークスコラネ調査隊出発,2月5日 昭和基地に帰投
2月1日:第22次 越冬隊と第23次 越冬隊の越冬交代式3日:S16地 点か らみずほ基地までの トラバース測量隊
出発,15日 みずほ基地に到着5日:第23次 隊物資輸送終了9日:新 発電棟の基礎工事終了12日:観 測船 「ふ
じ」昭和基地をあとにする14日:観 測船 「ふじ」ソ連 ・マラジョージナや基地訪問21日:観 測船 「ふ じ」氷縁
を離れる
3月2日:観 測船 「ふ じ」南緯55° 通過9日:G1旅 行隊みずほ基地出発,16日 みずほ基地に帰投11日 ～17
日:観 測船 「ふじ」モーリシャス・ポートルイス港寄港,第22次 越冬隊員下船28日:G3旅 行隊みずほ基地出発,
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4月16日 みずほ基地に帰投4月1日 ～8日:観 測船 「ふじ」シンガポール港寄港10日:み ずほ補給旅行隊出発,
5月3日 昭和基地に帰投20日:第23次 南極地域観測隊夏隊東京港晴海埠頭帰港6月20日:ミ ッドウインタ一票
8月5日:沿 岸地学調査隊出発,9日 昭和基地に帰投9月1日:内 陸旅行,み ずほ補給旅行隊昭和基地出発,み
ずほ補給旅行隊は,22日 昭和基地に帰投10月12日:内 陸旅行隊みずほ基地出発,昭 和58年1月31日S16地 点に帰
投20日:み ずほ補給旅行隊出発,11月2日 昭和基地に帰投11月24日:大 気球1号 機飛揚12月8日:大 気球2
号機飛揚21日:大 気球3号 機飛揚31日:第1便 ヘ リ飛来
昭和58年




海洋物理,海 洋化学,海 洋生物は,表 面採水,表 面温度を概ね毎日実施 した。　BT,XBT,GEKは 荒天以外概ね
毎日実施 し,各 層観測は氷縁離脱後荒天等のため7点 にとどまった。
海上重力は,全 航路上2台 の異なる型式の重力計で観測を行った。
電離層部門は,全 航路において中波電界強度及びチャープサウンダー観測を実施 した。




かぶと岩,た ま岬,シ ガーレン地区では,航 空写真撮影を実施した。
復路共同観測のため,マ ラジョージナや基地を訪問すると共に,リ ーセラルセン山麓での地質,鉱 物,コ ケ調査
を実施 した。
越冬 隊による観測




極光 ・夜光部門は,全 天カメラによるオーロラの形態観測を2月23日 か ら10月20日 の間実施 し,400フ ィートフ
ィルム42巻 の記録をとることができた。
地磁気部門は,地 磁気3成 分の連続観測及び同上基線決定のための絶対観測を,ほ ぼ順調に実施 した。
電離層部門は,電 波の垂直打ち上げによる電離層の定時観測,オ ーロラレーダーによる反射電波の観測,リ オメ
ータによる銀河系宇宙雑音の吸収量の観測,短 波電界強度の測定及びオメガ電波伝搬の観測を周年順調に実施 した。
気象部門は,総 合自動気象観測装置(AMOS)に より地上気象観測を順調に実施 したが,高 層気象観測はAMOS
高層系が8月 下旬に故障したため,デ ータ処理を手計算で行 った。
特殊ゾンデ観測は,ほ ぼ計画通り実施 した。また,宙 空系MAPの 主要課題の一つであるオゾン総合観測の一
環として,オ ゾンゾンデの飛揚,大 気球の飛揚,ド ブソン分光器によるオゾン全量観測に協力した。
みずほ基地における気象定常観測は10月 末まで,雪 氷担当隊員により実施され,以 後気象担当隊員が滞在,実 施
した。
潮汐部門は,SWL-7型 験潮儀により観測を行い,順 調にデータを取得 した。




測地部門は,ラ ングホブデ沖に散在する島喚の トラバース測量,重 力測定,指 針作業,太 陽観測(1地 点)を 実
施すると共に対空標識を設題した。
また,東 オングル島内の基準点を結ぶ一等水準測量を実施 した。
22次隊の設置した水管傾斜計の脇に,金 属標を埋没し,水 準測量を実施 した。
(研究観測部門)
宙空系部門は,極 域中層大気総合観測(MAP)の 初年度として次の項目にっいて観測を実施 した。
低域電離層のダイナミックスの観測では,電 離層下部の電磁気学的諸現象を観測するために,　VHFド ップラー
レーダーを新設し,良 好なデータを得た。
大気球等によるオゾン観測では,中 層大気中のオゾン,窒 素酸化物,オ ーロラX線,電 場の測定を行うため,4
基の大気球を準備した。
しか し,越 冬中の点検で窒素酸化物検出器(2台 中1台)の 不具合を発見し,1基 の飛揚を24次隊の手にゆだね,
3基 を飛揚 し,ほ ぼ満足できるデータを取得 した。
また,オ ゾンゾンデ35基,ド ブソン分光計,紫 外線計によるオゾンの連続観測も順調に実施された。
これに関連 して,大 気汚染調査のため,大 気の採取も行った。
オーロラ現像の総合観測では,地 磁気及び地磁気脈動,　VLF自 然電波,銀 河電波の吸収,オ ーロラの形態 ・運
動の観測を実施 した。
特に,オ ーロラの形態 ・運動を観測するため,新 たに高感度テレビカメラを設置し,良 好な結果が得 られた。
また,人 工衛星ISIS-1,2,NOAA-6,7のデータを受信 した。
みずほ基地では,22次 隊に引き続き,地 磁気3成 分,地 磁気脈動,　VLF自 然電波の観測を実施 した。
雪氷 ・地学系部門は,東 クイーンモードランド地域雪氷 ・地学研究計画の初年度として次の項 目について観測を
実施 した。
氷床氷の動力学的観測,氷 床氷の形成と環境変動の観測,氷 床の酒養機構の観測,基 盤地質並びに南極阻石に関
する研究である。
これらは,大 陸氷床上を移動 しなが ら,ま た,み ずほ基地において,あ るいは,宗 谷海岩露岩地域で実施 した。
2月 前半,見 返 り台,み ずほ基地間の トラバース測量の実施.3月 上旬G1地 点での雪氷観測,3月 末から4月
中旬にかけては,G3点 までのルート整備,燃 料デポ及び走行中におけるアイスレーダーによる氷厚測定を実施 し
た。
9月1日 から1月31日 までの間は,白 旗氷河源流域及びやまと山脈地域における観測を実施する計画であったが,
車輌の故障が相次ぎ,調 査開始に約1箇 月の遅れを生じた。
10月中旬以降は,比 較的環境条件に恵まれ,計 画ルー トに沿って,あ るいは所定の地点での雪氷観測と,や まと
山脈A群,南 やまとヌナタクでの地質調査を実施,阻 石探査 も順調に進み205個 の限石を収集した。
しかし,当 初G2点 と阻石氷原とで実施予定 した浅層掘削は,G2点 で130mま で,阻 石氷原では所期の場所で
実施できず,若 干場所を変更 し,30mま での掘削に終った。
限石氷原での掘削は,24次 隊に依頼 した。
また,南 やまと地域の三角鎖測量網 も当初120㎞ にわたって設置する計画であったが,時 間不足とクレバスに妨
げられ,60㎞ に止まった。
みずほ基地では,地 吹雪観測を中心とした雪氷観測を周年実施すると共に,秋 季には96mま での掘削を実施した。
一方,宗 谷海岸露岩地域では8月 前半に測地部門と共同で,ラ ングホフデ沖の島喚の地質調査を実施 した。
また,22次 隊が設置した水管傾斜計,地 中温度計による観測を継続 した。
環境科学系部門は,南 極沿岸生態系における生物生産の基礎研究の初年度 として次の項 目について観測を実施 し
た。




昭和基地北方に,そ れぞれ深度の異なる5定 点を設け,採 水,プ ランクトンのネット集を行 った。
採集には新たに準備 したカブース穣,ウ ィンチ楊を使用したが,12月 下旬以降海氷状況が急激に悪化 したので,
以後は小型橘に小型ウィンチを載せ,規 模を縮少した観測を実施 した。
底生生物の調査は,5定 点とは別に1定 点を設け3月 から12月の間実施した。





土壌藻類,土 壌細菌,湖 沼水の採取を所定の地点で実施 した。
湖沼水採水とプランクトン調査を目的とした調査旅行を10月上旬,宗 谷海岸で実施 した。
2.外 国基 地 派 遣








(ロ)日本隊独自の計画による9点 の臨時地震観測を11月15日 ～1月4日 に実施 した。
内山頂,山 腹における重力測定を合計30点 実施した。










④調査概要 サイプル基地での2日 間の滞在中は,　VLF自 然波動能動実験施設を調査 ・研究し,今後の日本の
基地における同種の実験の実施に関する貴重な情報を得た。
また,極 点基地においては,充 実したオーロラ現像観測とともに,米 国側が最近開発し,実験中の無人観測施設
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昭和基地はリッツォ ・ホルムの湾東岸の大陸氷縁から西に約4㎞ 離れた東オングル島の上にあり,天 測点は69°
00'22"S,39°35'24"Eで 標高は29.18mで ある。
o建 設 物





(36kW)発 電機が配備されており,通 常は125KVA発 電機1基 運転で全ての電力をまかなっており,他 は予備機
としている。
o車 両,航 空機
夏期の建設作業には,ク レーン車,ダ ンプ トラック等の装輪車があり,冬 期作業用としてブル ドーザー,小 型雪
上車,内 陸など野外調査用として中型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上車,ス ノーモービル等が配置されている。




他に公用の通信網としては,　KDDを 中継しての無線による電話連絡(南 極本部第1,第3水 曜 日,写 真電送
発信(南 極本部第2,第4金 曜日),フ ァクシミリ発受信(当 研究所金曜日)が ある。
私用電報は内地電報と同様に利用できるが,通 信業務にあたる隊員の負担を少なくする為,内 地か らの発信は隊
員の指命する者(家 族等)に 限られている。外国の南極基地との連絡は適宜行われ,気 象データなどの定常的なも
のは,逐 次マザーステーションに送られている。
o医 療




区 分 建 物 名
建設年(隊 次) 構 造
床面積溝 ㎡ 現 在 の 用 途




2 旧 気 象 棟 1957(1)
40.3
木製パネル








5 旧 電 離 棟 1966(7)
40.3
木製パネル




























13 作 業 棟 1967(8)
1969(10)
180.0
軽量鉄骨,木 製パネル,カ マボコ型,80㎡ を10次 で増
設
車輌整備,車 庫




15 旧 地 震 感 展 望 1967(6)
5.8
木 製パ ネ ル,特 殊 コ ネ ク タ ー,床 な し




17 第9発 電 棟 1968(9)
270.0
軽量鉄骨,折 板
110KVA2基,倉 糧庫,暗 室,レ ントゲン室
18 第9居 住 棟 1968(9)
100.0
一
高 床,木 製 パ ネル
個 室10,ラ ウ ン ジ
19 第10居 住 棟 1969(10)
100.0
」
高 床,木 製 パ ネル
個 室10,ラ ウ ン ジ
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20 レー ダ ー テ レメ ー タ ー室 1969(10)
86.4
高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロケ ッ ト レーダ ー,テ レメ ー タ ー セ ンタ ー
21 コ ン ト ロ ー ル セ ン タ ー 1969(10)
21.6
高床,鉄 骨,木 製パネル,12次 で現地点に移設
ロケット要員控室
22 組 立 調 整 室 1969(10)
86.4
高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル
ロケ ッ ト組 立 調整,ク レー ン,ラ ンチ ャー
23 発 射 台 1970(11)
135.0
鉄 骨,コ ン ク リー ト床,タ ー ンテ ー ブ ル,上 屋 な し
ロ ケ ッ ト発 射




















29 気 象 棟 1973(14)
100.8
高床,木 製パネル
気象(定 常,研 究),屋 上にパラボラアンテナ




















35 作 業 棟




ドリフ トよ け,シ ャ ッ タ ー保 護

























42 夏 期 隊 員 宿 舎 ユ979,80(20,21)
302.4
高 床,木 製 パ ネ ル,2階 建
48ベ ッ ト,60名 食 堂,風 呂
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4.み ず ほ基 地 の 施 設概 要
昭和基地より約30kmの 内陸氷床上(70°41'53"S,44°19'54"E標 高約2,200m)に あるこの基地は第11次(昭 和
45年)に コルゲー ト棟を設置したのを初めとして年々拡充され現在に至っている。
o建 設 物
地表下にコルゲー ト棟,居 住棟,観 測棟,ポ ーレックス棟,超 高層観測室の計5棟,延 床面積86㎡ の建物の他,
トレンチを利用 した発電機室,雪 洞による実験室等がある。また地上には,通 信用アンテナ,30mの 気象タワーな
どが設置されている。
o電 力 等




















1 コル ゲー トハ ウス(避 難 用) ユ2 工作室(lKVA発 電機室)23造水槽
2 20mピ ッ ト 13 居住棟 24 風 呂
3 地磁気三成分センサー室 14 食糧庫 25 飛雪留
4 旧装備庫 15 観測室 26 ポ ー リ ング
5 食糧庫 16 出入口 27 雪氷実験室
6 旧便所 17 旧食糧庫 28 非常出口
7 旧 ボー リング場 18 16KVA発 電機 29 生活物品庫
8 旧雪氷実験室 19 12KVA発 電機 30 観測物品庫
9 便 所 20 貯油 ドラム 31 POLEX棟
10医寮棟 21 物品庫 ⑧ 非常用ハッチ




南極における観測,調 査で得られたデータ,標 本などの資料は隊員が帰国 した後,南 極観測事業費の一部である
資料整理費の配分を受けて翌年の3月 までに行 うことになっている。
資料整理費の配分の決定は南極本部(文 部省国際学術課)で 行 うが,そ の原案は隊員の申請に基き,資 料系が中
心となって隊長,研 究系,事 業部と協議しつっ作成する。











研 究 課 題
資料整 理担当者の
氏名,所 属,職 名
実 施 の 概 要 ・ 成 果
〈研究観測〉 1.昭 和基地で電算機を用いて収録された地磁気長周
1.テ レメ トリー に よ る人 工 佐藤 夏雄 期,短 周 期 変 動,リ オ メ ー タ,　VLF自 然電 波,オ
衛星観測 (極地研 ・助手) 一 ロ ラ フ ォ トメ ー タ等 の デ ジタ ル テ ー プ の編 集 と サ
2.地 域擾乱と磁気圏構造の瀬尾 洋一 一マ ル プ ロ ッ ト表 示 の 作製 を した 。
総合観測 (電通大) 2.昭 和基地,み ずほ基地で収録された相関記録のラ
3.観 測点群による超高層観 ベル,資 料台帳の作製をした。
測 3.ISIS-1,2衛 星 で 受信 したVHF自 然電 波 の 全 の
軌道における周波数一時間スペク トルを作製しマイ
ク ロ フ ィル ムに した 。
4.整 理された資料は,共 同利用研究者をはじめ,関
係する超高層物理研究者に供 される。
5.整 理された地磁気3成 分,掃 天フォトメータ等の










1.各 観 測 資料 の 記 録 方 式 に適 応 した一 次 処 理 を完 了
し,共 同 利用 に供 すべ き 形 の整 理 を終 了 した。 ま た
電 子 計算 機 を利 用 し,解 析 を行 った。
2.　 JAREDataReportNo.77,82,85,Memolrs
Spce,lssue　 No.29に3論 文 を 発 表,さ らに,1983
年 にJARE　 Data　 Report　 2篇 を発 刊 予定 。
3.1982年 秋 の雪 氷 学 会,気 象 学 会他 各 種 シ ン ポ ジ ウ











1.航 空磁気測量,重 力測定,地 中温度測定,地 盤の
傾斜計による測定等のデータの整理を行っている。
整理を終了したものについては解析を行った。




4.露 岩地域の地形調査資料を整理 し解 析を行った。
5.以 上のうち,解 析を完了 したものについて,第3
回南極地学シンポジウム,第4回 国際南極地学 シン












1.大 気,氷 雪,海 洋生物,堆 積物等の環境試料につ
き分析を行っている。
2.花 粉分析用の氷雪,堆 積物等につき,整 理 し,分
析を行っている。
3.環 境モニタリングに関する採集試料整理を行った
4.大 型動物センサスに関する資料を整理 し,極 地研
に保管。
5.行 動中の心臓機能に関する資料の整理を行った。








1.ユ981年3月3日 ～10月5日 の 間 に 観 測 さ れ た400
フ ィ ー ト巻 フ ィル ム48巻 の 整 理 を 完 了 した。 各 巻 毎
に ロ ッ グ シ ー トを 作 成 し,フ ィル ム に挿 入 し整 理 し
た 。 同 時 に,W.D.Cの 規 格 に 基 づ き100フ ィー ト
巻 に 再 編 集 した 。
2.　 JARE　 DATA　 REPORT　 No.84　 (AURORA
11)を 作 成 した 。
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1.直 視磁力計による地磁気国立極地研究所 1.1981年2月1日 ～1982年1月3日 ま での 地 磁 気 観
3成分の連続観測及び同上 観測協力室 測 記 録 紙 の 整 理 を行 い マ イ ク ロ・フ ィル ム3本,コ ピ
基線決定のための絶対観測 一1部 を 作成 した。
2.基 線値決定のための絶対測定値と地磁気変化の度
合いを示すK－ 指数 もまとめて,マ イクロフィルム
に挿入した。
3.マ イ ク ロ フ ィ ル ム3本 は 極 地 研,学 術 会 議,
W.D.Cに 配布 した。
1.電 離層の定時観測 栗原 則幸 1.全 収得資料の一次整理を完了 し,電 波研で保管 し
2.オ ー ロ ラ レー ダ ー観 測 (電波研 ・技官) て い る。
3.リ オ メ ー タ ー及 び電 界 強 2.　 JAREDATAREPORTSNo.82を 作 成 した。
度測定による電離層吸収の
測定
1.地 上気象観測 手塚 正一 1.　 AntarcticMeteologicalDataNo.22とし て




1.潮 汐観測 海上保安庁 1.1981年2月 から通年観測 した記録の1次 整理を完
了 した 。
2.デ ー タ蓄 積 と して保 管 。
1.自 然地震観測 国立極地研究所 1.地 震自動収録装置により得 られたディジタル地震
データ,　FMで 収録 した地震データを編集,整 理
した 。
2.　 JARE　 DATA　 REPORT　 No.83を 作 成 した。
第23次 日本南極地域観測隊(夏 隊)
研 究 課 題
資料 整理担 当者の
氏名,所 属,職 名
実 施 の 概 要 ・ 成 果
〈研究観測〉 松枝 大治 1.採 集 した岩石のほとんどについて薄片を作成 し,
1.基 盤地質並びに南極限石 (秋田大 ・鉱山学 偏光顕微鏡観察を行った。また,重 要と思われる岩
に関する研究 講師) 石試料について全岩化学分析,　EPMAに よる造岩
本吉 洋一 鉱物分析を行った。
(極地研 ・事業部) 2.こ れ らの成 果 の一 部 を4th　 Internationa1
Symposium　 or　Antarctic　 Geoscience　 (1982年
8月 アデレー ド)に おいて発表した。
3.　 MemorisofNationalInstituteofPolar.











2.海 洋生物観測 伊野 良夫
(極地研 ・事業部)
1.ク ロロフィル分布資料整理を完 了
2.コ ケの光合成速度,測 定結果をとりまとめ,南 極
資料80,日 本生態学会法33巻4号 に発表した。
3.電 離 層 倉谷 康和
(電波研究所)
1.資 料整理を終了




研 究 課 題
資料 整理担 当者の
氏名,所 属,職 名














1.収 録 デ ー タ の再 生,編 集 等 を完 了,米 国,ニ ュ ー
ジー ラ ン ド共 同研 究 者 用 コ ピー デ ー タ の作 成,配 布
を行 った。
2.南 極 資料Na81に 観 測 報 告 をMemois　 Spec.Issue








取 した雪氷試料により,層 位解析とPH測 定によ
る解析を行った。
2.解 析結果は,南 極資料第77号 に投稿 した。
3.地 貸図の作成 国立極地研究所,阻
石資料部門
1.第21,22次 隊 が 調 査 した 結 果 の 整 理 を 完 了 した 。
2.「 新 南 岩 」 地 質 図(Sheet14)及 び 「二 番 岩 」 地
質 図(Sheet　 17)を 作成 した。
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V大 学院教育に対す る協力




周期が1秒 ～1000秒 程度の地磁気の変動は地磁気脈動と呼ばれ,古 くからその発生機構が研究されてきた。特に
周期10～40秒,40～150秒,150～600秒 をもつ地磁気脈動は,Pc3,Pc4,Pc5と 呼ばれ地球の磁力線の固有振動と考
えられてきた。 この磁力線の固有振動の状態を知る最も有効な観測手段は,磁 力線の両端,即 ち一本の磁力線で結
ばれた北半球と南半球の地点(こ れを地磁気共役点という)で 同時に磁場変動を観測することである。しかし,世
界的にみても共役点の関係になる観測所はきわめて少ない。特に極地域では正確に共役点の関係になる南北両半球
の観測所での同時観測の例はこれまでは存在しなかった。こうした状況か ら1978年8月 ～9月 に南極昭和基地とそ
の地磁気共役点アイスランドのフサフェルで本研究所が行った同時観測データは,地 磁気脈動研究にきわめて有用
な情報を提供 した。
本受託学生は最近開発されたAR法 という新 しいスペクトル解析の手法を用い,地 磁気脈動 が共役点間でどの
ようなスペクトル構造と位相関係をもつかを調べた。その結果,高 調波構造が存在 し,奇 数次の高調波はH(水 平
南北)成 分が共役点で同相,D(水 平東西)成 分が逆相となる。一方,偶 数次の高周波はH成 分が逆相,D成 分が
同相となることをみい出した。そしてこれらのスペクトル構造と位相関係は磁力線の固有振動の特徴としてうまく
説明できることを明らかにした。
研究所担当教官は,観 測データの提供,観 測データの使用法,観 測データのもつ意味,コ ンピュータを用いたス
ペク トル解析法,解 析結果の物理的解釈に必要なプラズマ物理学等に関し講義と指導を行った。




大気中の微小浮遊粒子エアロゾルは,太 陽光を散乱,吸 収す ることを通じて,大 気 ・地表系の放射収支に影響を
与え,ひ いては気候をも支配する。そのため,エ アロゾルの拠動あるいは光学的特性を知ることは極めて重要であ
る。南極域は,人 為的汚染源から最 も遠 く離れた場所として,自 然の基底レベル,即 ちバ ックグラウンドのエアロ
ゾルを調べる最適な場所であり,か つその影響に興味の持たれる所である。
本受託学生は,南 極観測を通 じて,昭 和基地等で,こ のエアロゾルの光学的特性やその拠動,放 射収支に対する
影響を調べるべく,放 射観測を行うことを目ざし,そ の測器の開発,観 測手法の確立についての研究を行った。南
極大気の(エ アロゾルによる)混 濁度は極めて小さく,従 来のラングレー法によってはその精度良い測定は難 しか
った。そこで,こ のラングレー法を改良 して,太 陽周辺光強度 と直達光強度と同時に測定 して放射計を検定 し,大
気の光学的厚さを求めるという新 しい観測方法を確立した。さらにその目的に合った測定器 「オーリオールメ一夕」
の南極域での使用に耐え得るものの開発を行った。






当図 書 室 は,昭 和48年9月 に 国 立科 学 博物 館 か ら独 立 して,国 立 極 地 研 究 所 と して 新 た に発 足 して 以 来,す で に
と り こわ され た 本 館2階 か ら1階 へ,そ して 研 究 棟2階 へ と転 々 と した が,昭 和54年12月,管 理 資 料 棟4階 に 落 ち
着 いた 。 面 積 も研 究 棟 時 代 の2.3倍 の410.4㎡ と広 くな り,雑 誌 棚,書 架,エ レコ ンパ ッ ク の 増 設,文 献 検 索 用 の
TSS端 末 の 設 置 な ど,設 備 面 で も充 実 して き た。
蔵 書 面 で も,国 立 科学 博 物 館 時 代 の蔵 書 の う え に,さ らに 南 極 ・北 極 に 関 す る文 献 の ほ か,極 地 観 測 に 関 連す る,
超 高 層 物 理,地 球 物 理,固 態 地 球 物 理,雪 氷,地 学,海 洋,生 理 生 態,寒 冷 生 物,医 学,設 営 工学,陽 石,デ ー タ
解 析 な どの 部 門 の単 行本,雑 誌,レ ポ ー ト類 の 収 集,整 備,充 実 に 努 め て い る。
極 地 関 係 の 文献 の な か に は,　Antarctic　 Bibliography,　 Current　 Antarctic　 Literature,　 Arctic　 Bibliography,
Library　 Catalogue　 of　Scott　Polar　 Research　 Institute,　 Dictionary　 Catalog　 of　the　Stefansson　 Collection
on　the　Polar　 Regions,　 Catalogue　 of　the　Library　 of　the　Arctic　 Institute　of　North　 America,　 Bibliography
on　Cold　 Regions　 Science　 and　 Technologyな ど の書 誌 類 の ほか,山 岳 ・極 地 研 究 家 の 吉 沢 一 郎 氏 旧 所 蔵 の 吉
沢 文庫(63冊),松 方 三 郎 氏 を 通 じて こ寄 贈 いた だ い た 松尾 氏 旧 所蔵 の松 尾 文庫(14冊),及 び立 見 辰 雄 氏 旧所 蔵 の
立 見 文 庫(当 図 書 室26冊,昭 和 基 地25冊)な ど の貴 重 な南 極 ・北 極 探 検 記 録 が あ る。
ま た,大 学 院 生 受 け入 れ に そ な え て,昭 和50年 度 よ り,数 学,物 理,化 学,工 学 な どの 基 本 図 書 の 充 実 を 図 るた
め,年 間約50万 円の 予 算 を これ に 当 て て い る。
こ こ数 年 バ ックナ ンバ ーの 整 備 に 努 め て き た が,ほ ぼ初 期 の 目的 に達 した の で,昭 和57年 度 は,次 の11種(約
410万 円)を 購 入 す るに とど ま った 。
気 象 集 誌13(1935)-57(1979)
藻 類1(1953)-29(1981)
　　 Annals　 of　Glaciology,　 1(1980)-2(1981)
　　 Astrophysics　 and　 Space　 Science,　 1(1968)-80(1981)
　　 Australian　 Journal　 of　Physics,　 1(1948)-34(1981)
　 　 Bulletin　 of　the　American　 Meteorological　 Society,　 1(1920)-61(1981)
　　　Journal　 of　Physical　 Oceanography,　 1(1971)-11(1981)
　 　 Journal　 of　Plasma　 Physics,　 1(1969)-25(1980)
MarineEcology,1(1980)-2(1981)
　 　 Review　 of　Scientific　 Instruments,　 1(1930)-52(1981)
　 　 Second　 Norwegian　 Arctic　 Expedition　 in　the　Fram　 1898-1902,　 4　vols.
単 行 本 及 び別 刷 は,イ ギ リス の ス コ ッ ト極 地 研 究 所 が,国 際 十 進 分 類 法(UDC)を 極 地 関係 図書 館 用 に再 編 成 し
た,　 Universal　 Decimal　 Classification　 for　Use　 in　Polar　 Librariesを 主 に,国 際 十 進 分 類 法 中 間 版 分 類 表
(日 本 ドク メ ンテ ー シ ョン協会)を 併 用 して,分 類 ・配 列 して い る。 雑 誌 に つ い て は,極 地 関係 の もの を最 も使 いや
す い場 所 にま とめ,そ の他 の もの は,詩 名 の ア ル フ ァベ ッ ト順 に 配 列 して い る。
受 入 雑 誌 の うち,購 入 の193種 を の ぞ く1,290種 は,国 内 及 び 諸 外 国 の大 学,研 究 機 関 と の交 換 ・寄 贈 に よ る もの
で あ る。
当 研 究 所 の 出版 物 の うち,南 極 資 料(年3回)　 ,　Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Series
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A,　B,　C,　D,　E,　F,　Special　 Issue(不 定 期)　,　JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期)　,　Antarctic　 Geological　 Map　 Series
(年2回)の 編 集 ・出版 業 務 を図 書 室 で 行 って い る。 昭 和57年 度 は 南極 資 料3冊,　 Memoirs　 of　National　 Insti-
tute　of　Polar　 Research　 7冊,　 JAREDataReports10冊,　Anta ctic　 Geological　 Map　 Series　 2シ ー ト,
南極 の科 学1冊,計23冊k総 真数3,003)を 出 版 した(1(4)及 び2参 照)。 なお,こ れ らの 出 版 物 は寄 贈 及 び交 換 誌
と して,大 学,研 究 機 関 等,国 内 は延3,561カ 所,国 外 は 延3,325カ 所 に送 って い る。
現 在 の と こ ろ,図 書 室 を利 用 で き るの は,当 研 究 所 教 職 員,客 員教 官,関 係 委 員,共 同 研 究 員,大 学 院 生 及 び 観
測 隊 員 に 限 られ て い るが,外 部 の 極 地 研 究 者 な ど も図 書 室 長 の 許 可 が あれ ば利 用 す る こ とが で き る。
図書 室 と して 発 足 して か らまだ 歴 史 も浅 く,図 書 資 料 も十 分 に 整 って い る と は いえ な いが,今 後 も南 極 ・北 極探
検記 録 のバ ック ナ ンバ ーや 古 書 を は じめ,各 国 観 測 隊 の レポ ー ト,そ の他 関 連 分 野 の 単 行 本,雑 誌 の 収 集 ・充 実 に
努 め て い き た い。 当 図書 室 蔵 書 の う ち単 行 本 の 約13%,雑 誌 の 約88%は 寄 贈 ・交 換 に よ る もの で あ る。 寄 贈 して 下
さ った方 々 に感 謝 す る と と もに,今 後 も当 図 書 室 の 図書 資 料 の充 実 の た め に,変 わ らぬ ご協 力 を お 願 い した い 。
(2}年 度別蔵書数及び増加冊数
()内 は年間増加冊数






























































































































計 787 875 1,035 1,172 1,243 1,3891,489
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 1983-  1  )] (152p.) 
 19834F 3  n  (138p.)
Memoirs of National Institude of Polar Research 
 Series C (Earth  Sciences), Na 13 : Physiography of the Prince Olav and the Prince Harald 
   Coasts, East Antarctica, by Y. Yoshida. 87p. February 1983. 
 Series C (Earth  Scienses), No. 14  : Studies on thermally induced fractures and snowquakes of 
   polar snow covers, by F. Nishio.  50p. March 1983. 
 Special Issue, No. 22 : Proceedings of the Fourth Symposium on Coordinated Observations of 
   the Ionosphere and the Magnetosphere in the Polar Regions, ed. by T. Nagata.  287p. Sep.  
t  ember  1982.  
 Special Issue, No. 23 : Proceedings of the Fifth Symposium on Antarctic Biology, ed. by T. 
   Hoshiai and Y. Naito.  128p. October 1982. 
 Special Issue, No. 24 : Proceedings of the Fourth Symposium on Polar Meteorology and Glaci-
   ology, ed. by K. Kusunoki. 326p. December 1982. 
 Special Issue, No. 25 : Proceedings of the Seventh Symposium on Antarctic Meteorites, ed. by 
   T. Nagata. 343p. December 1982. 
 Special Issue, No. 26  : Proceedings of the Fifth Symposium on Coordinated Observations of 
   the Ionosphere and the Magnetosphere in the Polar Regions, ed. by T. Nagata. 200p. March
JARE Data Reports 
 No. 74 (Aurora  10) : Records of all-sky camera photographs at Syowa Station, Antarctica in 
   1980, by National Institute of Polar Research. 8 p. June 1982.
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No. 75 (Oceanography  1  )  : Oceanographic data of the 21st Japanese Antarctic Research Expedi-
 tion from November 1979 to April 1980, by K. Matsumoto and M. Mine.  44p. August 1982. 
No. 76 (Oceanography  2)  : Oceanographic data of the 22nd Japanese Antarctic Research Expedi-
 tion from November 1980 to April 1981, by S. Kuramoto and K. Koyama.  50p. August 1982. 
No. 77  (M  eteorology 12) : Meteorological data at Mizuho Station, Antarctica in 1981, by H. Ni-
 shimura, J. Inoue and K. Satow. 92p. November 1982. 
No. 78 (Marine Biology  4  )  : Whales sighting efficiency of the crew on board ocean research ves-
 sels in BIOMASS/FIBEX, by S. Ohsumi and Y. Naito. 49p. March 1983. 
No. 79  ( Meteorology 13) : POLEX-South data, Part 4. Micrometeorological data at Mizuho 
 Station, Antarctica in 1980, by T. Ohata, N. Ishikawa, S. Kobayashi and S. Kawaguchi. 
 374p. March 1983. 
No. 80 (Ionosphere 27) : Riometer records of 30 MHz cosmic noise at Syowa Station, Antarctica 
 in 1981, by M. Ose and N. Kurihara. 96p. March 1983. 
No. 81 (Ionosphere 28) : Records of radio aurora at Syowa Station, Antarctica in 1981, by M. 
 Ose and N. Kurihara. 28p. March 1983. 
No. 82 (Glaciology 9 ) : Glaciological data collected by the Japanese Antarctic Research Ex-
 pedition in 1981, by K. Satow, H. Nishimura and J. Inoue.  81p. March 1983. 
No. 83  (  Seismology  16) : Seismological bulletin of Syowa Station, Antarctica, 1981, by K. 
 Shibuya and K. Kaminuma. 99p. March 1983.
Antarctic Geological Map Series 
 Sheet 14 : Sinnan Rocks, 1  /  25,000. Explanatory text, by Y. Hiroi, K Shiraishi and Y. 
   Yoshida. 9 p. with 4  pls. March 1983. 
 Sheet 17 : Niban Rock, 1 /25,000. Explanatory text, by K. Kizaki, Y. Hiroi and S. Ka-
   nisawa. 5 p. with 4  pls. March 1983. 
List of publications of the National Institute of Polar Research  ( 1957  -  1980). Supplement 
 No.  1  (1980-1982).  4  p.
A14.041: 4  S  202p.  1982*10)11 
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W－ 般 業 務
1.諸 会 議




天 野 慶 之 東京水産大学長 澤 田 龍 吉 福岡教育大学長
有 江 幹 男 北海道大学長 清 水 司 早稲田大学長
加 藤 陸奥雄 東北大学名誉教授 寺 沢 一 雄 大阪大学名誉教授
茅 誠 司 東京大学名誉教授 西 川 哲 治 高エネルギー物理学研究所長
大 塚 喬 清 放送大学学園理事 濱 口 博 日本分析セ ンター理事長
香 月 秀 雄 千葉大学長 藤 井 隆 東京大学名誉教授
木 下 誠 一 北海道大学低温科学研究所長 前 田 憲 一 京都大学名誉教授
桑原 萬壽太郎 岡崎国立共同研究機構長 向 坊 隆 原子力委員会委員









浅 田 敏 東海大学開発技術研究所教授 東 晃 北海道大学工学部教授
粟 野 誠 一 日本大学名誉教授 藤 原 健 藏 広島大学文学部教授
内 田 祥 哉 東京大学工学部教授 丸 茂 隆 三 東京農業大学教授
大 林 辰 藏 宇宙科学研究所教授 吉 見 吉 昭 東京工業大学工学部教授
大 家 寛 東北大学理学部教授 楠 宏 国立極地研究所企画調整官
木 崎 甲子郎 琉球大学理学部教授 松 田 達 郎 国立極地研究所研究主幹
北 野 康 名古屋大学水圏科学研究所教授 平 澤 威 男 国立極地研究所資料主幹
木 村 磐 根 京都大学工学部教授 川 口 貞 男 国立極地研究所教授
田 中 正 之 東北大学理学部教授 星 合 孝 男 国立極地研究所教授
























(3)専 門委 員 会
所長の諮問に応 じ,運 営協議委員会議から求められた極地観測事業の実施に関する専門事項について,調 査審議
を行う。






7.設 営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,ホ ーバクラフト分科会,食 糧分科会)
(4)南 極地名委員会
研究所が作成する南極の地名の原案について,所 長に助言する。
(5)編 集 委 員会
所長の諮問に応じ,極 地観測の成果その他の研究成果等の編集について,調 査審議を行う。
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2.職 員 の 外 国 出 張
(1)外国出張
所 長 永田 武
57.4.14～57.4.26アメ リカ合衆国 アラスカ大学との共同研究協議及び南極限石学 ・雪氷学会議出席






所 長 永田 武
教 授 平澤威男'
57.6.29～57.7.12ソビエ ト連邦 第17回 南極研究科学委員会総会出席
教 授 楠 宏
57.6.29～57.7.12ソビエ ト連邦 国際南極氷床観測会議出席
教 授 神沼克伊
57.8.12～57.8.26オース トラリア 第4回 南極地球科学国際シンポジウム出席
教 授 吉田栄夫
57.8.14～57.8.24オース トラリア 第4回 南極地球科学国際シンポジウム出席
助教授 江尻全機
57.8.29～57.9.24アメリカ合衆国 スペースシャトル科学者会議及びレベルIV組 込みテスト参加




















教 授 前 晋 爾
助 教 授 神 田 啓 史
助 手 渡 邊 研 太 郎
設 営 第 二 係 長 川 畑 和 人
技 官 石 沢 賢 二
57.11.25～59.3.23
教 授 平 澤 威 男
57.12.3ユ ～58.1.22
教 授 吉 田 栄 夫
58.1.14～58.1.30
所 長 永 田 武
58.1.22～58.2.1
教 授 楠 宏
58.2.15～58.2.20
助 手 船木 實
58.3.12～58.5.9
所 長 永 田 武
58.3.12～58.4.5
② 海外 研 修 旅 行
助 手 白 石和 行
57.8.6～57.8.26
助教 授 矢 内桂 三
57.8.7～57.8.25
教 授 楠 宏
57.8.20～57.8.30
助教 授 内藤 靖 彦
57.9.18～57.9.30









オース トラリア 第4回 南極地球科学国際シンポジウム出席







氏 名 所 属 期 間 研 究 テ ー マ
Brian　 H.　 Mason




























{2}来 訪 研 究 者 等
4月7日 ～4月13日 　 Dr.Pearcy,W.　 (オ レ ゴ ン州 立 大 学 海 洋 学 科 教 授)
5月21日 　 Dr.WeUman,P.　(オ ース トラ リア鉱 物 資源 庁 研 究 員)
5月24日 ～6月4日 　 BIOMASS国 際 研 究集 会 出席 の た めの 来 訪 者
Dr.Arnaud,P.　 (フ ラ ンス ア ン ドゥ ーム 海 洋研 究 所)
Dr.Chesselet,R.　 (フ ラ ンス科 学 院)
Dr.　Deacon,　 G.　 (英 国海 洋 研 究 所)
董 兆 乾(中 国第 二 海 洋 研 究 所)
Dr.　Eberhard,　 P.　 (チ リ南 極 研 究 所)
Dr.　El-sayed,　 S.　 (テ キ サ ス工 科 大 学)
Dr.Everson,1.　 (英 国南 極 調 査 所)
Dr.Foster,T.　 (カ リフ ォル ニ ア大 学 サ ンタ ク ル ー ス校)
Dr.Free,C.　 (国 際 捕 鯨 委 員 会)
Dr.Guzman,0.　(チ リ水 産 研 究 所)
Dr.Hampton,1.　 (南 ア フ リカ 水 産研 究 所)
Dr.Hemple,G.　 (西 ドイ ツ極 地 研 究所)
Dr.Hennemuth,R.　(米 国 立 海 洋 漁業 サ ー ビス北 東 水 産 研 究 所)
Dr.　Hureau,　 J.　 (フ ラ ンス 国立 自然 史 博 物 館)
Dr.　Ichie,　T.　 (テ キサ ス 工 科 大学)
金 素 貞(中 国 南 極 考 察 委 員会)
Dr.Kerry,K.　 (オ ース トラ リア 南極 局)
Dr.Knox,G.　 (カ ンタ ベ リー大 学)
Dr.　Laws,　 R.　 (英 国 南 極調 査 所)
Dr.Lubimova,T.　(ソ 連水 産 ・海 洋 研 究 所)
Mr.Makeev,V.　 (同 通 訳)
Dr.Nast,F.　 (西 ドイ ツ水 産 研 究 所)
Dr.Newman,G.　(オ ー ス トラ リア水 産 ・野 生 動 物 局)
Dr.Oreen,M.　 (ケ ープ タ ウ ン大 学)
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Dr.Piechura,J.　 (ポ ー ラ ン ド水 産 研 究 所)










6月1日 ～6月17日 　 Dr.　 Ohtake,　 T.　 (ア ラス カ 大 学 地 球物 理 研 究 所教 授)
6月9日 ～6月10日 　 Dr.Mcfadden,L.　(ハ ワ イ大 学 地 球 物 理 研 究 所)
6月24日 ～7月7日 　 Dr.Lipschutz,M.　 (パ ァデ ュ大 学 化 学 部 教 授)
6月25日 　 Mrs.Toye,S.　(米 国 立 科学 財 団 深海 掘 削 計 画 局 副 局 長)

















Dr.　Schultz,　 L.　 (西 独 マ ッ クス ・プ ラ ンク研 究 所 研 究 員)
Dr.Black,L.　 (オ ース トラ リア鉱 物 資 源 庁 研 究 員)
欧 陽 自遠(中 国 科 学 院 地 球 化 学 研 究 所 長)









　 　 　 　 　 Dr.　 Collorson,　 K.
　 　　 　 　 　Dr.　 Finke1,　 B.
　 　 　 　 　 Dr.　 Elmore,　 D.
　 　　 　 　 　Dr.　 Lupton,　 J.
Dr.　 Tatsumoto,　 M.
10月5日 　 Mr.　 Roscoe,　 B.



















Mr.Winterhalter,D.　 (カ リフォルニア大学 ロサンゼルス校大学院学生)
Mr.Lauer,R.　 (ス タンフォー ド大学大学院学生)
中国南極調査団(団 長:偉 観,団 員:張 氷如,章 文清,調 光,馬 王芳)
(米空軍地球物理研究所プラズマ物理研究室長)
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11月13日 ～11月18日 　 Dr.　Gendrin,　 R.　 (フ ランス惑星地球環境物理研究セ ンタープラズマ物理研究部長)
11月15日 濃 祖蔭(北 京大学地球物理系講師)
保 宗悌(武 漢大学空間物理系副教授)
11月15日 ～11月25日 　 Dr.Gosink,T.　 (ア ラスカ大学地球物理学研究所助手)
Mr.Green,T.　 (ア ラスカ大学海洋研究所技官)
11月18日 ～11月22日 鄭 本 興
1月11日 　 Mr.　 Owens,　 C.
1月25日 　 Dr.　 Richards,　 J.
2月13日 　 Dr.　 Jones,　 D.
2月17日 ～2月19日
　 Dr.　 Wood,　 J.
　 Dr.　 Bogard,　 D.
　 Dr.　 Prinz,　 M.
　 Dr.　 Lang,　 B.
　 Dr.Clark,R.
Dr.　 Fisher,　 R
　 Miss　 Grady,　 M.
李 大 聲


















　 Dr.　 Kohnen,　 H.
　 Mr.　 Dietrich,　 H.








































教 授(客 員)固 体地球化学





















理博 神 沼 克 伊
理博 福 西 浩
理博 藤 井 良
理博 小 野 高 幸
理博 宮 岡 宏
理博 小 川 利 紘










理博 小 沼 直 樹
理博 高 木 章 雄
















教 授(客 員)応 用物理学




























農博 根 本 敬 久




理博 平 沢 威 男




理博 矢 内 桂 三
工博 江 尻 全 機
山 岸 久 雄
理博 川 口 貞 男
????????????????
星 合 孝 男
② 人 事 異 動
4月1日
庶務課長 伊藤 正久(前 放送教育開発センター総務課長)
事業課長 後藤 正義(前 文部省学術国際局研究助成課科学研究費第一係長)
庶務課人事係長 大前 義明(前 庶務課人事係主任)
会計課施設係長 宮内 秀夫(前 信州大学工学部管理係長)
観測協力室設営第二係長 川畑 和人(海 上保安庁第三管区海上保安本部)
一186一
前庶務課長 今田 収(文 部省学術国際局研究助成課課長補佐)
前事業課長 山木 俊助(岡 崎国立共同研究機構経理部主計課長)
前庶務課人事係長 風間 勝昭(東 京大学庶務部人事課記録掛長)
前会計課施設係長 岡本 治男(放 送教育開発センター事務部施設課機械係長)
前観測協力室設営第二係長 奥村 睦(海 上保安庁第三管区海上保安本部)
〈客員教官〉
超高層物理学第二研究部門助教授 小川 利紘(東 京大学助教授)
同助教授 岩坂 泰信(名 古屋大学助教授)
極地気象学研究部門教授 田中 正之(東 北大学教授)
極地鉱物 ・鉱床学研究部門教授 小沼 直樹(茨 城大学教授)
同教授 高木 章雄(東 北大学教授)
同助教授 武田 弘(東 京大学助教授)
寒冷生物学第二研究部門教授 根本 敬久(東 京大学教授)
同助教授 谷口 旭(東 北大学助教授)
極地設営工学研究部門教授 東 晃(北 海道大学教授)
同講師(非 常勤)半 貫 敏夫(日 本大学助教授)
10月1日
超高層物理学第一研究部門教授 神沼克伊(前 地学研究部門助教授)
雪氷学研究部門教授 前 晋爾(前 同部門助教授)
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